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　　　Phase 0.0







　あらかじめ断っておくが、僕はシスコンでは無い。




　まあ確かに、僕をそう呼ぶ人は多い。『姉キチ』とか『偏愛サイコパス』とか、正直なところ不名誉な渾あだ名なは枚挙に暇いとまが無い。だが僕自身は、一度だって自分のことをそのような人間だと思ったことは無かった。

　皆、大きな誤解をしているのだ。僕は確かに姉さんを愛しているが、それは『姉弟だから』という理由では無い。僕が姉さんを愛しているのは、それこそ姉さんのためなら命も捨てられるほど愛しているのは、姉さんがそれほど『魅力的な人だから』という非常に単純で明快な理由に他ならないのだ。

　たった一目で心が焦げるほど綺き麗れいで、可か憐れんで、子供みたいに無邪気で、無防備で、蚊も追い払えないほど臆病で、優しくて、どうしようもなくドジで、不器用で、声も仕草も、この世に生きる全ての人を惹ひき付つける。フワフワと夢見心地に。現実感さえ失わせるほどに。




　だからこれは、不可抗力とでもいうべきものなのだ。




「ふーふふーん♪　ねえりんごくん、気持ちいい？」

　と、姉さんは鼻歌交じりに僕の背中を撫なでる。白くて華きや奢しやな細い指先。弄ばれるかのように上下するボディタオル。そこから無限に湧き出す大量の泡。

　浴室の真ん中、鏡に映る自分の姿は少々滑稽だ。一体何な故ぜか。バスチェアに腰掛ける僕は、姉さんが調子に乗って出しすぎたボディソープのせいで雪だるまのような泡の塊と化していた。

「……姉さん、やっぱり多すぎたんじゃありませんか？」

「大丈夫だいじょーぶ！　りんごくんの背中おっきいから、このくらいあわあわのほうがちょーどいいよ！」

　そう言って姉さんは僕の背中からヒョコッと顔を覗のぞかせる。片手に収まってしまいそうなほど小さな顔。パンジーのような明るい笑顔。ほっぺたにちょこんと載った白い泡。

　ああ──幸せとはこういうことを言うのだろう。僕の目はしばらく鏡に釘くぎ付づけになり、そんな僕の様子を見て姉さんは不思議そうに首を傾かしげていた。

　今日は週に一度の『一緒にお風ふ呂ろ』の日。僕は特権とも言うべき幸福を嚙かみ締しめつつ、優しすぎる姉さんの手付きに自分の背中を任せていた。

「んしょ、んしょ……よーし、これでいいかな？　りんごくん、流すよ！」

「はい、お願いします」

　僕が答えると、姉さんは勢いよくシャワーを当てた。冷水側のノブを回していたとも気付かずに。瞬間、心臓を突き刺されるかのような感触を覚えて、僕は悲鳴を上げた。

「ね、姉さん！　そっちはお湯じゃありません！」

「あわわっ、ご、ごめん！　りんごくん大丈夫!?」

「いいから早く止めてください！」

「あっ、そ、そうだね！　今すぐ止め……あ、あれっ？」

　と、あろうことか強まる冷水。鏡越しであたふたする姉さん。見れば姉さんは平常運転とばかりに不器用を発揮し、冷水ノブを逆回しにしていた。

「ど、どうしようりんごくん！　止まらないよぉ！」

「ああもう、落ち着いてください！」

　言いながら、僕は腕を伸ばして水流を止めた。泡はすっかり流れ落ちていたが、体は冷え切っていた。そして振り向けば、姉さんが捨て猫みたいに申し訳なさそうな顔を向けていた。

「ごめんねりんごくん……わたしまたドジしちゃった……」

「姉さん……」

　はてさて、そんな姉さんに対して僕が抱いた感情はなんだろうか。呆あきれだろうか。怒りだろうか。失望だろうか。

　断言しよう。僕が抱いていたのは、やはり幸福だった。

　僕は姉さんの髪を指ですくい、その悲しそうな表情を抱き寄せた。

「大丈夫ですよ、これくらい。それよりも背中、洗ってくれてありがとうございます」

「……うん」

　姉さんはそう呟つぶやいて、僕の背中を慈いつくしむように小さな手の平で撫なでてくれた。




　姉さんは可愛かわいい。滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ可愛かわいい。見た目だけでは無く、その優しさもドジなところも、全てが全て完璧を通り越して究極だ。姉さんの魅力を前にすればどんな大富豪でも喜んで全財産を投げ打つだろう。悪の魔王だって世界の半分をケチろうとは思わないだろう。これは断じて身内贔びい屓きなどでは無い。そういうふうに揶や揄ゆする輩やからも確かにいるが、どう考えても違う。姉さんは神が生み出した最高傑作なのだ。

　では……と、ここで一つ疑問が浮かぶ。では、僕は一体なんなのだろうか。人類の到達点とも呼ぶべき姉さんの側そばに、ただ弟だからというだけの理由で居座る僕は、一体何者なのだろうか。




「……さあ姉さん、今度は僕が姉さんを洗ってあげます」

「え、ホント!?」

　パッと笑顔の花が戻り、姉さんは無邪気に椅子の上で半回転。無防備な薄手のバスタオルはしっとりと肌の色を透かし、それからするりと腰まで落ちる。背筋が描く曲線も、すっきりとした腰回りのくびれも、彫刻のような肩けん甲こう骨こつの凹凸も、息を吞のむほどに美しい。

　僕は鼻の奥にこみ上げてくる熱いものを堪こらえつつ、カシミヤ製の姉さん専用特注タオルで優しく泡を延ばした。まるで薄氷でできたステンドグラスを磨くかのように。姉さんはこそばゆそうに吐息を漏らすが、僕は脳外科手術レベルの集中力で最適な力加減を保ち続けた。

「んっ……、り、りんごくん、くすぐったいよぉ」

「我慢してください。万が一にも姉さんの肌に傷が付いたらいけませんから──」




　僕は一体何者なのだろうか。特別格好良くも無ければ可愛かわいげも無い。数ある駄作の一つとでも評すべきもの。なのに姉さんから最も近い場所にいて、未来永えい劫ごう切れることのない強固な縁を持っている。

　これは単なる幸運なのだろうか。それとも何か理由があってここにいるのだろうか。理由があるとすれば、それは一体なんなのだろうか。

　神様は何も教えてくれなかった。その他の何者も、僕に答えをくれたことは無かった。だから僕は自分でそれを考えるしか無かった。僕が姉さんの側そばにいる理由はなんなのだろう。僕の役目はなんなのだろう。僕は何をすべきなのだろう。姉さんに関わる何かであることは疑いようも無い。そう考えると、幸いにも結論はすぐに得られた。




　僕は姉さんを守るためにここにいる。それが僕の答え。僕の存在意義。姉さんの『弟』という聖職に与えられた、名誉ある義務だ。




　絹のように繊細な肌を磨き上げ、温かなシャワーで静かにすすぐ。水流が直接触れないよう、僅かに浮かせた自分の手をクッションにして。細かな泡が背中を流れ、姉さんは気持ちよさそうに「ふぁ……」と声を漏らした。

　──姉さんを傷付けんとする全てのものから、姉さんを守る。ありとあらゆる全ての危険から、姉さんを遠ざける。そして未来を曇らせる全ての障害を、徹底的に排除する。

　姉さんは不器用でおっちょこちょいで、とにかく優しい。だからその隙へ付け込もうとする悪あしきものたちを、誰かが止めなければならない。不ふ埒らちな大富豪の財産を焼き尽くし、我を失った魔王に勇者の剣を突き立てなければならない。

　無責任な人間には決して任せられない仕事だ。逃げ道のある他人には決して務められない任務だ。姉さんの生活全てに目を配り、どんな些さ細さいな危険も取り除く。道行く男から、台所の刃物から、タンスの角から。それができるのは世界で僕だけ。生まれながらに最高の幸運を与えられた、この僕だけだ。

　だから僕はずっとそうやって生きてきた。だからこそ、僕は自分をシスコンだと思ったことは無かった。

　僕は姉さんを取り巻く危険では無い。この世界において唯一危険とはなりえない存在だ。僕は弟だから、姉さんを我が物とすることはできない。僕は弟だから、ただ側そばにいる力として存在することができる。僕は弟だから、誇るべき責務を全うすることができる。姉さんを守り、姉さんの未来を創つくることができる。つまるところ僕は、僕の認識の限りにおいては、『シスコン』という言葉の響きが想起させる倒錯的な変態とは真逆の存在であった。




　そして……ここからが本題だ。そんな名誉ある毎日を送る僕には今、大きな悩みがあった。




「ふぅ……ありがと、りんごくん」

「どういたしまして。痒かゆいところとか痛いところとか、ありませんか？」

「ううん、全然！　ちょっとくすぐったかったけど、気持ちよかったよ！」

　向けられた横顔が、ふにゃっと緩んだ頰が、僕の心をじんわりと温める。ああ、願わくばこのままこの幸せなお風ふ呂ろタイムが終わってほしい。このまま何も無く、僕を困らせる言葉も無く、今日という素晴らしい一日が終わってほしい。そう思うことの何が罪だと言うのだろう。何が悪だと言うのだろう。だが姉さんはこの数日と同じように、僕を見つめ、やはりこんな話を持ち出してしまうのであった。

「……ねえ、りんごくん。背中を洗ってくれたついでにもう一つ、お姉ちゃんのお願い、聞いてくれない？」

「……内容にもよりますね。でも言っておきますが、僕には自分の意見を変えるつもりはありません。姉さんに危険が及ぶのなら、たとえこの世界が滅んだって許可しません。だからお願いです、僕にもう一度『ＮＯ』と言わせないでください」

「で、でも、わたしにしかできないことみたいなんだもん。他には誰もいないって、お願いされちゃったんだもん。ねえりんごくん、いいでしょ？　りんごくんには迷惑かけないし、わたしも怪け我がしないように気を付けるから。だから……」

　真剣そうな眼まな差ざしが、そこにはあった。無邪気な優しさに満ちた姉さんの想おもいが、そこにはあった。そして通算何度目だろうか、僕の胃に穴を空けるような言葉が、今日も姉さんの口から発せられてしまった。

「お願い、りんごくん。魔法少女、やってもいいでしょ？」




　僕の大きな悩み──それはつまり、最愛の姉さんが『魔法少女になって世界を救おうとしている』ということだ。













　　　Phase 1.0







　春ももう終わろうかという五月半ば、時刻は午後五時を少し過ぎたくらいだろうか。下校時間にはまだ遠く、活動真まっ只ただ中なかの生徒会室には紙を引ひっ搔かくシャープペンシルの音が引っ切り無しに響いている。カリカリ、ガリガリ。ただ一つ異様なのは、その音の八割がたった一箇所から放たれているという点である。

「──くん。ねえ、臨りん吾ごくんってば」

　なんて言葉も耳に入らず、僕はただただ無心に書類の山を片付けていた。『副会長』の三角コーンを傍かたわらに、割り当てられた仕事の量は平委員のおおよそ五倍。そして処理するスピードはおおよそ十倍。

　であるからして、音の発生源は僕の手元だ。早く帰りたい。いや、早く帰らなければ。ただその一心がシャーペンの先端に宿って、紙の上を滑っていた。

　早く帰らなければ。姉さんが首を長くして、僕の帰りを待っている。

「もう……あんまり無視してると、君の耳、齧かじっちゃうぞ？」

　一人の女子が僕の首に腕を回し、耳元で囁ささやいた。背中には柔らかなものが押し付けられ、トクトクという鼓動が制服越しに伝わってくる。周囲の平委員たちは怯おびえた様子で顔を背け、最も早はや声を上げようとするものすらいなかった。

「あーもー、時間切れ。臨りん吾ごくん、君が悪いんだからね？」

　かぷっと、耳に当たる前歯の感触。それから唇と、生暖かい舌先の感触。でも僕は手を止めない。気にも留とめない。一心不乱。そして耳がふやける前に最後の一枚を片付け、僕は初めて耳元の女子へ言葉を向けた。

「……会長。今日中に処理しなきゃいけないのは確かここまででしたね？」

「ぷはっ！　あれ、もう終わったの？　ちょっと早すぎじゃない？」

　耳元の女子、つまりこの中学の総代たる生徒会長の獅し子し堂どう京きよう華かは僕の耳から唇を離し、なんとも不服そうに眉を寄せながらそう言った。

　全く、いつものことながら理不尽極まり無い。常識外の作業量を一方的に押し付けた上、それが片付きそうになるとセクハラ行為でしつこく妨害。挙げ句仕事を終えればこの態度である。

　活動に前向きじゃない僕にも問題があることは先刻承知だが、それでも酷ひどい仕打ちだ。僕は時計を確認し、書類をまとめて会長に差し出した。

「そうでもありませんよ。予定より七分二十四秒も遅れてますから」

「細かいなー、臨りん吾ごくんは。そんなに私といるのは嫌？　それともそんなにお姉さんのことが気になるの？」

「ええ、とても。だってもうこんな時間ですし、お腹なかを空すかせているといけませんから」

　僕は答えた。すると会長は口を尖とがらせ、殊更不満そうな表情を見せた。

「臨りん吾ごくんのお姉さん、もう高校生じゃん。子供じゃないんだからさ、それくらい自分で何とかするでしょ？」

「なーにを言ってるんですか、会長。『自分で何とかする』なんて、そんなの絶対許可できません。万一姉さんが料理なんかし始めたらどうするんですか。包丁とか熱湯とか、台所は危険なものでいっぱいなんですよ？」

「ならお菓子でも食べさせておけばいいじゃん。甘いものを食べれば空腹も紛れるっていうし、怪け我がもしないでしょ？　違う？」

「駄目です。それで虫歯になったりしたらどうするんですか。それに栄養も偏ってしまいますし、有害な化学調味料が入っていないとも限りません。きちんとした料理人が作った料理か、僕が作ったものか、姉さんに食べさせられるのはそのどちらかです。例外はありません」

「『例外はありません』って……ハァ、呆あきれた。ホントどうしようもないシスコンだよね、臨りん吾ごくんって。それに完璧依存しちゃってるお姉さんもお姉さんだけどさ」

「シスコン？　この僕が？　ハッ、何を言ってるんですか会長。僕は弟として当然の義務を果たしているだけだと言ったでしょう。変な中傷はやめてくださいよ、突拍子も無い」

　と、僕は明確に抗議の意図を示してそう言った。全く、事実無根も甚だしい。しかし会長の表情といえば、なぜだろう、正気を疑うようなジト目である。加えて僕たちのやりとりに聞き耳を立てていた平委員諸氏も似たような感じだから、僕の頭には巨大な疑問符が浮かんだ。

「臨りん吾ごくん、いつまでそんなこと続けるつもり？　臨りん吾ごくんもお姉さんもおかしいよ？　私が無理にお願いした手前でこんなこと言うのもなんだけどさ、副会長なんだから、もうちょっとそういう自覚持ってくれてもいいんじゃない？」

「無理ですね。無理無理。僕は一生自分の役目に全力を投じるつもりですから。というわけで会長、僕はもう帰ります。会長も僕にばかりこだわっていないで、ちゃんと自分の仕事をしてください。では！」

　言うが早いか、僕はカバンを摑つかんで駆け出した。次いで会長の口からは僕を罵る酷ひどい渾あだ名なが学校中に響き渡るほどの大だい音おん声じようで発せられたが、それで足を止めるような僕では無かった。




　だってそう、姉さんが僕の帰りを待っている。その上、例の悩みも現在進行系なのだ。




　僕は改めて時計を確認した。午後五時半。支度の時間を考えれば七時の夕食までもうほとんど余裕は無い。それでも手抜きはできないから、僕は帰り道を遠回りしてこの町唯一の高級スーパーへ寄る。無農薬、国内産、買い込んだのはそんな食材ばかり。それから買い物袋を両手に下げ、晩春の夕日に染まる住宅街を猛然と駆け抜ける。

　大脳皮質には姉さんの姿。リビングのソファで居住まいを正し、僕の帰りを今か今かと待ちわびている。ああ、姉さん。自分で紅茶を淹いれたりしていないだろうか。僕のためにとお風ふ呂ろ掃除をしていたりしないだろうか。思い付きで料理を始めたりしていないだろうか。

　あるいはまたアイツと……と考えて、僕は必死に首を振った。ああもう、無意味な想像はよせ。きっと大丈夫。とにかく今は一秒でも早く我が家へ帰ることに集中すべき。そして姉さんの無事を確認し、愛情いっぱいの安全な料理で姉さんの空腹を満たすのだ。

「危ないことは絶対に駄目ですからね、姉さん……！」

　風のような全力疾走は徒歩十分の道程を三分に縮め、僕はようやく自分の家に辿たどり着ついた。それから息を整え、暗証番号と顔認証でゲートの錠を解除。監視カメラが正常に僕の姿をトレースしていることを確認しながら静脈認証で玄関扉を開け、

「姉さん、ただいま帰りました」

　と一言放った。内心出迎えを期待しながら。

　……しかしどれだけ待っても、姉さんからの返事は無かった。

「……姉さん？」

　おかしい。いつもなら返事どころか満面の笑みで子犬のように駆け寄ってきてくれるはずなのに。僕はもう一度呼びかけながら姉さんの靴を確認した。通学用のローファーは……ある。外出用の靴もある。つまり家にはいるということ。しかしやはり返事は無い。それどころか料理や洗濯の音もしない。一階は完全に無音。

　まさか本当にアイツが……嫌な予感がもう一度僕の脳裏をよぎった。だとしたら最悪だ。僕は買い物袋をその場に下ろし、靴箱の隠し棚から丸めた新聞紙と害獣駆除剤を取り出した。

「クソ、あのヤロウ……」

　僕は息を静め、沸騰するような怒りをまとって二階へと続く階段を上がっていった。その先には隣り合わせに並ぶ僕と姉さんの部屋。自分の部屋に用は無い。であるからしてもう片方の部屋の扉に耳を当てると、中からはこんな声が聞こえてきた。

「──緊張してる？」

「う、うん……ちょっとだけ。だってこんな格好……」

「初めてだから？」

「……うん」

「あははっ、大丈夫！　誰でも初めてはそういうものだからね。ボクも梨り々りちゃんみたいに可愛かわいい子は初めてだからドキドキしてるよ」

「は、恥ずかしいからあんまり見ないでよぉ！」

「そんなこと言わないで。さあほら、梨り々りちゃん、そのままくるーっと回って梨り々りちゃんの可愛かわいいところを全部ボクに見せてよ。隅から隅まで、梨り々りちゃんの魅力を」

「ま、回る？　うぅ……こ、こんな感じかな──」

「姉さん!!」

　バタン！　と、盛大な音。驚いて跳ね上がる姉さんの肩。騒音の発生源はやはり僕。気付けば僕は我を忘れ、怒りに任せて扉を蹴破っていた。

「ただいま、って言ったでしょう？　姉さん。部屋に籠こもって一体何をしているんですか」

「り、りりりんごくん!?　これはその、あ、あの……」

　振り向いた姉さんはしどろもどろに何やら呟つぶやく。しかし言葉など必要無い。姉さんがコソコソと何をしていたのかは、その格好を見れば火を見るより明らかだった。

　さて、このとき僕の目の前にあった光景をどう説明したらいいだろうか。部屋の中には姉さん一人。少なくとも人間の姿は姉さん以外見当たらない。そして姿見の前でポーズを決め、淡桃色のフリフリ衣装をそこに映していた。

　女児向け雑誌の表紙で魔法のステッキでも抱えていそうな格好といえば少しは想像もつくだろうか。艶あでやかな長手袋には大小様々なリボンがふんだんに設しつらえられ、真紅のステッチでシルエットを整えられたブラウスからは柔らかそうな胸元が覗のぞいている。その上ハの字に開いてパニエを覗のぞかせるスカートは不良女子もかくやというくらいに短く、太ふと腿ももを螺ら旋せん状じように這はう謎の装飾が姉さんの生足に蠱こ惑わく的てきな印象を加えている。

[image: ]

　正直言って、こんなドレスを着こなせるのは世界広しといえども我が姉くらいだろう。大人が着るには純粋さが強すぎるし、子供が着るには色気が強すぎる。姉さんは高次元でその二つを両立させているから、まさに奇跡。僕の視線は罠わなにかかったように釘くぎ付づけになった。

「……り、りんごくん？」

　……可愛かわいい。無茶苦茶可愛かわいい。正直この世のものとは思えないくらいに可愛かわいい。僕の姉はやはり人間などでは無く、神話の世界から現れた天使か何かなのではないだろうか。

「うぅ、怖いからそんなふうに黙らないでよぉ……」

「──はっ！」

　ヤバイヤバイ、危うく本当に自我喪失に陥るところだった。この姉さんはあまりに危険すぎる。僕は断腸の思いで姉さんから視線を外し、「大丈夫です、少し見み惚ほれていただけですから」と誤魔化した。

「そ、それじゃありんごくん、怒って無い？」

「そこは別問題です。姉さん、僕は脳のう味み噌そが沸騰して目玉から飛び出しそうになるくらい怒ってます。魔法少女は駄目って言いましたよね？　それに……」

　僕は姉さんの机の上に視線を移した。そこにいるのが、諸悪の根源。姉さんの部屋から『会話』が聞こえてきたという怪奇現象の答えであった。




「おいクソネズミ、お前もだ。二度と僕の姉さんに近付くなと言ったよな？」




「あー、なんのことかな？　キミの指図を受け入れたつもりなんてボクにはこれっぽっちも無いんだけど」

　机に居座るネズミ大の生物はそんなふうに返した。腸はらわたが煮えくり返って鼻から噴き出しそうになるほどふてぶてしい態度だ。ここが姉さんの部屋でなかったら毒性マシマシの改造駆除剤を耳の裏から尻尾の先までくまなく吹きつけているところである。だがここは確かに姉さんの部屋。毒物なんて厳禁だから、僕は仕方無しにもう一方の武器を構えた。

「なら今度こそそういう減らず口を利けないようにその身へ叩たたき込こんでやる。覚悟しろ」

「『叩たたき込こんでやる』って、その新聞紙でかい？　やれやれ、ボクも舐なめられたものだね」

「フン、そんなことを言っていられるのも今のうちだ」

　なぜならこの新聞紙は、言わば姉さんを脅おびやかさないためのフェイク。中には鉄筋を仕込んであるから、一撃でネズミの骨を粉々にできる。殺やるなら今しかない。逃してなるものか。しかしそんな殺意が良くなかったのだろう、既すんでのところで姉さんが僕の腕にしがみついた。

「あわわ、喧けん嘩かはだめだよりんごくん！」

「離してください姉さん！　僕はもう我慢なりません！」

　この生物、品種は不明。耳は大きく丸く、鼻先にヒゲを伸ばし、尻尾は短い。茶色と白の斑まだら模様はゴールデンハムスターを連想させる。恐らくはオスだろう。そして二足歩行でトコトコ歩き、流りゆう暢ちような日本語を話す。

　もう一度、女児向け雑誌の表紙絵を想像してほしい。主人公たる魔法少女の傍かたわらには、魔法の世界から厄介事を持ち込んできた謎の小動物の姿が無いだろうか。心優しき少女たちの親切心に付け込み、平和な学校生活に血生臭い争いを持ち込むフワフワマスコットの姿が。

　つまるところソレである。何を隠そう、この邪悪な毛玉生物が僕と姉さんの平和な毎日に『魔法少女』なる無用の概念を持ち込んだのだ。

「ね？　りんごくん、落ち着いて。ね？」

「チッ……わかりました」

　姉さんに縋すがり付つかれてしまえば、僕にはもうどうしようも無い。振り払った拍子に怪け我がでもさせたら大おお事ごとだ。僕は偽装ゲバ棒を脇に立てかけ、姉さんを宥なだめてベッドに座らせた。

「ふぅ、命拾いした。正直ホントに殺されるかと思ってヒヤヒヤしたよ」

「こ、ころっ……！　りんごくん、そんなことしないよねっ!?」

「当然ですよ姉さん。そんな酷ひどいこと、僕がするわけないじゃないですか。しかも姉さんの目の前で」

「いいや、目がマジだったね。ボクにはわかる。しかしなんでキミはそうやって反対するんだい？　せっかく梨り々りちゃんが〝救世者〟としてこの世界を救ってくれようとしてるんだから、応援してくれたっていいんじゃないかい？」

　ネズミは言った。僕は椅子を手繰り寄せてそこに腰を落ち着け、片腕で頭痛を起こし始めた頭を押さえた。

「ああクソ、やめてくれ。『世界を救う』なんて、冗談じゃない──」




〝救世者〟。それが何を意味するのか、厳密にはわからない。僅か四日前、自らをミル＝クレイ・ヴァーミュレンと名乗ったこのネズミは姉さんに連れられて突然家に現れた。そして何やらめでたいことでもあったかのようなハイテンションで姉さんに魔法の力を授けた経緯いきさつを語ったのだ。

　魔法少女とか、喋しやべるネズミとか、なぜか照れくさそうな姉さんとか、あの日ほど絶望を覚えた瞬間は他に無い。無論最初は腹話術の類たぐいだと思った。しかし目の前でこんな姿に変身されてしまえばもう信じる他無いし、もっと言えば手品ができるほど僕の姉さんは器用では無かった。

　で、僕は姉さんとネズミにＮＯを突き付けた。理由は最も早はや、言わずもがなだろう。




「そんな危ないこと、姉さんにさせられるわけ無いだろ？」




　僕の頭に浮かぶのは、表紙のヒロインが登場する日にち朝あさアニメのワンシーン。妙に角の丸い紫色のバケモノに吹き飛ばされ、悲痛な叫びを上げながら地面を転がる少女たち。あるいは深夜アニメ、やたらと哲学的な話をこねくり回しながら心も体も傷付いていく少女たち。

　こんな悲劇が姉さんに降りかかるだなんて、考えただけでもゾッとする。たとえその後に合体魔法や女神の力でバケモノを撃退するとしても、こんなの絶対ＮＧだ。

「わ、わたしなら大丈夫だよ！　ミルクちゃんに力の使い方も教わったし、世界を守るためならちょっとくらい怪け我がしたって──」

「駄目です！　絶対！　姉さんはご自分の価値がわかってないんですか!?　あんまり我わが儘まま言うようなら台風が来てももう一緒に寝てあげませんよ!?」

　僕は吠ほえた。余りの激しさにゲバ棒が倒れるほどの勢いで叫んだ。

「えっ!?」

「それどころか、もう二度と一緒にお風ふ呂ろへ入ってあげません！　姉さん、それでもいいんですか!?　休日のお菓子作りのお手伝いも禁止にしますが、それでもいいんですか!?」

「あわわっ！　そ、そんなのだめ！　絶対だめ！」

「なら魔法少女は諦めてください。言っておきますが、僕は本気ですよ」

　そして姉さんの目をじっと見つめる。心は鬼。態度は強硬。優しさだけでは姉さんを守ることなんてできやしない。というわけで、これは聞き分けの悪いときに使う常じよう套とう手段だ。

「さあ、どうなんですか？」

「うぅ……」

　ただし同時に諸もろ刃はの剣つるぎでもある。理由は想像の通り、添い寝やお風ふ呂ろを楽しみにしているのは僕も一緒だからだ。僕は内心祈るような気持ちで姉さんを見つめ続けた。すると姉さんは徐々に勢いを失い、遂ついには悲しそうに顔を伏せた。毎度のことながら身を切るような罪悪感だった。

「ああもう……ごめんなさい、姉さん。少し酷ひどいことを言いすぎました。でもなんでこんなことにこだわるんですか。魔法少女とか、世界を救うとか、あまりにも突飛すぎるじゃありませんか。まさかそういうヒロインに憧れてたんですか？」

　コクリ、と姉さん。頭痛が強まったように感じて、僕は自分のこめかみをグリグリと圧迫した。

「それに、わたしにしかできないんだって。ミルクちゃんがくれた力、わたしが一番上手に使えるはずだからって」

「だからって、戦いなんて……」

「やっぱり、どうしてもだめ？」

「当たり前です！　そんな格好で一体何と戦うのか知りませんが、危ないことなんて絶対駄目です！」

「やれやれ、相変わらずキミは頑固だね。シスコンを拗こじらせたキミのことだから梨り々りちゃんの可愛かわいい端界極絶装束テリト＝ローズ姿を見せればコロッと気変わりしてくれるかもと思ったけど、無意味だったか」

　と、まるで人間みたいに肩をすくめながらネズミは言った。その仕草と口調が癇かんに障さわり、僕は射殺すような視線をネズミに向けた。

「何度も言っただろう、僕はシスコンじゃない。姉さん、そうですよね？」

「えっ？　あ、うん」

「まあなんでもいいよ。いずれにせよ、キミの同意なんて必要無いわけだからね」

「なんだと？」

「だってこれは、ボクと梨り々りちゃんの問題だ。ボクが梨り々りちゃんを見つけて、梨り々りちゃんがボクのお願いを聞いてくれて、キミはただ近くにいただけ。何を勘違いしているのか知らないけど、弟のキミに邪魔する権利なんて無いはずだろ？」

「確かに権利は無いが、義務はある。姉さんを全ての危険から遠ざけるという義務が。どこの星からやってきたのか知らんが、オマエは人間じゃないから姉さんの価値がわからないんだ」

「そんなことは無いよ。ボクは二五六の世界を巡り巡ってようやく梨り々りちゃんを見つけたんだ。こんな才能の持ち主、他にはいない。この星で最高どころか、三一二の知的文明でダントツナンバーワンなんだ。だからボクたちには義務がある。迫りくる脅威からこの世界を守るという義務が」

「減らず口を……！」

　僕とネズミの間には火花が散る。こういうやりとりももう何度目だろうか。このあたりが僕の悩みの一番深いところであった。

　姉さんがこれほどまでに意地を張ったことは無い。僕が駄目だと判じたことにこれほどこだわった例は未いまだかつて無い。原因はこのネズミ、姉さんを煽おだてて木に登らせんとするこのクソネズミである。

『キミには関係無い』。ネズミの常じよう套とう句くだ。ネズミは〝第三者〟という立場をもって僕たち姉弟の間に楔くさびを打ち込み、僕をこのファンタジー騒動の外側に締め出さんとしているのであった。

「とにかく、これ以上キミを説得するつもりは無い。無関係の人に構っていられるほどボクたちも暇じゃ無いんだ。行こう、梨り々りちゃん。こんなわからず屋な弟なんて放っておいてさ」

「……行くって、どこにだよ」

「〝敵〟のところにだよ。梨り々りちゃんの初うい陣じんだ」

「ッ!!」

　僕はネズミに摑つかみかかった。が、ネズミの姿は一瞬にして光の粒に変貌し、その身を姉さんの頭上へと転移させて僕の手を逃れた。

「残念だったね、これなら手も足も出ないだろう？　さあ梨り々りちゃん、世界を救いに行こうじゃないか」

「えっ、で、でも……」

「大丈夫大丈夫。梨り々りちゃんがパパーッと敵を倒しているところを見ればこの異常性愛者だって何も言わなくなるよ。論より証拠、ってね」

「誰が異常性愛者だ！　誰が！　姉さん、絶対行ってはいけませんからね！」

「う、うぅぅ～」

　姉さんの悩みは透けて見えるかのようだ。モジモジと口元に手を寄せ、眉はハの字で視線はあちこち行ったり来たり。僕は祈るような気持ちで姉さんに声をかけ続けた。

「姉さん！」

　だが一方で、ネズミは勝ち誇ったような笑みを浮かべるばかりだった。そして姉さんの返答は、そのネズミの表情を裏切るものでは無かった。

「りんごくん……ごめん！」

　姉さんは弾はじけるように立ち上がり、虚こ空くうから銀装飾の剣つるぎを顕現させると同時に部屋を駆け出した。

「姉さん、待ってください！」

　咄とつ嗟さにゲバ棒を拾い上げ、慌てて僕も後を追った。姉さんは真まっ直すぐ玄関へ向かい、靴も履かずに外へと飛び出す。足を怪け我がするんじゃないかと思って僕は肝を冷やした。だが次の瞬間には強烈な光がその足元を覆い、ピンク色のブーツとなって姉さんを包んでいた。

「ッ、また魔法か！」

　これじゃあ僕にも悠長に靴を履いている暇なんて無い。ローファーの踵かかとを一思いに踏みつけ、姉さんを追いかける。姉さんの足ならすぐに追いつけるはず、なんていう甘い期待もまた三秒後には打ち砕かれた。これも魔法のせいなのだろうか、姉さんの速さはアスリート並みにまで強化されていた。

「クソッ、冗談じゃない……！」

「梨り々りちゃん、反応は近いよ！　急いでくれ！」

　いつの間にか姉さんの肩へ移動していたネズミが言う。付かず離れずの距離。フリフリ衣装で肩にマスコット、片腕には武器。魔法少女へと変貌し、世界を救うために出動してしまった僕の姉さん。

　全く、冗談じゃない。こんなのファンタジーにもほどがある。ネズミに向かって僕は吠ほえた。

「おいこらクソネズミ！　姉さんを元に戻せ！」

「そんなの絶対イヤだよ、世界中くまなく探してようやく見つけたってのに。これで世界は救われる。キミこそ黙って見ていてよ」

「んなことできるかよ！　魔法だの戦いだの、そんなくだらないことに僕の姉さんを巻き込むんじゃねえ！　僕たちの平和を邪魔するな！」

「平和？　平和だって？　ハッ、無知っていいよね。キミはこの世界が今、どんな危機に立たされているか知らないからそんなことが言えるんだ」

「危機なら知ってるさ！　僕は姉さんを守らなきゃならないってのに生徒会長には毎日セクハラされるし、父さんも母さんも家を空けちまうし、目の前には喋しやべるネズミがいやがる！　僕の世界は急転直下の大ピンチだ！　そのうち姉さんが魔法少女にでもなっちまうんじゃないかとヒヤヒヤしてるところだよ！」

「なら、やっぱり黙っててよ。ボクたちがなんとかしないと、キミがそういう些さ細さいなピンチを楽しむ日常すら無くなっちゃうかもしれないんだから」

　ネズミの言葉は意味深だ。僕は再度ムカッ腹が立って、反射的に言葉を返そうとした。が、その瞬間得体の知れない悪お寒かんが全身を駆け巡って、僕は出しかけた声をそのまま喉の奥へ引っ込めた。

「ッ……！」

　悪お寒かん──まるで冷水を注射されたかのような、強烈な不快感。全身の筋肉が不気味に震え、心の底に恐怖の念が顔を覗のぞかせた。

「ミルクちゃん、何か感じる……なんだかわからないけど、すごく嫌な感じ……！」

「ヤツらが近くにいる証拠だ！　梨り々りちゃん、そこの路地を左に曲がって！」

　ネズミが言った。気付けば夜空から、星の姿が消えていた。

　これも魔法だろうか。ネズミがやったのだろうか。しかし本能的に、差異を感じる。姉さんやネズミが漂わせるフワフワとした雰囲気とは、まるで違う。姉さんが言うように、何かもの凄すごく〝嫌な感じ〟だ。

　僕はいつかのネズミの言葉を反はん芻すうした。〝この世界は、敵に狙われている〟──

「さあ、初うい陣じんだ。念のために〝局極域隔絶ジオストロール〟を展開しといたから、遠慮はいらない。無関係の人たちが巻き添えになることは無いから、存分に力を発揮してもらって大丈夫だからね。パパッとやっつけて、この世界に平和を取り戻そう！」

「う、うん！　わたし戦う！　りんごくん、絶対に邪魔しないでよ！」

「邪魔だなんて、僕はただ姉さんを……！」

「よーし、それなら梨り々りちゃん、〝極接破断剣器ゼ・レ〟を構えて！　一撃必殺、先手必勝だ！」

「うん！　わたしにだってできる、できるんだからぁぁぁあああ！」

　握り締めた剣から、淡い光が放たれる。同時に星ほし屑くずのような輝きが、姉さんの周囲をほのかに照らす。ネズミの顔は満足げ。姉さんの表情は覗うかがえないが、我が目を疑うくらい決意に満ちた足取りだ。

　改めて不安がよぎった。このネズミは一体、姉さんに何を与えたというのだろうか。姉さんは一体、何をしようとしているのだろうか。〝世界を救う〟とは、つまりどういうことなのだろうか。

「姉さん……！」

　姉さんは路地を曲がった。僕も遅れて後に続いた。そして僕たちは目にした。




〝敵〟と呼ばれた、その存在の姿を。




「…………ググ……[image: ア゛][image: ア゛]……」

　呻うめき声ごえ。全長三メートル。サンショウウオのような体たい軀く。タール状の物質を纏まとった表皮。全身にくまなく植え付けられた、無数の目のような器官。強烈な硫黄いおう臭しゆう。

　生物だろう。恐らくは。喩たとえるならば、不快という言葉に姿形を与えたかのような邪悪な化物。吐き気を催す禍まが々まがしさに、本能的な恐怖が搔かき立たてられる。気付けば僕は足を止めていた。近づくことを全身が拒絶していた。

　頭と思おぼしき部位が、こちらを向いた。そして口を開くかのようにパックリと二つに裂け、異臭とともに咆ほう哮こうを放った。

「ァァァァアアアアアアァァァァアアアァアァアアアアア!!」

「み、ミルクちゃん……〝敵〟ってまさか、あれ……？」

「ピンポーン！　運がいいよ梨り々りちゃん。アレは〝ＭＯＮＩＴＯＲ〟、ザコ中のザコだから初戦にはピッタリだ！　さ、一気に片付けちゃおう！」

　ネズミは喜々として言った。これほど異質な存在を前にしても一抹の不安さえ感じていない様子だ。このネズミは一体姉さんに何をさせようとしているのか。寒気を覚え、僕は背後から姉さんに向かって叫んだ。

「姉さん、逃げよう！」

　しかし姉さんは立ち止まったその場から一歩も動こうとはしなかった。姉さんの足は震えていた。加えて手にした剣からも姉さん自身からも、魔法の輝きが失われ始めていた。

　恐怖──恐らくは姉さんも、僕と同じものを感じていた。

「アァァ……！」

　〝ＭＯＮＩＴＯＲ〟と呼ばれた化物が、その巨体を四本の足で持ち上げた。体を横たえていたアスファルトには、ネバネバとしたドス黒い物質が付着していた。僕は一歩後ずさりした。頭部の目が蠢うごめき、僕たちに焦点を合わせた。

「ぁ……ぁぅ……」

「あれ？　梨り々りちゃん、どうしたの？　早くやっつけないと。ほら、極接破断剣器ゼ・レを構えて。あんなヤツ梨り々りちゃんならイチコロだよ。ほら！」

「む、無理だよミルクちゃん！　あんなのが相手だなんて、想像してなかった……！」

「姉さん！」

　僕はもう一度叫んだ。同時に、敵が体を震わせた。次の瞬間、その巨体が姉さんを襲った。

　五メートルほどの距離。それを一瞬で詰める跳躍。体当たり。身構える間も無く、姉さんの体は宙を舞う。そして背後の壁に激突し、力無く崩れ落ちた。

「ああもう、何やってんの！　せっかく先手を取れるチャンスだったのに！」

　ネズミが言った。未まだ、姉さんの肩にしがみついたままだった。敵は満足げに喉のあたりをゴロゴロと鳴らし、天に向かって再度咆ほう哮こうした。その間も、全身の目が僕たちの動きを監視していた。タール状の物質がボタボタと落ちた。僕は目の前の光景が信じられず、ただただ放心状態で立ち尽くしていた。

「うぅ……何が、何が起きたの……？　今あの黒いのが、わたしに……？」

「攻撃したんだよ！　ほら、早く立って反撃しよう！　梨り々りちゃんには〝相基準防御力ミト・ボルデイモル〟があるから痛いたくも痒かゆくも無ないはずだ！　〝救世者〟の力、見せてやろうよ！」

「い、いやっ……！　わたしやっぱり、怖い……っ！」

「そんなこと言わないで！　梨り々りちゃんにしかできないことなんだから！　一緒に世界を救うって約束したじゃないか！」

「グゥゥ……」

　と、ネズミの声に敵が反応した。化物は再度姉さんに焦点を合わせ、今度は口を開けたまま体を震わせる。その口には無数の歯。適当に釘くぎを打ち付けたかのような、乱雑な牙。

　物を食べるためのものとは思えなかった。肉を引き裂いて苦痛を与えるためだけにあるような、醜悪な代しろ物ものだった。恐ろしい想像が僕の脳裏に流れた。そして呆ぼう然ぜんとする僕の顔を、未まだ地面に横たわったままの姉さんが見つめた。

「だめ……わたしやっぱり、できない……！」

　そこにあったのは、大粒の涙を湛たたえた瞳。助けを求める視線。父さんに叱られているときのような、夕食に嫌いなものが出されたときのような、近所の悪ガキに虐いじめられたときのような、そういう視線。

　僕は未まだ、この状況を飲み込めていない。しかし姉さんの瞳を見つめ返したその瞬間、全ての恐怖は僕の心から吹き飛んだ。




「おいバケモノ！　姉さんに何しやがる！」




　僕はポケットの中に入っていた携帯電話を化物に投げつけた。化物の巨体はビクリと震え、牙をこちらに向けた。

「ハッ、来るなら来いよ。姉さんにはこれ以上、指一本触れさせない……！」

　そう吐き捨て、僕は身構える。武器といえば粗末なゲバ棒一本。慌てたようにネズミが叫んだ。

「ああこら、バカな真ま似ねはやめろ！　タダの人間が敵かなうような相手じゃない！」

「んなこと知るかよ。いいからサッサと姉さん連れて逃げてくれ」

「……[image: ァ゛][image: ア゛][image: ア゛]」

　化物が息を漏らす。僕は新聞紙の束から鉄筋を抜く。そして同時に、跳躍。化物はこちらに、僕は横に。肩のあたりを化物が掠かすめ、表皮の物質が毒液のようにシャツの一部を溶かした。刺すような痛みが肩に走った。だがスカを喰くらって体勢を崩した化物の隙を僕は見逃さなかった。

「ウオオオオ！」

　腹からの声で痛みと迷いを打ち消し、僕は化物の横っ腹に向けて突進した。狙いは目。雑然と全身に並んだ目。ギョロリと僕を睨にらみつける目。化物は尻尾を打ち振るおうとしたが、僕のほうがほんの少しだけ早かった。剝むき出だしの鉄筋は化物の目に深々と突き刺さった。

「[image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛]！」

　化物が呻うめく。手応えは──ある。殺せない相手じゃない。だが反射的に、僕は化物の体から離れた。化物の傷口から粘ついた液体が噴き出し、唯一の武器であった鉄筋は跡形も無く溶かされてしまった。

「クソッ……！」

　これで僕は、本当に丸腰。焦あせりを押おし留とどめ、姉さんの様子を覗うかがう。姉さんは未まだ、塀の側そばで震えていた。

「ああもう、逃げてくれって言ったのに……ッ！」

　僕は姉に向かって駆け出した。背後では化物が怒り狂ったように叫んでいた。

「姉さん、姉さん！　冗談じゃない！　こんなの、冗談じゃない！　魔法少女なんて、冗談じゃない!!」

「り、りんごくん……」

「姉さん、逃げますよ！　さあ立──ッ!!」

　悪お寒かんが背筋を走った。振り向けば、化物が猛然とこちらに迫っていた。

　僕は咄とつ嗟さに足元に転がっていた姉さんの剣を拾おうとした。しかし魔法の武器は、僕が触れると光の粒となって霧散してしまった。僕は丸腰だった。魔法の力も無く、まさしくネズミに言われた通りの〝タダの人間〟だった。




　そして次の瞬間、重い衝撃が僕の体を襲った。




　ここから先は記憶が無い。気付けば僕は、真っ白なベッドの上で無機質な天井を見上げていた。

「……生きて、る？」

　薬品の匂いが鼻を突いた。腕には点滴の注射針が刺さっていた。ベッドの縁では、制服姿の姉さんがもたれかかるようにして眠りこけていた。

「……魔法少女なんて、そんなもの、僕は認めませんよ」

　何が起こったのかはわからない。ともかく僕と姉さんは生きてあの場を逃れたのだ。僕は姉さんの髪に自分の指を絡からめ、目尻に残った涙の跡を見つめながら、独ひとり言ごちた。













　　　Phase 1.5







　一年前。僕がまだ中学校に入ったばかりの頃。夕食後のダイニングで、貿易会社に勤める父とこんな話をしたことがある。

「……行くしか無いのなら、仕方の無いことです。僕たちのことは心配しないでください。僕がなんとかしてみせます」

「本当に、お前はそれでいいのか？　一日二日の話じゃ無いんだぞ？　何年かかるか、もしかするとお前たちが大人になるまで帰ってこれないかもしれないんだ」

「構いません。男なら務めを果たせというのが祖父の教えです。僕は父さんの仕事を誇りに思っています。僕は僕の仕事を、弟としての役割を果たすまでです」

「そうか……」

　父はタバコの煙を物もの憂うげに吐き出す。ゆらゆらと所在無さげに漂う白い煙。その煙が消える頃になって、ようやく父は結論を出した。

「……梨り々りを頼む。私の代わりに」

「約束します。何があっても、守ってみせます」

　近くで洗濯物を片付ける母も、この選択に口を挟もうとはしなかった。そして二人とも、僕たちの側そばを去った。













　　　Phase 2.0







『ぐぁ……ッ！』

　肺から息が漏れる。視界が揺らぐほどの、猛烈な衝撃。突き飛ばされた僕の体は何度も地面をバウンドし、血の跡を残して無様に転がった。痛い、苦しい。全身に纏まとわり付ついた毒液はシューシューと音を立て、僕の体を冒していく。遠のく意識を必死に繫つなぎ止とめ、僕は化物を見み遣やった。全長五十メートルの巨大なドロドロは、姉に向かって象のような足を振り下ろそうとしていた。

『そんな……やめろ、やめてくれ！　姉さん！』

　僕は叫んだ。しかし声は喉に張り付いたまま、どこにも届かない。姉さんは僕を見つめ、怯おびえ切きった顔で何かを言おうとしていた。だがその声すら届く前に、ドロドロの足は姉さんを押し潰した。プチッという不気味な音だけが、真っ黒な夜空に虚むなしく響いた。

『うわああああああああああああああああああああ！」

　僕はもう一度叫んだ。叫びながら、ガバッと跳ね起きた。恐怖に怯おびえる生徒会委員たちの視線が、一つ残らずそんな僕に注がれていた。

「はぁ、はぁ……」

「臨りん吾ごくん、ダイジョーブ？」

「か、会長……」

　そう呟つぶやいて、数瞬、僕は両手で自分の頰を叩たたく。バンと威勢のいい音。衝撃的な痛み。そして脳のう味み噌そは徐々に覚醒し、空想と現実を分離する。

　どうやら僕は、夢を見ていたらしい。昼日中、それも生徒会室の真ん中で。

「ああクソ、スミマセン、大丈夫です。また居眠りしてたみたいですね……」

「やっぱり何かあったんじゃないの？　怪け我がで何日か休んでから、臨りん吾ごくん変だよ？　階段で転んだだけって、ホントなの？」

　会長は机の向かいに回り込み、身を乗り出して僕の顎に指を添えた。その表情は、眉根を寄せてなんとも訝いぶかしげだった。

「もしかして、またお姉さんが原因？」

「違います！　僕は、僕はただ……寝不足なだけです。姉さんは関係ありません」

　僕はそう言って会長の手を払った。ちなみに『寝不足だ』というのは本当だ。このところ似たような悪夢に苛さいなまれ、まともに眠れたためしが無い。僕は熱っぽいこめかみを何度か叩たたき、備品のペンを取り直した。しかし作業へ戻るよりも早く、会長が手元から書きかけの会計報告書を引っ手繰った。

「何よコレ、間違いだらけじゃん。臨りん吾ごくん、真面目にやる気あるの？」

「ッ！　まだ確認中なんです！　返してください！」

　僕は立ち上がって報告書を取り戻そうとした。が、その瞬間、脇腹に軋きしむような痛みが走って椅子から転げ落ちてしまった。これではあまりにマヌケだ。珍しく本当に心配そうな会長の表情が、僕にはなんとももどかしかった。

　あの夜から一週間弱──僕はまだ、身も心も本調子では無かった。

「臨りん吾ごくん、今日はもう帰りなよ。寂しいけど、これじゃあ仕事も任せられないし」

「スミマセン……」

　僕は痛みを堪こらえて立ち上がり、荷物を取った。会長はただただ黙って僕の背中を押し、僕を部屋から追い出したところでこんなふうに呟つぶやいた。

「〝お姉さん〟なんだからさ、放っておけばいいじゃん」

「……そんなの、無理に決まってるじゃないですか」




　そうだ、放っておけるはずが無い。そして会長に本当のことを打ち明けられるはずも。だって僕の姉さんは、魔法少女になってしまったのだから。










　さて、疑問について答えを示そう。先程の悪夢とは異なり、〝ＭＯＮＩＴＯＲ〟と呼ばれた目玉だらけの化物との戦いは現実に起きたこと。僕は化物の突進を喰くらい、あまりの衝撃に気を失ってしまった。では、一体誰が僕を助け出したというのだろうか。その答えは意外にも、一度倒れたはずの姉さんであった。

　これは不幸中の幸いであった。姉さんは魔法少女になってしまったのだ。つまり姉さんは、生身の僕と違って魔法の力に守られていた。そして咄とつ嗟さに僕の体を抱え、同じく魔法によって強化された脚力でもって化物の下から逃げ延びたというのであった。

　で、それから三日間、僕は病院のベッドの上で眠りこけていた。おかげで目を覚ましたときには、体中が錆さびついたかのようにギシギシ痛んだ。

　姉さんは僕の回復を我が身のことのように喜んでくれた。しかし僕にとっては自分の無事などどうでもいいことであった。僕は目覚めるなり姉さんの体をくまなく確認し、ようやく安あん堵どの息を漏らすことができた。

　これもまた、不幸中の幸いだ。姉さんの体には傷跡一つ見当たらなかった。だが一方で、〝不幸中の〟という点にも変わりは無かった。

　つまりどういうことか。僕は思っていた。『一度怖い目を見ればもう我わが儘ままも言わないだろう』と。だがベッドの僕に姉さんがかけてきた言葉は次の通りである。




『ねえりんごくん、約束して。りんごくんには危ないから、お姉ちゃんの邪魔はしないで。ね？』




　横ではネズミがウンウン頷うなずいていた。僕は平手でネズミを叩たたき潰つぶそうとしたが、痛みで腕が動かなかった。

　そう、あんな恐怖の後でもまだ、姉さんは魔法少女を続けようとしていたのである。

　原因は二つあるだろう。一つは魔法の力を得ているという事実。同じ攻撃を受けたのに、僕は三日間昏こん睡すい、姉さんにはかすり傷一つ無し。結局、僕が姉さんを守ったのではなく、姉さんが僕を守ったのだ。その事実が僕の言葉の説得力を弱め、姉さんに妙な自信を与えていた。

　そしてもう一つが、姉さんに要らんことを吹き込むネズミの存在であった。このクソネズミが、『キミが割り込んでこなければ逃げる必要も無かったのに』なんていう思考を姉さんに吹き込んだのであった。










「はい、あーん」

「あー……ん、んんっ！　コレすごく美お味いしい！　こんなの今まで食べたこと無いよ！」

　と、食卓の上ではしゃぐネズミ。姉さんはそんなネズミに天使のような笑みを向け、同じフォークで残りのラビオリを口へ運ぶ。僕が丹念に調理した好物のラビオリを。「りんごくん、まだ怪け我が治ってないでしょ？　わたしも手伝う！」なんていう姉さんの申し出を丁重に断って、必死に作ったラビオリを。

　姉さんはゆっくりと咀そ嚼しやくした後、ネズミに向かって「ねー、美お味いしいでしょ？」なんてじゃれつくように呼びかけた。こんな光景を前に、僕の腸はらわたは沸騰寸前だった。

「……姉さん、やめてください。変な病気が感う染つったらどうするんですか」

「へ？　病気？」

「そうです。野の良らネズミなんて雑菌の巣みたいなものなんですから、同じ食器を使うなんて危険すぎます。もうそのフォークは捨ててしまいましょう。今新しいのを出しますね」

「失礼だなキミは」

「オマエは黙ってろドブネズミ。ほら姉さん、その汚染物質をこちらに。っていうかもう今すぐそこのゴミ箱に捨てちゃいましょう。それから姉さんの口もアルコール消毒して今すぐ病院に──」

「もう、りんごくん！　そういう酷ひどいこと言っちゃだめ！　それに病気とか汚いとか、そういうこと言ったらせっかくのりんごくんのご飯が美お味いしくなくなっちゃうでしょ！」

　と、姉さんは頰を膨らませて僕に向ける。その仕草もやはり天使のように可愛かわいらしい。そして同時に姉さんを味方につけたネズミがなんと憎らしいことか。僕は姉さんに謝罪の言葉を返し、テーブルの下で握り拳を固めた。

　忸じく怩じたる思いだ。今すぐこのネズミを叩たたき潰つぶしたい。でももしそんなことをすれば姉さんの心の傷になる。そして既に賽さいの投げられたこの状況、ネズミを排除しただけで解決するものなのかどうかもわからない。まさに八方塞がり。僕はすっかり食欲を失い、自分の食事をシンクに下げた。

「あっ、洗い物はわたしがやる！　ご飯は結局りんごくんに作ってもらっちゃったし、それくらいなら別にいいでしょ？」

「いいえ、それには及びません。洗剤で手荒れを起こしてもいけませんからね」

「で、でも……」

「大丈夫ですって。それに姉さん、宿題もまだだったでしょう？　夜よ更ふかしも健康に良くありませんから先に済ませてしまってください。後でハーブティーでもお持ちします」

「うぅ～、わ、わかったよ。それじゃありんごくん、わたしの分もお願いね」

　そう言って姉さんはフォークを置き、僕の側そばへとやってくる。空になった器を受け取りながら、僕は姉さんの顔を見た。悲しそうというかなんというか、今まで見たことも無いような表情だった。

「……ねえりんごくん、そんなにわたしがミルクちゃんのお手伝いをするのは嫌なの？　魔法少女って、そんなにいけないことなの？」

「いけませんね。危険すぎます。姉さんも身に沁しみてわかったでしょう？　相手はあんな化物なんですよ？」

「でもほら、なんにも怪け我がしてないし。それにわたしが倒さないと今度はこの世界が危ないんだよ？　お姉ちゃん、力になれるのならなりたいよ」

「じゃあ聞きますが、姉さんはあの化物に怪け我がをさせることはできたんですか？　攻撃することはできたんですか？　それができなければ倒すことも力になることもできませんよ」

「そ、それは……っ、そうかもしれないけど……」

「姉さん、お願いです。怪け我がをしてからでは遅いんです。あのネズミに付き合うのはもうやめてください。魔法のことも世界のことももう忘れて、ご自分のことを気にかけてください」

「……ごめん。やっぱりそれは、できないよ」

　姉さんは言った。そして洋服の裾をキュッと握り締め、僕に背を向けて部屋に駆け上がっていってしまった。

「あーあ、まーた喧けん嘩かだ。キミは一体何がしたいんだい？」

　僕とともに残されたネズミが言った。僕はフォークで串刺しにしてやろうかどうか一瞬悩んで、結局やめた。姉さんの泣き顔が脳裏に浮かび、自己嫌けん悪おだけが僕の心に残った。

　何がしたいかなんて、それを一番聞きたいのはこの僕だ。

「ああもう、わけがわからん。姉さんもオマエも、一体何を考えてる？　魔法少女なんて、僕の姉さんがやるべきことじゃないだろ」

「まーたそれか。何度も言っただろう？　梨り々りちゃんほど〝救世者〟の役割に相応ふさわしい人はいない。梨り々りちゃんほどのポテンシャルを持った存在、つまりボクたちの技術との親和性が高い存在は他のどの世界にもいないんだ。ヤツらと戦えるのは梨り々りちゃんだけ。マーザの戦略兵器と戦って勝てるのは、二五六の異相空間で梨り々りちゃんだけなんだから」

「はぁ……」

　僕は頭を抱えた。クソネズミからこんな話を聞くのはこれで七度目。しかし何度聞いたところで、僕にはネズミの屁へ理り屈くつが少しも理解できなかった。

　これまでに手にした情報を少し整理しよう。『他の世界』とは、どうやら文字通り異世界のことらしい。昨日のネズミの言葉をそのまま拝借すれば、『空間方向に位相の異なる超同時系』。つまるところ推論するに、このネズミは異世界の生物なのだ。そして『ヤツら』とは、例の化物、世界侵略を企たくらむ悪性世界の生物兵器なのだとか。で、僕の姉さんは世界で唯一その兵器たちと対等以上に渡り合う能力を有しているらしい。

「……はぁ」

　まあ、中二病を患わずらった妄想男子だってもう少しマシな設定を思いつくことだろう。これじゃあ本当に日にち朝あさ女児向けアニメの世界。ファンタジーにもほどがある。それでもネズミや化物の存在は事実に違いないから、正直言って僕の脳のう味み噌そキャパシティーはとうに限界を迎えていた。

「……まあいい、一旦お前の話は信じよう。だが何度も言うように、僕の姉さんに世界の命運を一任するってのは冗談が過ぎる。ポテンシャルがどうであれ、姉さんは戦いを知らない人だ。このままじゃ絶対に良くないことが起こるぞ」

「まあ確かに、梨り々りちゃんは戦いに向いた人じゃないみたいだね。弟のキミに何もかもお世話してもらってるっていうのも予想外だったし。でも、誰だって初めてのことには慣れが必要だ。梨り々りちゃんも頑張ってるんだから、〝救世者〟として大活躍する日もすぐそこだよ」

「大活躍、ねぇ……」

　ぼやきながら、僕はここ数日の姉さんの姿を思い返した。僕を気遣う姿では無く、ネズミにくっついて化物との戦いに赴く姿を、である。




　姉さんは魔法少女を続けていた──つまりそれは、例の化物との戦いを続けていたということ。退院の翌日、僕は夜中にコッソリと家を抜け出した姉さんを追っていた。

　体の痛みに耐え、物陰に隠れながら、僕はそこで何を見たか。簡潔に言えば、僕を殺しかけたあの目玉モンスターと、ひたすら逃げ惑う姉さん、それを見ながら熱血テニス男よろしく姉さんにエールを送るネズミの姿である。

「梨り々りちゃん、キミならできる！　ああほら、気持ち切り替えて！」

「や、やっぱり無理だよぉぉ！　誰か助けてぇぇええ！」

「グアアァァアアア！」

「ムリじゃないよ梨り々りちゃん！　ムリなんて言うからムリになっちゃうんだよ！　ほらもっと、熱くなって!!」

「そんなこと言ったってぇぇええ！」

　で、結局五分ほどそうやって化物との追いかけっこを繰り広げた末、限界を迎えた姉さんは魔法のダッシュ力をもって家に逃げ帰っていった。そして家に着くなり自分の部屋に引きこもり、ネズミに励ましの言葉を貰もらいながら一時間ほどシクシク涙を流していたのであった。

　これも僕の混乱の元だった。姉さんはあれほど魔法少女にこだわっていながら、結局のところ戦いの場では子供のように狼狽うろたえるばかりだったのである。




「……やっぱり無理だろ、どう考えても。姉さんにやらせるようなことじゃない」

　僕は嘆いた。理解の範はん疇ちゆうを超えているとは、まさにこのことだ。

　ちなみにだが、この戦い、ネズミの力によって無関係の人間には認識できないように細工されているらしい。〝局極域隔絶ジオストロール〟とかなんとかで、ネズミの存在を認知していない人間には戦いの場に近付くことすらできなくなっているとか。ただ、戦いの痕跡を消すことはできないらしく、このところ毎夜のようにオカルトニュースがネット界かい隈わいを賑にぎわせていた。

「あーもー、いい加減文句言わないでよ」

「じゃあ一つ聞かせてくれ。姉さんが化物を倒さなければ、この世界は一体どうなっちまうんだ？　あの目玉まみれの化物でさえ、まだ倒しちゃいないんだろ？」

「文字通り、終わりだよ。前に一度、ヤツらに奪われてしまった世界を偵察しに行ったことがある。酷ひどいものだった。少なくとも、文明の名残なごりというものは何も無かった」

「で、具体的には？」

「うーん、言葉では難しいかな。ボクもあまり、あのときのことは思い出したくないんだ。だからちょっとだけ、ボクが見てきたものをキミにも見せてあげよう」

　ネズミはそう言うと、テーブル脇の醬しよう油ゆ差さしを取ってテーブルの上に円を描いた。手の平大の醬しよう油ゆの円だ。そしてフォークを置くと同時に、その円の中に映像が浮かび上がった。

　それは五秒ほどの短い映像だった。高速で移動する何か、恐らく航空機のようなものから撮られたものだろう。黄味がかったモヤを突き抜け、映ったのは荒れた大地。巨大な鉤かぎ爪づめで地面を滅め茶ちや苦く茶ちやに引ひっ搔かいたような大峡谷で、地表の半分を例のタール状物質が覆っていた。

「ここはかつて、同盟世界で十二番目の大都市だった場所だ。建築技術に優れた文明で、地平線まで続く平へい坦たんな土地に七階層の都市が広がっていた。キレイな場所だったよ」

「……このドロドロは、一体？」

「この世界が生み出してきたものの成れの果て。生物も、機械も、建造物も、最後にはこうなってしまった。ヤツらの技術だ。ボクたちは〝界マ性ー乖ド離ヴ生エ成ス体ト〟と呼んでいる」

　映像は十回ほど繰り返し流れ、最後は溶けるようにして消えた。僕はキッチンから布巾を取ってきて、残った醬しよう油ゆを拭い去った。

「……信じられんな。いや本当に、お前の話は何一つ信じられない」

「じゃあ信じなくてもいいよ。結局のところ、キミが戦うわけじゃないんだから」

「姉さんにはもう、この話を？」

「ううん。梨り々りちゃんはこんなふうにクドクド説明しなくても信じてくれたからね。とにかくボクからキミにお願いしたいのは、ボクたちの邪魔をしないでってこと。いいね？」

「……」

　僕は何も答えなかった。返す言葉などあるだろうか。クソネズミには何を言っても馬の耳に念仏。暖簾のれんに腕押し。恐らくこの沈黙すらも承諾か何かと受け取ったのだろう、ネズミは満足したようにフンと鼻を鳴らしてテーブルから飛び降りた。

「まあ、キミの不満もわからないわけじゃないよ。突然現れて『世界のために協力しろ』だなんて、確かに虫のよすぎる話だ。『自分で戦え』と思うかもしれない。でもダメなんだ。梨り々りちゃんに与えたあの力の真価を、ボクたち自身はどうしても発揮することができないから。この世界を救うには、梨り々りちゃんの〝適性〟が絶対に必要なんだ」

「知るかよ。いいからサッサと行け」

「はいはい、わかったよ」

　そうしてネズミも出ていけば、いよいよダイニングに残されたのは僕一人となった。普段なら特製ハーブティーを前にニコニコ顔の姉さんと食後の談笑を楽しんでいる頃合いだった。

「……邪魔してんのは、どっちだよ」

　ぼやき声は壁に吸い込まれ、どこにも届かなかった。我わが儘ままなのはどっちだよ。モヤモヤとした想おもいが募っていた。

「冗談じゃ無い。魔法少女？　世界の終わり？　冗談じゃない……」

　食器を洗い、布巾で流しを拭き上げて、溜ため息いきを吐ついた。シンクに手をつき、僕はしばらく動けなかった。

「……無理だ」

　脳裏に流れる例の悪夢。逃げ惑う姉さんの姿。それからネズミの見せたあの映像も。

　放っておけと？　黙っていろと？　そんなこと、できるはずがない。

「姉さんが世界を救うなんて、そんなの駄目だ。あの化物と戦うなんて、そんなの危険すぎる」

　だが僕に、何ができる？　不意に痛みが走った。化物の突撃を喰くらった脇腹だ。体をくの字に曲げながら、僕は痛み止めの錠剤ケースを開けた。が、ここ数日絶え間なく飲み続けていたせいか、中には欠けた粉しか残されていなかった。

「クソ……ッ」

　買い置きが保管されているのはガレージだ。脇腹を抱え、ヨロヨロとダイニングを出る。悪い癖だとわかりながらも、悪態が口を突いて出て来る。廊下の突き当たりには扉。父の筆致で『立入禁止』の貼り紙。

　姉さんがここに立ち入ったことは無い。僕と父、二人の言いつけのためだ。壁には祖父の代から集めた工具類が整然と並び、床には機械油の缶や廃タイヤが積まれている。更に奥には日用品の戸棚。洗剤やキッチンペーパーの買い置きの陰に、目的の薬はあった。

「明日にでも買い足しておかないと……」

　包装を千切り取り、数も数えず錠剤を貪った。ミネラルウォーターのペットボトルを一本空けて胃に流し込めば、プラセボ効果だろうか、痛みは泡のように消えていく。最悪の気分。そのとき、背後から階段を駆け下りる音が聞こえた。

「さあ行くよ、梨り々りちゃん！　今度こそ、キミならできる！」

「う、うん！」

　それから、玄関扉を開ける音。閉じる音。無力感が全身を苛さいなむ。姉さんは魔法少女になった。戦いの知識も経験も無いまま、無責任なネズミにそそのかされて。

　姉さん。僕の姉さん。世界で一番可愛かわいくて、無邪気で、優しい姉さん。僕はそんな姉さんをずっと守ってきた。危険を遠ざけ、健康を気遣い、ときに影として、ときに炎と化して。

　僕の想おもいはただ一つ。最愛の姉さんに最高の人生を歩んでもらいたい。ただそれだけだ。

「なら、どうすればいい？　僕に何ができる？　今の僕に、味方もいないこの僕に」

　僕は空になったペットボトルを握り潰した。そのとき不意に、壁にかけられていた一振りの斧おのが目に映った。僕にはもう、自分の行動を止められなかった。

　僕は戸棚からダクトテープを取った。化物のような黒色の一ひと巻まき。それから廃品回収を待つ雑誌の束も。一冊ずつ抜き取り、手足に巻きつけてテープで留とめる。父の釣り道具からライフジャケットも取り出し、袖を通してテープで縛る。

　味方なんて必要か？　ネズミだろうが会長だろうが姉さん自身だろうが、僕の悩みを理解してもらう必要なんてあるのか？　もとより僕はたった一人の存在だ。僕の姉さんが唯一無二の存在であるのと同様に、僕も自分だけの宿命を背負った人間だ。




「……僕は弟だ。姉さんの、たった一人の弟だ」




　壁から斧おのを外した。薪まき割わり用のスプリッティング・アックス。それからロープ。発炎筒。手当たり次第に全身のポケットへ捩ねじ込こみ、ヘルメットを被かぶり、エンジニアブーツを履く。

　やるべきことをやる。弟として。その名誉を果たす先に自分がどうなろうと、知ったことでは無いはず。

　僕は鏡を見た。とてもじゃないが、スマートな姿では無かった。










「梨り々りちゃん、ほらそこ！　逃げてばっかじゃダメだって！」

「そ、そんなこと言ったってえええ！」

　と、姉さんの声が木こ霊だまする。町外れのショッピングモール。暗闇に包まれた駐車場。僕は平面区画を挟んでモールの向かいに建てられた立体駐車場の三階の縁に立ち、上から見下ろすように地上で行われている危険な追いかけっこを眺めていた。

「ああもう、さっきまでの気合はどこいったのさ！　少しは反撃しないと勝てる戦いも勝てないよ！」

　肩の上のネズミはなんとも歯がゆそうな表情だ。姉さんは例のフリフリドレスに身を包み、弱々しく発光する魔法の剣を片手に眼下の平面区画を逃げ回っている。その背後には化物の巨体。今しがた体当たりで車を一台破壊したばかりの〝ＭＯＮＩＴＯＲ〟は、全身に植え付けられた黒曜石のような目で獲物の動きを追っていた。喉を震わせるその鳴き声には、どこか愉悦じみた響きがあった。

　既に化物とは何度か目が合っていた。それでもこちらへ注意を差し向けないのは、僕が何の力も持ち合わせていないことを直感で理解しているからなのだろう。僕は身を引き、モールの壁面を照らす姉さんの魔法の輝きと、そこへ描き出される化物の影に意識を集中した。

　ならば僕は、その油断を突く──チャンスは一度きりだ。

「姉さん、もう少しだけ堪こらえてくれよ」

　僕は呟つぶやいた。視界が歪ゆがむのはきっと、過剰服用した痛み止めのせいだろう。だとしたら正気とは言いい難がたいこの行動も、いっそのこと薬のせいにしよう。そして僕は武器を手に取り、助走の構えを作り、その瞬間を待った。化物が立駐の一階に足を踏み入れようとする、その瞬間を。

「や、やっぱりだめえええ！」

　姉さんの叫び声が再度響いた。同時に壁面を動く光と影は、僕に二つの事実を教えてくれた。姉さんが敵から離れて立駐に逃げ込もうとしていること。そんな姉さんに体を向けて化物が突進を繰り出そうとしていること。

「ッ──！」

　僕は全速力で駆け出した。覚悟は十分。躊躇ためらいは無い。姉さんの嗚お咽えつが聞こえた。化物の影が急に大きくなった。どうか間に合ってくれ──そう願う僕の耳に、ネズミの声が反響した。

「梨り々りちゃん！　危ない！」

　三階の縁を蹴りつけ、空中に身を躍らせながら、僕は姉さんの悲鳴を聞いた。そして壁を背にうずくまる姿と、そんな姉さんに襲いかかろうとする化物を見た。




「──ォォォォオオオオオオオオ！」




　十数メートルの高さから、たった数秒。数時間にも感じられるような、長い長い数秒間。世界の全てがスローに流れ、ヘルメットを風切り音が撫なでる。腹の底から獣のような声を上げ、僕はスプリッティング・アックスを振るった。感触も何もわからなかった。ただわかったことは、祖父の薪まき割わり道具が化物のどこかを捉えた、ということだけだった。

「グァァァアアアァァアア！」

「ぐふ……ッ！」

　と、衝撃で息が漏れる。間一髪、化物がクッションにならなければ全身骨折していただろう。跳ね上がって地面に転がされた体を引き起こし、僕は化物を見み遣やった。前足の付け根がパックリと裂け、傷口からドス黒い体液が噴き出していた。

「……初撃は成功、か」
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「な、何!?　何が起こったの!?」

　姉さんが顔を上げ、こちらに向けて目を白黒させる。肩のネズミは流石さすが異世界生物、早速僕の正体に気付いたのだろう、驚きの中に怒色を混ぜて叫んだ。

「キミ、一体何のつもりだ!?」

「何もへったくれも無い。いつも通り、弟のつもりだ」

　言いながら、再度化物に注意を戻した。苦しそうな呻うめき声ごえを上げ続けてはいるが、例の黒色物質で急速に傷口は塞がっていく。それでも切り落とされかけた前足に力は無く、僕は少しばかりの安あん堵どを得た。

　やはり、倒せない相手では無い──『ザコ中のザコ』だからかもしれないが、ともかくコイツは不死身では無い。であれば僕が倒す。姉さんにできないのなら、その責任を取るのは弟だ。怒りに身を任せ、僕は化物を睨にらみつけた。

「クソネズミ、姉さんを連れてサッサと逃げてくれ。あとは僕がやる。僕がコイツを殺す」

「冗談はやめてよ！　生身の人間が敵かなうような相手じゃない！」

「やってみなくちゃわからないだろ。今の一撃だって、少なくとも逃げ回っているよりは効果があったはずだ。いいから行ってくれ、お喋しやべりする時間はもう無さそうだ」

　化物の目がギョロギョロと蠢うごめき、僕の体を捉えた。直後の身震いは突進の前触れ。僕は化物を中心に円を描くように駆け出す。足を潰した成果か、その巨体は狙いを大きく逸それて僕の後方を通り過ぎていった。

「あとはこの幸運がどこまで続くかだな！」

　駆けながら、僕は初撃に用いた斧おのを拾い直す。化物から噴き出した毒液のせいで、刃先には既に腐食の痕があった。柄つかまで侵されなかったのはまさしく幸運という他無い。もしも毒液が付着していれば、こんな木製の柄つかでは数秒と保もたないはずだ。

　これで僕の武器は、スプリッティング・アックス一振り、アウトドア用シースナイフ二本、マイナスドライバー、ナイロンロープ、発炎筒数本、フラッシュライト、ケミカルライト、ジッポーライター、痛み止め錠剤──今の突進で化物に押し潰された軽自動車がけたたましいアラーム音を上げる中、僕は必死に策を巡らせた。

「狭い場所……とにかく広い場所は駄目だ、誘い込まないと……！」
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　化物の雄お叫たけびが響く。本能的な恐怖を搔かき立たてるその声は、モールの壁に反響して微かすかに大地を揺らす。軽自動車から引き抜かれた頭部は、裂傷から染しみ出だす粘性物質で不気味な光沢を放っている。僕は湧き上がる恐怖を圧おし殺ころし、点火したライターを投げつけながら、立駐の二階へと続くスロープに向かって走った。

　車のガソリンタンクに引火し、爆発音。しかし思惑に反し、炎のダメージは軽微だ。化物は全身に炎をまといながら僕のあとを追ってくる。スロープを駆け上がって立駐二階、咄とつ嗟さに柱の陰に隠れた僕の脇を、火の塊となった化物が猛烈な勢いで掠かすめていった。

「ッ……！」

「グガッ……[image: ァ゛][image: ァ゛][image: ア゛][image: ア゛]……！」

　燃えているのは、体表を覆うタール状の粘液。化物が身震いすると、火の玉となって周囲に散らばる。闇に包まれていた立体駐車場が朧おぼろげな光に包まれ、化物の影が八方に伸びた。

　僕は光から逃げるように柱の裏へと回った。だがその行動すらもどこかの目に映っていたのだろう、化物の影はゆっくりと頭部をこちらに向け、低く唸うなる。この柱は化物の突進に耐えられるだろうか。よしんば耐えられたとして、それから僕には何ができるだろうか。必要なのは攻撃のチャンス。しかし、

「あの目、問題はあの目だ。あんなふうにビッシリ生えてちゃ、どこから近づいたって僕のことは丸見えだ……！」

　不意に肩口が痛んだ。見れば防具の隙間から毒液が浸入し、肩の皮膚を溶かし始めている。どこかで飛ひ沫まつを浴びたのだろう。先程の突進か、最初の奇襲の際か。脳裏をよぎる絶望の二文字。次の瞬間、柱越しの衝撃が僕の体を襲った。

「ぐぁっ……！」

　化物の体当たりを受け、背後の柱には深い亀裂が走る。僕はすぐにその陰を脱し、近くのＳＵＶの裏へ身を隠した。それから更に別の車、壁、柱の陰へ。

「クソ、クソッ！　とにかく考えるしかない！　なんとかして不意を突かないと！」

　相手は触れるだけでも危険な存在。オマケに八十センチ角のコンクリートすらへし折るほどの破壊力の持ち主だ。僕に優位があるとすれば、恐らくは思考能力のみ。僕は痛み止めを口へ放り込み、鈍る頭から邪魔な感覚を排除した。

　ネズミはあの化物をなんと呼んだか。あの化物の特徴は何か。無数の眼球。全身に植え付けられた不ふ揃ぞろいな目。

　つまりは視界──化物の最大の長所で、最高の脅威。僕は化物の影を見つめ、動きに合わせて隠れ場所を移る。喉を鳴らすような呻うめき声ごえはどこか不満げだ。化物の視界には隙が無い。恐らくは全方方位を知覚できる。つまり化物は特化しているのだ。視覚という能力に。視覚に頼った戦いに。

「ってことは、試してみるしか無いな。地球の常識がどこまで通じるか……！」

　僕はマイナスドライバーを取り出し、隠れ場所から近くの車へ投げつけた。金属製の先端がドアパネルを叩たたき、ゴウンという音が周囲に響く。化物は無反応。続いて点灯させたケミカルライトを反対側へ。影の輪郭線がギョロギョロと蠢うごめき、頭部がその方角へ向けられる──

　瞬間、猛烈な興奮が肩の痛みを搔かき消けした。

「ッ……ウオオオオオオオオオオ！」

　蛍光色のライフジャケットを脱ぎ、物陰から放り投げる。同時に僕自身は柱の反対側から化物ヘ向かって駆け出す。手には抜き身のシースナイフ。残りの装備は全身真っ黒。

　宙を舞うライフジャケットは炎の光を反射し、化物の注意を引きつける。僅かに数瞬。その隙に僕は化物の側面へ。全身をアドレナリンが駆け巡り、平衡感覚すらあやふやなまま思い切り地面を蹴りつける。

「喰くらえええええええええ！」

「ガ[image: ァ゛][image: ア゛]……！」

　横腹の目が僕を捉える。だがその反応よりも早く、ナイフの切っ先は眼球の隙間を抉えぐる。そのまま体当たりの如ごとく押し込めば、ゴリゴリという感触が柄つかを伝って手に響く。人間であれば致命傷。しかし化物は強引に体を捻ひねり、安あん堵どしかけた僕をナイフもろとも弾はじき飛とばした。

「マズい──！」

　次の瞬間、化物の尾が僕の腹部へ襲いかかる。大気を切り裂く響鳴と丸太で殴られたかのような衝撃。僕は体をくの字に曲げ、五メートルほど吹き飛ばされて背後に停とめられていた車のボンネットへ叩たたきつけられた。

「かは……っ！」
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　そして怒り声と共に、化物は追撃を繰り出す。牙を剝むき出だし、猛烈な突進。僕はボンネットから転がり落ちてそれを回避し、即座に別のナイフで化物の首元を切りつけようとした。が、すぐに化物の前足がそれを弾いた。

「クソ！」

　化物は僕を踏み潰さんと、健全な方の前足を何度も振り下ろす。その度に毒液が滴したたり落おち、必死に床を転がって攻撃を回避する僕の装備を侵していく。絶体絶命。ライフジャケットを失った今、胴体を覆うのはポリエステルのＴシャツ一枚。
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　化物は身をもたげ、再度牙を剝むく。僕は咄とつ嗟さにフラッシュライトを取り出し、一ひと際きわ大きな眼球に押し当てた。瞬間、響き渡る化物の悲鳴。その隙に僕は身を起こして物陰へと逃げ込む。化物の牙は獲物を捉え損ね、コンクリートの床面を抉えぐった。

　燃え続けていた粘性物質から炎が消え、あたりは再び闇に包まれる。僕はガタつく体を無理矢理動かして何度も隠れ場所を移り、化物の呻うめき声ごえが困惑を帯びるようになってから身を落ち着けた。満身創そう痍いだった。

「駄目か……」

　無意識な言葉と共に、闘争心が流れ出していく。決死の突撃、その失敗。装備も半数を失った。おまけにＴシャツの胸部には大穴が空き、僕の体をジュクジュクと溶かし始めている。薬が効いている今は耐えられているが、明日になれば死ぬほど苦しむ羽目になるだろう。しかもそんな明日さえ、訪れる保証などどこにも無い。

　不安が心臓をざわつかせた。敵への恐怖。死への恐怖。責任を果たせぬことへの恐怖。姉さんを守れぬことへの恐怖。僕はただの人間。ネズミの言葉が反響する。僕はただの人間で、武器はアウトドアグッズ、身を守るのも手足に巻いた雑誌の束のみ。

「ッ、弱気になるなよ！　アイツは僕が倒す、僕が殺す！　それだけだろ！」

「グゥゥ……」

　化物の声を耳に、僕は握り拳で胸を叩たたいた。恐怖は構わない。戦いには必要なもの。問題はそれをどう活いかすか。ただの人間などでは無い。少なくとも僕は、姉さんの弟だ。

　この世でたった一人の、弟なのだ。

「それで充分だろ！　なあ、それで充分だろ！　姉さんの代わりに僕がやる！　姉さんのために僕がやる！　魔法の力なんて必要無い！　ネズミも魔法少女もこの世界には必要無い！　僕は弟だ！　だから僕がこの手で、何もかも全部まとめて──」




　消シ去ッテヤル




　空想の中の姉さんの笑顔が、僕の心に再び狂気を戻した。

「……覚悟はできてるぞ、クソッタレ」

　僕は発炎筒を両手に握り、点火させて左右に放る。目的は光ではなく、その煙。一帯に立ち込めれば、暗闇と相まって視界はゼロ。これでお互い、相手の姿は見えない。たとえどれだけ多くの目を持っていたとしても、条件は同じ。

「お前はどうだ？　なあ、どうなんだ？　どこから何しに来たのか知らないが、僕と姉さんの平穏を壊すのなら意地でもここで殺してやる。狩られるのは僕じゃない。お前の方だ」

　そしてゆっくりと、身を隠していた物陰から歩み出る。自分がどこに立っているのかもわからないが、化物も僕の居場所を認識できないでいる。これでいい。あんなマヌケな化物に翻弄されるのはもうたくさんだ。だから今度は、僕がヤツを翻弄する番だ。

「踊ろうぜ。僕とお前、二人っきりで。それでどっちが上うわ手てか、決着を付けよう」

「ウゥゥ……」

　僕は腰に結わえていたロープを解き、それに最後の発炎筒を結んだ。それから破れかけのＴシャツを引き裂くように脱ぎ、発炎筒を包むように巻きつける。点火すれば、巨大な火の玉。先に投げた発煙用の二本から炎が消えれば、敵の興味を引きつけるのはこの光球のみ。

　ヤツが有視界戦闘に特化しているというのであれば、闇と煙幕が全てを覆い隠すこの場において、ヤツが認識できるのはこの光だけだ。

「だとすれば、どうだ？　お前には他に狙うものなんてあるか？　見えるものだけが全てのマヌケなお前に、僕の狙いがわかるか？」

　ヒュン、ヒュン、ヒュン。と、僕はロープを操って火の玉を振り回し、感触を確かめる。そして目を瞑つぶり、恐怖を撥はね付つけるように叫んだ。

「さあ、来い！」
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　化物の声。側方から。ならば僕は前方に火の玉を放り出す。それから更に、右へ、左へ。踊るように、誘うように、手の平の感触だけを頼りに火の玉を振り回す僕。化物はそのたび、光を追って僕の周りを駆け回った。ときには車にぶつかり、ときには柱へ突進しながら。

「ガァッ！　[image: ア゛][image: ア゛]ァ!?」

「さあ走れ！　獲物を追え！　何も見えないこの暗黒で！　そして自分で自分を傷付けろ！」

　化物が脇を掠かすめるたび、僕は焼けるような痛みを感じながらも初めての勝機を覚えた。飛び散る毒液、つまり化物の出血の量は増えている。ならば最後に必要なのは、トドメの一撃。だが、どうやって？　そう思った次の瞬間、僕の頰を冷たい夜風が撫なでた。

　それは立駐の外から吹き込む風。僕は反射的に目を開け、最初で最後の武器であるスプリッティング・アックスを握った。化物は前方、煙の中。そして後方からの風のお陰で、僕の周りからは煙が晴れている──

「──ッ、ォォォォォオオオオオオオオオオ！」

　僕は火の玉を自分の足元に引き寄せ、化物を引き寄せる。最初のチャンスが一度きりなら、最後のチャンスも一度きり。光球の上で、僕はホームランバッターのように斧おのを振り抜いた。化物が煙を突き破って飛びかかってきたのは、丁度そのタイミングだった。

　骨ごと肉を切り裂く、不気味な感触。互いの全力がかち合い、その衝撃は腕がもげるかと思うほどの強烈なもの。だが僕は武器から手を離さず、頭蓋骨をパックリと割られてのたうち回る化物に最後の一撃を加えた。
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「死ねええええええええええ！」

　既に斧おのの刃先は無い。だから僕は傷口に斧おのの柄つかを突き立て、脳のう味み噌そを抉えぐるように捻ひねった。狂気を孕はらんだ叫び声が周囲に木こ霊だまし、化物の体が激しく痙けい攣れんした。そして全ての目玉から体液を噴き出し、しぼむように力を失っていった。

「……ハァ……ハァ……ッ！」

　僕は数歩後あと退ずさり、血ち溜だまりのように足元を覆う体液の上へ崩れ落ちた。最も早はや立ち続けることなど不可能だった。安あん堵どとともに得体の知れない感情が心へ押し寄せ、達成感も無く、僕はただ事実としてこの結末を認識していた。




　化物は死んだ。身み悶もだえ毒を噴き、死んだのだ。僕がこの手で、愛する姉さんの代わりに凶器を突き刺し、殺したのだ──




「……それでいいだろ。だって姉さんを守るためには、必要なことだ」

「リンゴくん！」

　ネズミの声がした。力無く首を向ければ、薄らいだ煙の向こうに姉さんの姿。僕は咄とつ嗟さに毒液を払い、最後の力を振り絞って立ち上がった。

「ああよかった！　りんごくん、無事だったんだね……って、その体！　どうしたの!?」

「なんでもありませんよ、なんでも。それより姉さんこそどうしたんですか？　そんな風に血相変えて」

「どうしたもこうしたも無いよ！　りんごくんが戦ってるって聞いて、助けなきゃって思って！　りんごくん、わたしの後ろに隠れてて！」

「どうしてです？」

「危ないからだよ！　アイツに襲われたらりんごくんなんか一撃でぺっちゃんこになっちゃうんだよ!?　今度は病院じゃ済まされないかもしれないんだよ!?　死んじゃうかもしれないんだよ!?　そんなのわたし、絶対嫌なんだから！」

「なら僕は、その逆で、姉さんがそんなことになってしまうのが絶対に嫌です。だからスミマセン、姉さん、僕は貴女あなたの邪魔をしてしまいました」

「……へ？」

「ま、まさかキミ、一人で〝ＭＯＮＩＴＯＲ〟を倒したのかい!?」

　ネズミの問いかけに、僕は化物の死骸を指し示して答える。ネズミは息を飲んだ。いつの間にか化物はドロドロに溶け落ち、粘液の山へと姿を変えていた。

「こんなこと……キミには力も無いのに……！」

「言っただろ、力だけでどうにかなるものじゃない。それだけのことだ」

　それから続けて、未まだ事態を飲み込めていない姉さんに一言。僕は告げた。

「世界を守るのが貴女あなたの役目なら、そんな貴女あなたを守るのが僕の役目です。姉さんがどうして魔法少女なんてものを引き受けたのか、僕にはまだわかりません。わかりませんが、黙って見過ごすつもりはありませんよ」

　姉さんの肩を叩たたき、僕は落ちていたライフジャケットを拾い上げる。ここならともかく、街灯の下じゃ僕の有あり様さまも丸見えだ。

「帰りましょう、姉さん。そろそろ歯磨きして寝る時間です」

「……っ、もう！」

　夜空には月の姿が戻っていた。この強がりが家に着くまで保もつかどうか、体の悲鳴を聞きながら、僕にはそのことだけが不安だった。













　　　Phase 3.0







　月明かりを失った暗い路地。ネチャネチャと粘着質で耳みみ障ざわりな足音。僕は向かいのカーブミラーを睨にらみ、気味の悪い長身がこちらへ歩み寄る様さまを息を殺して眺めていた。

「……ヒトの姿、か」

　その音は、二本の足が地面から引き剝がされる際に発せられるもの。毒性の強い粘性物質がアスファルトを侵し、糸を引きながら化物の足にまとわりつく。機敏さは微み塵じんも感じられない。それもそのはず、化物は無脊椎動物が無理に真ま似ねたかのような二足歩行で僕の隠れるダストボックスの陰へと迫っている。

　最初の敵、あの目玉だらけのサンショウウオとは似ても似つかぬ形態。それどころか、これまで戦ってきたどの敵ともやはり異なっている。喩たとえるならば、スポットライトを浴びて地面に伸びた人の影。それが今回の敵に対する最初の印象だ。




「ゥウ……ウフ、フ……」




　喩たとえるならば、分厚いヘドロを人型プレス機でくり抜いたかのような醜悪な人にん形ぎよう。顔にも首にも起伏は無く、乱雑な牙が口らしき空洞の周りに並び、剝むき出だしの目はどこを見ているかも定さだかで無い。おまけに長い手足はどこが関節ともわからず、一歩踏み出すごとに芯からグニャグニャと波打っている。

「わざとか否いなかは知らないが、悪趣味極まり無いな。不出来にも程がある」

〝ＰＡＳＥＲ〟──ネズミは今回の相手をそう呼んだ。強力な敵では無いが、『接近するのは極めて危険。少なくとも〝重レ畳ー型ン単＝一ズ性・境ジ界オ〟を扱えぬ限りは近付くべきで無い』。

「ウフフ……ウフフフ……ッ！」

「ふん、知るかよって話だ。雑ざ魚こだってことがわかればあとはどうでもいい。苦痛も危険も百も承知。やるべきことは一つ。違うか？」

　僕は自分の武器に視線を落とした。物もの干ほし竿ざおに縛り付けた二本のナイフ。ブレードからは赤黒二本のコードが伸び、足元の電気回路へと繫つながっている。電子レンジを分解して仕立てた簡易昇圧回路と自動車用バッテリーだ。

　名付けて〝電撃爆槍イルミネーター〟。僕が魔法の代わりに編み出した使い捨て新兵器。ネーミングがネズミ風なのは一種の当て付けだ。だから僕はこれも当て付けのように、たった一人で闘争心を全身に満たした。

「死ね。ただただ死ね。死んでこの世から消え去れ。それだけだ。違うか？　なあ、違うか！」

　頭痛薬を呷あおり、物陰から飛び出す。血走る目が化物の全容を捉え、心臓が凍いてつくように萎縮する。体を駆動するのは気力のみ。身を守るのはガラクタのみ。

　近付いたら危険。だからどうした？　危険だから逃げるのか？　違う。違う。そんなの僕じゃない。僕じゃないから、本能的な恐怖を理性と殺意が圧おし潰つぶす──

「違かねぇんだよォォォォオオオオ！」

「ウブッ……！」

　胸を抉えぐる、二本のナイフ。噴き出す毒液は衣服を侵し、焼けるような痛みが皮膚の神経を撫なで上あげる。僕は更に一歩踏み出し、化物の体を背後の電柱に押し付けて手元のスイッチを叩たたいた。瞬間、重油の焦げるような臭においが鼻を刺した。
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「ハッ、効果あったな！」

　僕は痛烈な興奮を覚えた。〝電撃爆槍イルミネーター〟、その仕組みは単純極まりない。数段重ねの昇圧回路がバッテリーの電圧を数万ボルトにまで高め、電極となるナイフを通じて化物の体内に衝撃を届ける。ただし持続時間は僅か数秒。化物の体が電気を通すとも限らない。電線のせいで行動範囲も限られる。

　つまるところ、これは単なる賭けであった。だからこそその成功に、僕の心は思考が追い付かぬほど沸き上がった。

「死ね、死ね！　このまま焼け焦げて死ね！　死んでこのまま僕の世界から──」

　そして前後不覚に陥った僕の前腕を、突如としてうねり始めた化物の手足が掠かすめた。

「ぐぁっ！」

　瞬間的には、腕が切り落とされたかのようにすら感じられた。一体何が起きたのか、僕には認識することさえままならなかった。

「ウブ……ヴ[image: ゥ゛][image: ゥ゛][image: ゥ゛]ヴヴヴ！」

「畜生、何だこれ……！」

　僕は武器を手放して後退した。激痛は骨まで響き、最も早はや拳を握ることさえかなわない。一体何が起きたのか。化物は僕に触れた。撫なでるよりも軽く、僕の腕に触れた。視線を巡らすが、毒液の浸透以外に外傷も見当たらない。それでも内側には肉を引き千切るかのような痛みが蠢うごめいている。そして視線を戻せば、化物が関節の無い腕を巻きつけて今まさに槍やりを引き抜こうとしていた。

「ッ、させるか！」

　僕は昇圧回路を踏みつけた。そこには第二のスイッチ、『使い捨て兵器』を実現させるための第二の仕掛けが施されていた。回路は平行して伸びる別の電線へ高圧電流を流し、ナイフの間に隠されていた爆薬を爆はぜさせた。

「アバッ……！」

　化物の肉が飛び、傷口から粘性物質が噴き出す。だが所詮は爆竹を解ほどいて集めた火薬、とどめを刺すほどの威力は無い。僕は勝機が自分の手から零こぼれ落おちそうになっていることを感じ、咄とつ嗟さに背負っていた防災斧おのを抜いた。

「クソ、クソッ！　逃がさないぞ！　お前はここで僕が殺す！」

　覚悟を見せろ。燃えるような覚悟を。最初に斬りつけるのは、敵では無い──僕は神に祈るような気持ちで、自分の腕を切り裂いた。

　言わばこれも一種の賭けだ。外傷が無いのなら、痛みの原因は何らかの毒。恐らくいつもの体液とは異なる、何かもっと醜悪なもの。それが僕の動きを鈍らせるのなら、躊躇ためらう猶予は無い。鮮血を散らしながら、果たして僕は二度目の賭けに勝った。傷口からは見たこともないミミズ状の黒色生物が何匹も這はい出だし、痛みを解放させながらボタボタと地面に落ちた。

「くぁ……ぁぁぁああああアアアアアア！」

　勝機。勝機。僕は毒性ミミズを踏みつけ、今度は化物の傷口へと斧おのを振るう。近付いたら危険。そんな言葉は記憶の彼方かなた。化物は触手状の手足をバタつかせて攻撃を阻止しようとするが、僕は狂気に任せて何度も刃先を叩たたきつけた。勝機。狂気。そのうち化物の触手が太ふと腿ももを打ち付けたが、僕は自分の足を切り裂いてまでも一撃を見舞った。

「アバ、ァァ、アブッ──」

「死ねええええええええええええ！」

　横よこ薙なぎの一いつ閃せん。胸を境に切断される敵の体。崩壊する斧おの。アドレナリンに全身を支配され、僕の視界は真っ赤に染まっていた。僕は溶け残った斧おのの柄つかを化物の頭部に突き立てた。パシャリと水風船の割れるような音を伴い、化物の亡なき骸がらは液体へと変容して僕の足元を流れた。

　通算、五度目であった。僕は息を切らしながら、ゴミ箱にもたれて崩れ落ちた。相変わらず達成感の無い勝利。興奮が引き、熱量が去り、僕が感じたのは虚無感だけだった。

「ハァ、ハァ……いい加減、これでわかっただろ？　何匹来ようが僕が殺す。お前らなんかに僕の平和を汚されて堪たまるかってんだ……」

　緊張の糸が切れれば、手足を自傷した後悔が苦痛とともに僕を苛さいなむ。痛いなんてもんじゃない。僕は痛み止めを口に含みつつ、天を仰いだ。視界の隅に、路地裏を駆け寄ってくる姉さんの姿が映っていた。

　……全く、休む暇も無い。

「り、りんごくん、大丈夫!?」

「……ええ、なんとか。それよりも姉さん、残念でしたね。今回も僕が倒してしまいました」

　僕は最大限の平静を装よそおいつつ、心配顔の姉さんに向けてそう返した。そんな姉さんの肩には相変わらず、しかめっ面つらのネズミが居座っていた。

「全く、どれだけ無茶をすれば気が済むんだい。キミの体、ボロボロじゃないか」

　と、ネズミはそう言って僕の腕を指差す。瞬間、姉さんははっと息を飲んで顔を青ざめさせていた。

「っ!?　血、血が出てるよりんごくん！　あわわわ、は、早く絆ばん創そう膏こう貼らないと……！」

「絆ばん創そう膏こうくらいじゃどうにもなりませんよ。結構深く切っちゃいましたからね」

「そんな……！　そ、そうだっ、救急車！　早くしないとりんごくんが死んじゃう！」

　姉さんはスマートフォンを取り出し、震える指先で一一九をダイヤルしようとする。しかし全然押せてないし、そもそも起動しているのも電話アプリでは無かった。

「あ、あれっ？　なんか変な画面が出てきた……ど、どうしようりんごくん！　お姉ちゃんのスマホが壊れちゃった!!」

「ホームボタンを押してください、ホームボタンを。この前教えたでしょう？」

「ほーむぼたん？　え、英語で言われてもわからないよぉ！」

「ああもう、貸してください」

　僕は姉さんの手からスマホを奪い取り、電源を切った。救急車の代わりに警察でも呼ばれたら堪たまらない。真っ黒な画面に慌てる姉さんを宥なだめつつ、僕は言った。

「心配無用です。後で救急病院にでも行ってきますから。それよりも姉さん──




　どうして戻ってきたんです？




「っ……！　だ、だって、やっぱりわたしが戦わなきゃって思って！　それにわたしが戦わないと、代わりにこうやってりんごくんが危ない目にあっちゃうじゃない！　わたしはりんごくんのお姉ちゃんで、魔法少女なんだから、そんなの絶対にだめなんだもん！」

「なら、もう一つ質問です。どうして最初はひと目見ただけで逃げたりしたんですか？」

「し、しょうがないじゃん！　お化けみたいで怖かったんだもん！　見た目は男の人みたいだし、足はタコさんみたいにぐにゃぐにゃだし、お姉ちゃんはもっと普通のやつを想像してたんだからぁ！」

「はぁ……そうですか」

　僕にはもう言葉も無かった。一体『普通』がどんな姿をしているのか、想像する能力すら失われていた。僕は黙って立ち上がり、溶け残った装備を捨てて姉さんに言った。

「全く、姉とか弟とか魔法少女とか、そんなのどうでもいいじゃないですか。これまで通り姉さんのことは僕が守る。それでなんの不都合も無いでしょう？」

「……あるもん。それじゃあいつまでたっても、わたしはりんごくんに……」

「僕に？　なんですか？」

「っ、なんでもない！」

　そう言って、姉さんはそっぽを向いてしまう。僕はもう一度溜ため息いきを吐ついて、腹いせに姉さんの肩からネズミを払い落として帰路についた。血の跡が点々と地面に残っていた。




　最初の敵を倒して以来、万事がこんな調子だった。










　これまでの四度の戦闘、特に最初の目玉の化物を倒した後のことを語ろう。

　戦いの後、僕は激しい高熱にうなされた。ネズミ曰いわく『界マ性ー乖ド離ヴ生エ成ス体トにあれだけ侵食されたんだ、無事で済むはずがない』というわけだが、ともかく全身の細胞が沸騰するような酷ひどい苦痛だった。無論眠りにつけるはずもなく、このままドロドロに溶けて死ぬんじゃないかと思ったくらいだった。

　だが結論を言えば、僕は無事に翌朝を迎えることができた。理由は僕のベッドに忍び込んできた姉さんの存在である。姉さんは隣室から聞こえてくるゾンビのような呻うめき声ごえにすっかり怖おじ気けづき、そのゾンビが僕だということも忘れて助けを求めてきたのだ。

「うぅぅ……りんごくん、怖いよぉ……」

　そして姉さんは僕を抱き締めた。このときの不思議な感覚は今でも鮮明に覚えている。まるで全身を雁がん字じ搦がらめに締め付けていた灼しやく熱ねつの鎖から一瞬で解き放たれたかのような、筆舌に尽つくし難がたいほどの解放感。それから徐々に僕の呻うめき声ごえは収まり、姉さんは安あん堵どした様子で眠りに落ちていった。

　僕を癒やしたのは、姉さんの魔法力であった。無自覚のまま溢あふれ出だすその力は姉さん自身の柔らかな感触とともに僕を包み、僕を毒性物質の苦しみから救ったのであった。

　以来、僕は毎夜姉さんと一緒に寝るようになった。普段こういうことをするのは姉さんがうっかりオカルト番組を見たとき、先生に怒られたとき、友達と喧けん嘩かしたとき、無くし物をしたとき、台風が来たとき、雷が鳴ったとき、地震が起きたとき、父に叱られたとき、誕生日、クリスマス、その他た諸もろ々もろ……というくらいだったから、頻度でいえば三倍以上という大激増だった。

　そして僕は死の淵ふちから回復し、二度目、三度目、四度目と逃げ惑う姉さんを尻目に化物を倒した。ブルドッグとカメレオンを混ぜたかのような小型兵器の群れは粉ふん塵じん爆発で吹き飛ばし、翼を二対持つグロテスクな飛行生物はワイヤーを絡からめて変電所に激突させ、玉たま葱ねぎにカニ脚を生やしたような化物は父の車とともに近所の海へ沈めた。

　どれもこれも、思い出せば背筋の凍るような危険の連続だ。だがその結末はいつも姉さんとの衝突。僕の行為は誰にも褒められるようなことは無かった。それでも僕は姉さんの代わりに敵を殺し、身を削り、少し歪いびつになってしまった僕らの日常の〝平衡状態〟を保とうと必死に藻も搔がいていた。










「んむむ……またりんごくん一人で料理してる……」

　リビングのソファへ逆向きに膝を乗せ、背もたれ越しに僕の背中を睨にらみながら姉さんは言う。『あんまり眉間に皺しわを寄せると変な癖が残ってしまいますよ』と注意したいところだが、もどかしいことに今の僕にはその余裕が無い。僕は宇宙飛行士のような集中力をもって夕食のハンバーグを焼いていた。

「ねえりんごくん、聞いてる？　りんごくん、もしもーし」

　牛肉百パーセントという保険はかけたが、それでも生焼けの肉などという危険物を姉さんに供するわけにはいかない。しかし少しでも焼きすぎればアミノ酸バランスが崩れて消化吸収効率が落ち、姉さんの体に必要な栄養を届けられない危険性もある。それに焦げ肉に含まれるヘテロサイクリックアミンには発がん性も疑われているわけだから、これはまさに大気圏再突入にも等しき重大ミッションであった。

「んもぅ……週に一回はお手伝いしてもいいって約束だったのに……」

「それは姉さんが『僕の話を聞いていい子にしていたら』という前提条件付きだったはずですよ。火とか刃物とか、一歩間違えば重大事故にも繫つながりかねないんですから」

　僕はそう言って、無事故の地球帰還を心の中で祝いながら皿にハンバーグを盛り付けた。焼き目も香りも完璧な仕上がりだ。あとは少し肉汁を落ち着かせ、その間にソースを作れば完成ミツシヨン・コンプリートである。

「りんごくんのいじわる。じゃあわたし、代わりにお風ふ呂ろ掃除してくる」

「風ふ呂ろ掃除ならもう済ませましたよ。姉さんが宿題をやっている内に」

「……じゃあ洗濯物の片付け」

「それももう終わりました。それからトイレットペーパーの補充も花瓶の水換えも」

「……玄関掃除は？」

「昨日リビングの掃除と一緒にやってしまいましたから、今はまだ必要ないかと」

「っ、もう！　どうしてりんごくんが全部やっちゃうの！　どうしてお姉ちゃんには何もやらせてくれないの！」

「そんなこと、どうしてと言われましても……、ッ!!」

　ワインを一振りしながら、僕は見逃さなかった。磨き上げたキッチン用品に反射する姉さんの姿。姉さんは憤いきどおりに任せてソファの背もたれに身を乗り上げ、可愛かわいらしい怒り顔をこちらに向けている。そしてソファは重心を失い、片側の脚を浮かせつつあった。

「あっ、わわっ……！」

「姉さん！」

　急いで火を止め、僕はワインボトルを抱えたまま駆け出した。咄とつ嗟さのスライディングは功を奏し、ソファごと倒れ込む姉さんの体を僕の胸が受け止める。間一髪。九死に一生。体のあちこちに冷たいものを感じながら、僕は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「あわわ、ごめんりんごく……って、血!?　りんごくんまた血が出てる！　救急車っ！」

「姉さん、落ち着いて。血なんか出てませんから安心してください。ワインですよワイン。色が違うんですから気付いてくださいよ」

「ほ、ほんとに？　りんごくんどこも怪け我がしてない？　ほんとに怪け我がしてない？　う、噓うそ吐ついたらハリセンボンなんだからね!?」

「噓うそ吐つく必要なんてどこにあるんですか。それより姉さん、貴女あなたこそお怪け我がはありませんか？　どこか痛いところとか、くじいてしまったところとかはありませんか？」

「う、ううん、わたしは大丈夫。りんごくんがクッションになってくれたし、ワインもかからなかったし。りんごくん、本当にごめん……お姉ちゃんまたドジしちゃった……」

「いいんですよ、姉さん。姉さんを守るのが僕の務めなんですから。でもこれでわかってくれたでしょう？　今のコレが、さっきの質問の答えです」

　つまり、危なっかしくて姉さんには家事なんて任せられない。こんなことが一人で風ふ呂ろ掃除でもしている間に起こったらと思うと身の毛もよだつ。ということだ。

　だが姉さんは転倒前のやり取りなんてすっかり頭から抜けてしまった様子で、僕の顔を眺めながら不思議そうに小首を傾かしげていた。ならばもう適当にはぐらかしてしまうが吉。幸い、こういうときに噓うそは必要無かった。

「ま、姉さんが無事ならなんでもいいです。それより夕飯にしましょう。姉さん、そろそろ降りてもらってもいいですか？」

「え？　あっ、ご、ごめんりんごくん！　重かったよね！」

「重いなんてそんなこと、あるわけないじゃないですか。姉さんは羽のように軽くてふわふわです。僕は単に早くしないとハンバーグが冷めてしまうと言いたかっただけです。邪推はよしてください」

「で、でもわたし、最近体重増えてて……」

「それは成長期だからです。姉さん、変な勘違いをしてダイエットなんか始めたら承知しませんよ？　姉さんは今のままで充分以上に〝可愛かわいい〟んですから」

「へっ!?　か、かわ……っ!!」

「あれれ？　姉さん、どうして顔を赤らめるんですか？　僕はただ事実を言っただけで、姉さんを恥ずかしがらせるようなことは何一つ口にしていないつもりですが」

「ああもう！　りんごくん、姉弟に向かって変なこと言わないでよ！」

「変なこと？　それって何ですか？　僕そんなこと言いましたっけ？」

「言ったよ!?　りんごくんはっきり言ったよ!?　りんごくんわたしのこと、か、かかかゎ……って！」

「川？　なんでしょう、僕そんなこと言ってないですよ。僕はただ姉さんが可愛かわい──」

「わああああああっ！」

　姉さんは小さな手で僕の口を塞いだ。こうなればしめたもの。僕はその手をずらして起き上がり、姉さんの耳元で事実を連呼する。数秒後には姉さんは茹ゆでダコ状態となり、僕はそんなフニャフニャ姉さんを抱え上げて食卓に落ち着かせた。

「さあ姉さん、機嫌を直してください。夕食にしましょう」

「う、うん……そうだねりんごくん……でもお姉ちゃんなんだかお腹なかいっぱいだよ……」

「それはいけませんね。適切な食事も姉さんの健康維持には欠かせないものですから。ほら姉さん、僕が食べさせてあげます。お口を空けてください。ほら、あーん……」

「ええっ!?　そ、そんなのいいって！　わたし自分で食べられ……って、あ、わわ……ぁむっ！」

「どうですか？　今日のは結構自信作なんですけど、お口に合いますか？」

「ん……、んん……んんっ！　りんごくん、これ凄すごく美お味いしい！」

「それは良かったです。愛情を込めた甲か斐いがありました」

　これでこちらもミッション・コンプリート。フォークを差し出せば、姉さんは夢中になってデミグラスソース・ハンバーグへパクつく。ハムスターみたいに頰を膨らませた姉さんを見ていれば、どんな疲労も憂鬱も吹き飛ぶくらいに幸福だ。まさに至福の瞬間。僕も向かいに腰を下ろし、口元の緩みもそのままに地上の天使を見み遣やった。

「やっぱり凄すごいなー、りんごくんは！　こんな美お味いしいものをぱぱーって作っちゃうんだもん！　自慢の弟だよ！」

「光栄です。僕も姉さんの弟でいられて幸せですよ」

　ああ本当に、なんという幸せだろう。だがこの場には無粋が一匹紛れ込んでいることも忘れてはいけない。まるで水を差すかのように、僕たちのやり取りを啞あ然ぜんとした表情で眺めていたネズミが言った。

「……キミたち、本当に姉弟かい？」

「うるさいぞクソネズミ」

「あ、ミルクちゃんも食べてみる？　お肉がじゅわじゅわーってしててすっごく美お味いしいよ？」

「いやいいよ……なんだか見ているだけで胸焼けがしそうだ」

「むねやけ？」

「それよりも姉さん、それ食べちゃったら一緒にお風ふ呂ろなんてどうですか？　最近あまり一緒に入ってなかったでしょう？」

「え、ほんと!?　じゃありんごくんに髪の毛とか洗ってもらってもいい!?」

「勿もち論ろん。ご用命とあれば体の隅々まで洗って差し上げます。入浴剤も買ってきましたし、久々に僕のタブレットで映画でも観ながらゆっくりしましょう」

「ねえ、やっぱりおかしくないかい？　ボクの常識をこの星に当てはめるのも間違いかもしれないけど、普通姉弟でお風ふ呂ろには入らないよね？」

「黙れと言っただろ。今姉さんと会話しているのはこの僕だ」

「わーい、おっふろー！　おっふろーっ！」

「姉さん、早く食べちゃいましょう。心配しなくてもそこのネズミにはモヤシでもあげときますから」

「モヤシ!?」

「感謝しろよ？　お前のせいで食費すらカツカツなんだからな」

「そんな！　ボクはチーズの一ひと欠片かけらでお腹なか一杯になれるんだ、家計なんか少しも圧迫してないじゃないか！」

「メシ代だけなら確かにそうだ。だがお前が現れたせいで──」

　と、言いかけたそのとき、脳のう味み噌そにキーンと響くような痛みが走った。最初の敵を倒して以来、というか最初の敵を倒した後で姉さんの魔法力に一晩中当てられてから感じるようになった痛みだ。僕は顔をしかめてその鈍痛に耐え、ネズミの『通信』が終わるのを待った。

「……また敵か」

「察しがいいね。さあ梨り々りちゃん、出動だよ？　今日こそキミの力でアイツらを倒そう」

「へっ？　あ、わわ、ちょっと待って！　今すぐ食べちゃうから！」

　そう答えると、姉さんは残ったハンバーグを思い切り口へ突っ込んだ。そしてモグモグモグモグ……駄目だ、全然飲み込める気配が無い。僕は溜ため息いき一つその場に残し、席を立った。

「ふぁっ!?　ひょっほ、ひんほふん！　ほほひふほ!?」

「姉さん、早食いは体に毒です。ゆっくり食べていてください。貴女あなたが行くことはありません」

「ほんはっ!?」

　そして僕はガレージへと向かう。姉さんも慌てて追いかけてきたが、律りち儀ぎに『立入禁止』の張り紙を守っているのか、扉の先まで付いてこようとはしなかった。

　ちなみにだが、姉さん自身はネズミの通信を感じることも無かった。僕はそれをほんの少し恨めしく思いつつ、ガレージの作業台へ手を突いて再度長い溜ため息いきを吐ついた。

「……全く、とんだ幸福だよ」

　父のガレージはかつて無いほど物で溢あふれていた。電動工具や防犯用品、分解された生活家電にガソリンタンク、花火、消火器、発電機、頭痛薬、その他た諸もろ々もろ。それから主兵装たる斧おのや鉈なた、大小様々な刃物の類たぐい。

　半数以上は化物との戦いが始まってから集めたものだ。家計どころか、僕は自分のお年玉貯金さえ崩し始めていた。

「梨り々りちゃん、急ぐよ！　早くしないとまた弟くんに邪魔されちゃうぞ！」

「あわわ、待ってよーっ！」

　扉の向こうから声が聞こえた。僕は頭を振って雑念を振り払い、戦いへの準備を進めた。防具を体に、武器を腰に。今日のイチオシは〝爆炎球筒エクスプローダー〟──スプレー缶の破裂でガソリンを撒まき散ちらしつつ点火する、所謂いわゆるお手製燃料気化爆弾。効果のほどは未知数なり。

　着替えの瞬間、鏡に自分の体が映った。縫い合わせた傷口があちこちに点在し、胸と脇腹には毒性物質の痕跡が世界地図のように広がっていた。もっと言えば、既に左腕の感覚も曖昧になっていた。右耳の聴力も以前の半分以下にまで落ちていた。全身が鈍く疼うずいた。そして真実を語れば、ワイン染じみに隠れた背中の傷跡からは血が溢あふれていた。

「……ハッ、姉さんには何一つ見せられないな。一緒にお風ふ呂ろなんて、これじゃあもう一生無理だ」

　それでもこれは僕の務め。僕の名誉。僕と姉さんの新たな日常──僕はこの日も化物を殺し、姉さんの腕の中で苦痛ともどかしさを殺しながら眠りに就いた。




　ネズミの出現から、一ヶ月が経たとうとしていた。













　　　Phase 3.5







　姉さんは僕が守る。たとえこの命に代えてでも──

　遠い昔、僕はそんな誓いを立てた。正確にいつのことだったか、今となっては思い出すこともできない。ただその瞬間から、僕の行動原理の中心は姉さんの身の安全となった。

　例えばこれは、三年前、僕がまだ小学校に通っていた頃の話。僕は姉さんに対するイジメをやめさせるため、闇夜に紛れて当時の姉さんの同級生たちを襲撃したことがあった。




「──クソ！　こんなガキ一人にやられてたまるかよ！」

　そう叫んで、最後の一人が僕に摑つかみかかる。中学生の中でも特に大柄なその一人は、成長期を迎えたばかりの僕の体を片腕で易やす々やすと持ち上げた。

「ぐっ……！」

「へへ、これなら手も足も出ないだろ？」

　万事休す。得意げな相手の笑みを前に、僕の脳裏を敗北の二文字がよぎる。僕は負けるのか？　姉さんを守れずにこのまま泣いて帰るのか？　そんなのは嫌だ。絶対に嫌だ。しかし何を思っても、満身創そう痍いの僕と年上の敵、大勢は決しつつあった。

　僕の額には、大きな裂傷。止とめどなく血が溢あふれ、そのせいで片目はほとんど見えない。既に他の連中は倒したが、武器は落とした。状況を覆くつがえすには、覚悟が必要だ。

「ったく、俺のダチを二人ものしちまいやがって。冗談じゃねぇぜ。今更謝ってもゼッテー許さねぇからな？」

「そ、それは僕のセリフだ……！」

「あぁ？　なんか言ったか？　それからテメェの姉ちゃんもゼッテー許さねぇから、帰ったらちゃんと言っとけよ？　明日会ったら泣くまで虐いじめてやるってな。わかったか？」

「ッ──！」

『泣くまで虐いじめる』。その言葉がトリガーとなった。僕は痛みを忘れ、割れた額を敵に打ち付けた。

「ぐぉ……！」

　と、呻うめき声ごえ。ジュクジュクと傷口の血が泡立つ感覚。それでも構わず、二発、三発。最も早はや視界はほとんど利か無いが、僕は操られるように頭突きを連発した。そして間も無く、相手の手が僕の首元から離れた。

「ッ、うぉぉぉぉおおおおおおおお！」

　僕は突進し、敵の体を横倒し。それから何度も顔面へ拳を叩たたき込こむ。一心不乱。無我夢中。そして最後の一撃は、僕が夜襲に持ち出した武器──祖父のガレージから持ち出したモンキーレンチを拾い上げ、火花が散るほどの勢いで憎き横よこ面つらを打ち据えた。

「僕の姉さんを、虐いじめるな！　発端はお前だ！　お前が何もしなければ、僕は現れなかった！　お前が姉さんを虐いじめるのなら、僕は何度でもお前を倒す！　お前を殴る！　それが嫌なら、二度と僕の姉さんに関わるな！」




　で、このあと全身血まみれで家に帰った僕がどうなったか。母には泣かれ、『二度とこんな真ま似ねはしない』と約束させられそうになった。それから父には殴られ、そのあと母のいないところで「よくやった」と涙ながらに褒められた。

　そして姉さん。僕は姉さんにだけはこの喧けん嘩かの理由を明かさなかった。恩着せがましいと思ったからというよりは、姉さんに不要な心配や罪悪感を抱いてほしくなかったからだ。ただそれでも姉さんには何かしら察するところがあったのだろう、僕の傷付いた体を労いたわり、夜通し痛みに呻うめく僕を優しく抱き締めてくれた。僕と姉さんが度々一緒に寝るようになったのは、丁度このときからだった。
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「──おさぼりとは感心しないね、臨りん吾ごくん」

　声がして、僕は反射的に身を固くした。学校からの帰り道、住宅街を抜ける小道の角。電柱の陰から一人の女子生徒が姿を現し、僕の行く手を塞いでいた。

　何者だろうか、なんて疑問には声が聞こえた時点でとうに答えが出ていた。突き抜けるように明瞭で凜りんとした声こわ音ね。一分の隙も無く緊迫感に満ち満ちた美貌。揺れる黄色い腕章。『生徒会長』の四文字。

　魔法少女姉さんとの新生活が始まって早一ヶ月。それは水死体のような憂鬱に暮れて生徒会活動の最長欠勤記録を更新し続ける今の僕が〝絶対に会いたくない〟人物ナンバーワン、我らがＩＨＰ中学の絶対的君主、魅惑の生徒会長その人だった。

「一体これで何日目？　お仕事ほっぽり出して早帰りなんて、真面目で堅物な臨りん吾ごくんはどこ行っちゃったのかな？」

　会長は言った。僕はその目を直視することさえできず、悪事がバレかけた子供のように曖昧に視線をずらしてこう返した。

「……ぐ、具合が悪いって伝えたじゃないですか。他意はありませんよ。会長こそこんなところでサボってないで学校に戻ったらどうですか？」

「ふっふっふ、それはできない相談だ。っていうか、そもそもこれも私のお仕事だし」

「仕事？　体調不良の後輩に文句を言うことが、ですか？」

「んーん、違うよ。しょーもない仮病を使って逃げようとする愛いとしの副会長に教育的指導をすることが、だよ」

　言うが早いか、会長は僕の襟首を摑つかんで引き寄せる。コツンとぶつかる二つの額。僕のためにここまで走ってきたのだろう、会長の体はいつもよりも温かい。対照的に僕の全身のなんと冷ややかなことか。背筋には冷や汗まで垂れている。そして会長は口元に悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、こう続けた。

「ほーら、やっぱり。風邪っぽいなんて噓うそじゃん」

「そ、それは変ですね！　さっきまで体が沸騰しそうなくらいに熱かったのに……も、もしかして歩いているうちに治ったのかな？　いやー、良かったヨカッタ。でも油断大敵と言いますから、僕は大事を取って帰ります。では会長、お元気で！」

　しかし襟首を摑つかむ会長の握力は相当だ。ともすると粘液ネバネバの化物以上かもしれない。僕はあえなく逃走に失敗し、スリスリと額を擦すり付つける会長に屈服した。後ろめたさもある以上、ここは負けを認めざるを得なかった。

「……スミマセン」




「最近の臨りん吾ごくん、ちょっとおかしいよ。前はどんなに忙しくても泣き言なんて言わなかったのに。もしかして鬱病にでもなっちゃった？」

「ハァ……かもしれませんね。ネズミが喋しやべったり手斧ちようなで世界を救ったり、最近気の重いことばかりですから」

「あはは、何その妄想。よーし、それなら生徒会長たるこの私が臨りん吾ごくんの心を癒やして進ぜよう。保健室の鍵もあるし、丁度今は誰もいないし、どう？」

「誰もいない……って、誰もいない保健室に何の意味があるんですか。保健の先生がいなければ薬一つ使えませんよ？」

「わかってないなー、臨りん吾ごくんは。いや、わかってるからそんなふうに言ってるのかな？」

「はて、なんのことでしょう。そういう話にはとんと縁が無いのでわかりかねますね」

「ってことは、やっぱわかってるんだ。うっわ、どーしよー、今更だけどすっごい恥ずかしくなってきた。うわぁー！」

「なら変なこと言わなきゃいいでしょうに……」

「そーゆー問題じゃないんだよー。ま、なんでもいいや。とにかく戻ろ？　ね？　お仕事なんてしなくても、側そばにいてくれるだけでいいからさ」

　言いながら、会長は僕の肩に手を回した。瞬間、ズキリという重い痛みが体に走って僕は思わず喘あえいだ。

「うぐッ──」

　会長の疑念を再燃させるにはそれで充分だった。交錯する視線は、僕にとっては死刑宣告にも等しき絶望感を覚えさせるものであった。

「……何、今の？」

「な、なんでもありません！　本当に、なんでもありませんから放っておいてください！」

「ふーん……私、噓うそは大っ嫌いなんだけど」

　次の瞬間、会長は素早く僕のシャツを捲めくった。止める隙も無かった。というか、負傷続きの僕の体は咄とつ嗟さの動きにまるで対応できなかった。会長は傷だらけの僕の体にしばらく言葉を無くし、それから小さく呟つぶやいた。

「……ほら、やっぱり。臨りん吾ごくんは大おお噓うそ吐つきだ」

「う、噓うそなんかじゃありません！　こんなの、こんな傷、なんてことは無いんです……！」

「じゃあなんで生徒会休むの？　臨りん吾ごくん、隠さないでちゃんと答えてよ。これもきっとお姉さんが絡からんでるんでしょ？　臨りん吾ごくんのお姉さん、梨り々りさんは臨りん吾ごくんに何をしてるの？　何をさせてるの？」

「ハッ、どうしてここで姉さんの名前が出てくるんですか。邪推はよしてください。誰かと喧けん嘩かしたとか、虐いじめられたとか、そういうふうに考えるほうが自然でしょう？」

「舐なめないでよ、臨りん吾ごくん。私は生徒会長。私の学校で何が起きてるのかは全部知ってる。先生が隠してるようなことだって何もかも。臨りん吾ごくんはいつも一人。友達もいなければ、敵になるような人もいない。違うなんて言わせないよ」

「だからといって、まさか姉さんのせいでこんなことになると思いますか？」

　僕は言った。だが会長は少し困ったような顔をしつつも、結局は自分の意見を曲げようとはしなかった。

「思う。臨りん吾ごくんには梨り々りさんだけ。他には何も無い。だから教えてよ、何があったのかを」

「……嫌だと言ったら？」

「私は何度でもこうやって臨りん吾ごくんを待ち伏せする。邪魔だってしてあげる。そしていつかは真実に辿たどり着つく。見くびらないでよ、私の目は節穴じゃない」

　そう言うと、会長は手を離して僕の眼前にスマホの画面を向けた。果たしてそこに映されていたのは、ニュースサイトの地方記事。一週間ほど前のものだろうか、ヘッドラインには『怪奇──目撃例無き破壊の痕跡。残されていたのは地球外物質？』との文言が躍っていた。

　これは単なる『女の勘』なのだろうか。だとしたら身震いするほど恐ろしいものだ。現に僕は心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような感覚に囚とらわれ、呼吸することさえままならなくなった。

「ふーん……まさかと思ったけど、臨りん吾ごくん、そんな反応しちゃうんだ。邪推がすぎるかなって思ってたけど、やっぱり私の目は節穴じゃないみたいだね」

「ッ……！」

「ねえ臨りん吾ごくん、もう一度言うよ？　私は噓うそが大嫌い。何がどう関係してるのか、私にもまだ全然想像できない。だから私が真実に気付く前に臨りん吾ごくんの口からちゃんと説明してほしい。じゃないと私、そろそろ臨りん吾ごくんのシスコン病にも我慢できなくなっちゃうから」

　そして踵きびすを返かえし、会長は行ってしまう。その背中を見ながら、僕は憂鬱すぎて死にたくなるような気分を味わった。

「……本当に、邪推がすぎますよ。っていうか姉さんにこだわってるのは貴女あなたも一緒じゃないですか。あんなことを言いながら、僕には一つも興味が無いんだから」

　僕はぼやいた。その声は誰に届くともなく住宅街の喧けん騒そうに消え入り、虚無感だけがそこに残った。




　僕は生徒会活動をサボっていた。だがその原因は、全身に負ったおどろおどろしい怪け我がでは無かった。

　じゃあ何が原因かと言えば、僕の独白通り。会長の推測もかなりのところで的を射ていた。ネズミ、姉さん、化物、会長。そして綱渡りのような連日の死闘は肉体以上に精神へ損傷を与え、僕は本格的な鬱状態に陥っていたのであった。

「うああああああああああ！　駄目だ、何も考えられねえ！　頭がどうにかなっちまいそうだ！」

　僕は頭を搔かきむしり、声の限りに叫んだ。近くの公園で遊んでいた子どもたちが僕を指差して笑い、母親たちが慌ててそれを諫いさめていた。

　僕にも日曜朝の戦隊ヒーローに憧れていた時代はあった。洋画のスーパーヒーローに憧れていたことも、アニメの異能力者に自己投影していた頃も。だがどれも遠い昔、母に甘えて砂場を駆けずり回っていた頃の話なのであり、中学生活も半分が過ぎた今の僕が抱くような夢では無かったのであった。

　しかも僕が演じているのは、孤立無援の無能力ヒーロー。ファンタジー世界でもトップクラスに過酷な役柄だ。ネズミや姉さんには不平を言われ、不機嫌な会長には真実を明かすことさえできず、頼りになるのは僅かな貯金と頭痛薬のみ。覚悟の上ではあったが、覚悟だけで辛つらさが消えるわけでは無かった。僕は薬のビンを開け、二、三粒を唾液だけで飲み込んだ。胃のあたりが重く落ち込み、しばらく動くことができなかった。

「もう最悪だ……チクショウ、いつかはちゃんと会長にも説明しないとな……」

　ちなみにだが、僕は会長のことを嫌ってはいなかった。それどころか誤解を恐れずに言えば、あの人のことは結構好いていた。我がＩＨＰ中学を統すべる生徒の王。類たぐい稀まれな頭脳と美貌を持ち、思うがままに学校を操る絶対的支配者。誇張した表現に聞こえるだろうが、現実に会長は気に入らない先生を学期の半ばで転任させたこともあったほどであり、影響力は校長先生さえ凌しのぐ絶大なものであった。

　そして生徒会とは、そんな会長の〝お気に入りコレクション〟、いわば宝石箱なのである。そしてそんな中でも僕がイエロー・ダイヤモンドのような扱いを受けるのは、かつて百万カラットの無む垢くな輝きで自然と全校生徒に愛された、とある人物への対抗心によるものなのであった。ただ、それでも僕は会長の強さと行動力に少なくない尊敬の念を抱いていた。

　何もかも、姉さんとは違う。ネズミに選ばれたのが姉さんでは無く、会長だったらよかったのに。いけないと思いつつも、そう考えたことは一度や二度では無かった。

「って、本当にいけないよな、こんな考え……ああもう、気分転換、気分転換が必要だ。このまま悪いことばっかり考えてたら本当に気が狂っちまう」

　しかし僕は趣味の無い男。そう思い立ったところで良案など思いつく望みも無い。関心事といえば一に姉さん、二に姉さん、三、四も姉さん、五も姉さん。そこから百まで全部姉さんだ。

「……」

　会長の言う通り、僕には他に何も無い。で、その姉さんが悩みの中心なのだから、考えれば考えるほど余計に気が滅め入いるというものだ。最悪だ。それでどうしたものかと一人苦く悶もんしていると、突然背後にふわふわしたものが飛び付いてきた。

「りーんごくん！　こんなところで何してるの？」

　何者だろうか、なんて疑問には振り向く前からとうに答えが出ていた。僕がこの声と感触を間違えるはずもない。屈託の無い笑顔で僕を見上げる可か憐れんな女性──横目でその顔を見た瞬間、冗談かと思うかもしれないが、僕の心からは黒いモヤモヤが完全に消え去っていた。

「姉さん……」

　そして──ああ、これは奇跡だ。苦痛を覚えるほどに思いつかなかった気晴らしのアイデアが、まるで元からそこにあったかのようにポンと僕の頭に浮かんだのであった。

「んん？　りんごくん、どうしたの？　そんなに嬉うれしそうな顔して」

「なんでもありませんよ、なんでも。ちょっと週末の予定を考えていただけです。姉さん、もし明日予定が空いてたら──




　一緒に買い物にでも行きませんか？




　そう、僕にとって最高の気分転換といえば姉さんとのお出かけだ。

「え、ほんと？　わーい！　りんごくんとデートだー！」

　……いや、待ってほしい。僕は断じてシスコンなどでは無い。マジで。










　というわけで、翌日の土曜日、僕と姉さんは二人で駅前のデパートまで買い物に来ていた。

「ほらほら、りんごくん早く行こうよ！　早くしないとお店が逃げちゃうよ！」

　と、久々だからか姉さんのテンションは非常に高い。六月半ばの暖かな晴天の下、今日はつばの広いお気に入りの帽子に白いワンピースという清せい楚そな出いで立たちで周囲の注目をこれでもかと集めている。僕は頰の緩みも抑え切れぬまま、射殺されんばかりの嫉妬の視線の中で姉さんに手を引かれていた。

　なんという幸福感。なんという充実感。早速僕の心は氷を溶かされるかのように癒やされ始めている。ただ、唯一の不満点といえば……

「最初に雑貨屋さんでしょ？　それからお洋服見て、靴屋さんに行って、それからそれから……パフェ！　パフェ食べたい！　クレープも！」

「じゃあ順番に行きましょう。姉さん、案内は任せましたよ？」

「うんっ！」

「あ、あれ？　キミは何か買いたい物があったわけじゃないのかい？　このままじゃ梨り々りちゃんの買い物に付き合うだけになってしまわないかい？」

「うるさいぞクソネズミ、それのどこが悪い。というかお前なんで付いてきたんだ？」

　と、僕は姉さんの肩に居座る薄汚いネズミを睨にらみ付つけた。言わばこれは純白のテーブルクロスに染しみ付ついたコーヒーの一ひと雫しずく。無粋の凝縮体。せっかくの姉さんとのお出かけだというのに、ネズミは平常運転とばかりに姉さんに纏まとわり付ついていた。

「いや、なんでと言われても……」

「理由が無いなら今すぐ消えろ。ったく、一緒にいるのが当然みたいな顔しやがって」

「あ、わたし映画も観みたい！　ポップコーン買ってあげるから一緒に観みようよ！」

「全然大丈夫ですよ。僕もお小遣い出しますから、キャラメル味のやつも一緒に買いましょう」

「ほんと!?　やったー！　りんごくん大好き！」

　そう言ってふわっと僕に抱きつく我が天使。ああホント、ネズミさえいなければ最高の休日だ。

「いや、キミたち姉弟でしょ……こんなの絶対おかしいよ……」

「何か言ったか？」

「よーし、それじゃあ雑貨屋さんにれっつごー！」

　で、それから僕たち二人と一匹はデパート中を巡り歩いた。宣言通り、行き先は全て姉さん任せである。元より買いたいものなど何も無かったのだから問題は無い。相変わらずネズミは呆あきれて言葉も出ない様子だったが、僕にとっては三つほどの効能があった。




　一つ目。姉さんは感受性が強い。無趣味な僕とは違い、姉さんは見るもの全てに無む垢くな関心を持つことができる。例えば……

「わー！　見て見てりんごくん、これきっとミルクちゃんのお姉ちゃんだよ！」

　そう言って姉さんが雑貨屋の戸棚から取り出したのは、ハムスターを模した小さな人形。それから姉さんは手の平にネズミを並んで立たせ、僕の眼前に差し出してこんなことを言った。

「こんにちは、わたしクルミ！　ミルクちゃんのお姉ちゃんだよ！　悪い魔女のせいでお人形に変えられちゃったんだ！」

「ちょ、何その設定!?」

「黙ってろクソネズミ」

「でも大丈夫！　いつか白猫に乗った王子様がわたしのことを助けに来てくれるんだ！　ねぇりんごくん？」

　そして向けられる期待の眼まな差ざし。戸惑う素人しろうとネズミとは異なり、姉さん検定特一級を自称する僕には姉さんが何を求めているかなど手に取るようにわかる。僕は即座に別のハムスター人形を拾い上げ、姉さん好みの荘そう厳ごんな声を整えて〝白描の王子〟を熱演した。

「我が名はル・ジャンガリアン二世……麗うるわしき姫、貴女あなたを助けるために愛あい猫びようシロネコヤマトを駆って異境の国より参上いたしました。貴女あなたを苦しめる邪悪なる呪い、このジャンガリアンが深き愛と正義の魂をもって打ち消して差し上げましょう！　はあっ！」

「何この茶番!?」

「ああジャンガリアン二世、貴方あなたのおかげで助かりました！　どうかわたしと結婚してください！」

「ッ、なんたる光栄……！　喜んでお受けいたしましょう！　麗うるわしき姫、二人で一緒に幸せな家庭を築きましょう！」

「やったぁ！」

「いやいや、急展開すぎるよ！　弟はどうしたのさ！」

　と、ネズミの声は虚むなしい。一方でニコニコと嬉うれしそうな姉さんはさながら天使を超えた何か、熾し天てん使しも恥じらうような魅惑の存在だろう。




　二つ目。姉さんは優柔不断である。それはつまり、何事においても僕が参画する余地が生まれるということである。例えば、

「うぅぅー……ねえりんごくん、これどっちがいいと思う？」

　そう言って姉さんが突き出すのは、なんとも大人びた二組の下着。僕の心臓はドキリと拍動する。昼過ぎに訪れたランジェリー・ショップのド真ん中、店員には呆あきれ顔がおを向けられ、店外を行く通行人には嫉妬に狂った魔物のような視線を投げられていた。

「ね、姉さん……確か二、三ヶ月前も新しいのを買ってませんでしたっけ？」

「そうだけど、すぐに小ちっちゃくなっちゃうんだもん。だからりんごくん、せっかくだし選んでくれない？」

「ぼ、僕がですか？」

「そ。だってりんごくん、センスもいいし。ほらほら、どっちがいいと思う？」

　そしてこれは、不意打ちだ。姉さんはニマニマと口元に意味深な笑みを浮かべ、薄手のワンピースに片一方の下着を押し当てた。

「ッ……！」

　うっすらと浮かび上がる体のライン。僅かに透ける肌の色。色気のあるレースの装飾はその清純さに不調和なアクセントを添え、息をするのも忘れるくらいの蠱こ惑わく的な魅力を振りまく。僕は咄とつ嗟さに顔を背けた。血流が鼻の付け根に押し寄せ、危うく流血事故を起こすところだった。

「ああもう、ちゃんと見てよ！」

「そ、そんなこと言われましても……」

「ちゃんとりんごくんに選んでもらわなきゃ意味無いじゃん！　わたしの下着姿、りんごくん以外に見せる人はいないんだからさ！」

「……え？」

　姉さんの言葉に疑問を覚え、僕は視線を戻した。果たしてそこにあったのは、鬼灯ほおずきみたいに真っ赤な姉さんの顔。数瞬の沈黙。『僕以外に見せる人はいない』とは一体どういう意味なのだろうか。姉さんは何を言わんとしたのだろうか。答えを得る前に、無粋なネズミが言った。

「いやいや、おかしいでしょ！　なんで弟にそんなもの見せるのさ！」

「っ……だ、だってほら、りんごくんとは一緒にお風ふ呂ろ入ったりするし！　お姉ちゃんが変な下着付けてたらりんごくんも嫌かなーって思って！」

「ああなんだ、そういうことでしたか！　何事かと思ってちょっとビックリしましたよ！」

「い、いやだなぁー、りんごくんってば！　わたしたちは姉弟なんだから、変な勘違いはしないでよ！」

「あはは！　そうですよね！」

「……いや、一緒にお風ふ呂ろ入る時点で充分変だけどね？」

「うるさいぞ」

「それじゃありんごくん、気を取り直して、こっちはどう？」

　そう言って、姉さんは下着を入れ替えた。これも不意打ちだ。鼻を押さえるのが少しでも遅ければ、僕はランジェリー・ショップを鮮血で染めるところだった。
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　三つ目。姉さんは共感というものを非常に重視する。であるからして、特に自分の気に入ったものは積極的に他の人にも分け与えようとするわけだ。例えば、

「んん！　りんごくんこれすごく美お味いしい！　りんごくんも一口食べてみて！」

　と言って姉さんはパフェを一ひと掬すくい、僕に差し出す。イチゴがのった特大の一ひと掬すくい。僕は顔を突き出し、姉さんのスプーンにパクッと食いついた。

　甘い。なんというか、いろんな意味で甘あま々あまだ。姉さんは人ひと懐なつっこい笑みで「ね？　ね？」なんて感想を求めてくる。元来甘いものは苦手だが、このスプーンはいつまでも舐なめ続つづけていたくなるから不思議である。ネズミの視線なんてものは最も早はや心ここ地ち好よいくらいだった。

「ボクのときはあれほど文句言ってたのに……」

「えへへ。りんごくんってばワンちゃんみたい。やっぱりこういうのって楽しいね」

「本当です。願わくば、世界の終わりまでずっと続いていてほしいものです」

「世界の終わり？」

「ああいや、なんでもありません。深い意味はありませんよ」

　そう言って僕は自分のチョコレート・パフェをつつく。なるべくビターなものを選んだつもりだが、やっぱり甘いものは苦手だ。だから姉さんに差し出せば、嬉うれしそうにパクパク頰張って、なんだかちょっと羨ましいくらいであった。

「んー、なんか大人の味？　ちょっと苦いけど、でも美お味いしい！」

「良かったです。でも姉さん、あんまり食べすぎは駄目ですからね？　このあと映画館でポップコーンも買うんでしょ？」

「大丈夫だいじょーぶ！　甘いものは別腹だよ！」

「そんなこと言って、この前体重のことを気にしていたのはどこの誰ですか？」

「うっ……で、でもりんごくん、ダイエットはだめだって言ってたじゃん。ダイエットなんかしなくても、その、あの……だ、大丈夫って！」

「まあそうですね、確かに僕は言いました。そんなことしなくても姉さんは十二分に可愛──」

「わああああああっ！」

　姉さんは慌てて僕の口に手を伸ばす。が、ほんの少し仰のけ反ぞれば避よけるのは容易だ。姉さんの指先は僕の唇をちょこちょこと掠かすめ、見る見るうちに真っ赤に染まっていく。最終的に姉さんは羞恥心の限界を迎え、ふにゃっと力無くテーブルに突っ伏した。

「うぅ、りんごくんのいじわる……恥ずかしいからそういうこと言わないでよぉ……」

「すみません。姉さんがあまりに可愛かわいかったのでつい」

「ちょっ!?　りんごくん！　言わないでって言ったじゃん！」

「でも姉さん、食べすぎは健康に悪いですから。そこのところは別ですよ」

「っ、いーもーん、もうりんごくんの言うことなんて知らない！　やけ食いしてやる！」

　しかし喉を通らないのだろう、姉さんはパフェを口に含むといつまでもモグモグと咀そ嚼しやくし続つづけていた。からかいの効果はあったというわけだ。

　ただそんな姉さんを見つつ、僕は少し気分が落ち込むのを感じた。

「……本当に、いつまでも続いてくれればいいんですけどね」

　僕は口の中でこっそりと呟つぶやいた。時計を見れば既に夕刻、久々の〝姉弟らしい〟時間もとうに折り返し地点を過ぎていた。

　やはり僕は趣味の無い男。気晴らしは苦手だ。今日という一日が終わればまた憂鬱な日常に戻らなければならない。気にするべきじゃ無いとわかっていても、こういう衝動だけはどうしようも無かった。すると僕の異変を感じたのだろう、姉さんは顔を上げてこんなふうに言った。

「りんごくん、どうしたの？　急に寂しそうな顔なんかして。もしかしてりんごくん、わたしとお出かけするの楽しくなかった？」

「まさか、そんなことあるわけないじゃないですか。楽しすぎてどんな顔をしたらいいのかわからなくなってしまっただけですよ。ほら姉さん、口元にチョコレートが付いてます。取ってあげますからこっちに顔を出してください」

　そう言うと姉さんは「んっ」と口を突き出す。僕は自分のナプキンでそのムースを拭った。そして拭き残しが無いか視線を巡らせ、仰天した。視界の隅、姉さんの後ろに、今は非常に会いたくない人物が立っているのを見つけたのであった。




「ふっふーん。臨りん吾ごくん、私を差し置いて随分楽しそうなことしてるじゃない。体調不良は一体どこに行っちゃったのかな？」




「か、会長……！」

「うわっ、何その露骨に嫌そうな顔。愛いとしの後輩にそんな顔されたら流石さすがの私も傷付くんですけど」

　そう思うのなら、その獲物を見つけた悪戯いたずら猫ねこのような笑顔も控えてほしい。だがそんな文句を言う暇も無く、会長は瞬間移動さながらの素早さで僕の横に腰を下ろしていた。

「ちょっ、押さないでくださいよ！　このソファ狭いんですから！」

「照れない照れない、臨りん吾ごくん。これくらいはいつものことでしょ。それともお姉さんにこういうところを見られるのは嫌？　恥ずかしい？」

「恥ずかしいって……」

「あっはっは！　臨りん吾ごくんってば真っ赤になっちゃって、かーわいー！」

「か、会長！　くっつかないでください！　っていうか貴女あなたどこ触ってるんですか！」

　僕は衣服の隙間に侵入しようとしてくる会長の手を既すんでのところで押おし留とどめる。一方で会長は僕の靴を踏みつけて決して逃がそうとしない。まさに喉元に食らいついたジャッカルが如ごとし。だがそんな悶もん着ちやくの最中でも、会長の注意はそれほど僕には向けられていなかった。

　そしてそれは、僕も同様だった。僕の目は真まっ直すぐ姉さんに向いていた。姉さんは目を点にしてポトリとスプーンを落とし、小さく呟つぶやいた。

「りんごくん……それ、誰？」

「誰に見える？　臨りん吾ごくんのお姉さん。というより、何に見える？」

　僕よりも早く、会長が返した。と同時に、会長の手は僕の口を塞いでいた。つまり獲物は僕では無いのだ。冷徹な視線に射い竦すくめられ、姉さんは蛇に睨にらまれた蛙かえるのように震え上がった。

「も、もしかしてりんごくんの……か、かの……じょ……っ？」

「あははっ！　やっぱそう見えちゃいます？」

「ッ、会長！　いい加減にしてください！」

　僕は手を払はらい除のけ、会長に向けて怒鳴った。だがその程度のこと、会長には暖簾のれんに腕押しもいいところであった。

「もー、臨りん吾ごくん、乱暴すぎ。そんなにがっつくと可愛かわいい彼女が逃げちゃうぞ？」

「違います。姉さん、違うんです。この人はウチの生徒会長、ただの厄介な先輩です」

「そ、そうなの？」

「そうそう。私が会長で、臨りん吾ごくんが副会長。ってことはよーするに彼氏彼女みたいなものだよね？」

「そうなの!?」

「んなわけないでしょう！　一体どういう理屈ですか！」

「照れない照れない。理屈なんて後からついてくればいいんだから。大事なのは事実、お互い学校じゃ唯一の存在なんだしね」

「だ、だめっ！　だめだよりんごくん！　おおおお姉ちゃん彼女なんて絶対認めないよ！」

　姉さんが素っ頓狂な声を上げて叫んだ。そして周囲の視線もそっちのけに、テーブルへ身を乗り出して僕の頭をひしっと摑つかんだ。

「り、りんごくんはわたしの弟なんだから！　勝手に取らないでよ！」

　傍はたから見れば随分羨ましい状況だろう。身内贔びい屓きかもしれないが、どちらも頭に『超』が付くくらいの美少女だ。だが二人の間で弾はじける火花を前に、僕は生きた心地がしなかった。

　何よりもまず心配なのは、会長の言動。持ち前の日本刀のような切れ味を発揮して姉さんに余計なことを言わないかどうか、という点であった。

「へぇー、二人とも随分仲が良いいんだね。姉弟なのに。変なの」

「変じゃないもん！　これくらい普通だってりんごくんも言ってたんだから！」

「その通りです。これくらい、何もおかしなことではありません。少なくとも会長にとやかく言われるようなことでは無いはずです」

「臨りん吾ごくんは黙っててよ。私今、お姉さんと話してるんだから」

「あなたこそ邪魔しないでよ！　わたし今りんごくんとパフェ食べてたんだから！」

「パフェ？　臨りん吾ごくんが？　おっかしーなー、臨りん吾ごくんって甘いもの好きじゃなかったはずなのに。もしかしてお姉さんが好きだから、我慢して合わせてるの？」

「っ、そ、そんなことないもん！　臨りん吾ごくんだって美お味いしいって言ってたもん！」

「だからそのまま信じたの？　あはっ、臨りん吾ごくんが無理してるのに気付かないんだ」

「会長！」

「黙ってて」

　言うが早いか、会長は僕のみぞおちを拳で強したたかに打ち付ける。そして呻うめき声ごえを遮るかのように、絶対零度の口調で姉さんに告げた。

「梨り々りさん、私ずっと貴女あなたに憧れてました。いっつも優しくて、可愛かわいくて、気遣い上手で、私みたいに肩書が無くても皆に愛されてた貴女あなたを。貴女あなたは後輩の私のことなんて一つも覚えてはいないんでしょうけど。でも安心してください、今は違いますから。貴女あなたは単に世間を知らないだけだった。ナイトみたいな弟に守られて、苦しいことから逃げ回って、甘やかしてくれる人に甘えているだけだった。馬鹿みたい。もう一度言うよ、馬っ鹿みたい」

　席を立つ会長。その視線はやはり敵対心に満ちていた。そして今度は、その言葉が僕に向けられた。

「臨りん吾ごくんもだよ。こんな相互依存、まともじゃない。甘やかして、誤魔化して、縛り付けて、支配して、それで全部思い通りになるなんて、そんなの単純すぎる。こんなオママゴト、いつまで続けるつもり？　このままじゃ誰も幸せにならないって、臨りん吾ごくんもわかってるでしょ？」

　僕は言葉を返そうとしたが、会長は撥はね付つけるように踵きびすを返かえした。姉さんも僕も、黙ってその後ろ姿を見送る他無かった。

「ああもう！　姉さん、気にしないでください。あの人は少し思い込みが激しいだけなんです。あの人の言葉なんて、何もかも全部忘れてください」

「……うん」

　姉さんは答えた。が、その声に覇気は無かった。僕は焦あせりのままに弁護の言葉をこれでもかと重ねたが、結局沈み切った姉さんの気持ちを元に戻すことはできなかった。映画も当然取とり止やめとなり、後味の悪さとともに僕たちは帰宅の途に就いた。




　そしてリビングに腰を下ろして間も無く、ネズミが新たな敵の襲来を知らせた。正確な因果関係はわからないが、こんな言葉を添えてだ。




「……リンゴくん、今回ばかりは梨り々りちゃんに任せてくれないかい？」













　　　Phase 5.0







「──だから言ってるだろ、あの軌道じゃ他にどうしようもなかった。ビヌーの野郎もすっかり音を上げちまってるし、頼りの姉御も今じゃ自分が管轄してる文明空間ジ・レだけで手一杯だ。これ以上の負担は誰にも頼めねぇ。オレを責めるなよ」

「それはわかってるさ、リドレイチ。どうせいつかは通らなきゃいけない道だ。いつだって早すぎると感じるだろうし、自分たちには不可能だと思うだろう。でも百パーセント安心な道なんてどこにも無いんだから、ボクたちは覚悟を決めるしか無い。それだけのことだ」

　と、ネズミは返す。姉さんの肩に乗る、もう一匹のネズミへ向かって。




「ケッ、調子のいいこと言いやがる。それじゃあオマエ、マジでこの嬢ちゃんをアレにあてがうつもりか？」




　僕が見ているこの光景は一体なんだろうか。そう感じるのはあまりに今更なのかもしれない。ネズミを一匹見かけたら百匹はいると思え。古ぼけた訓戒だと思っていたが、どうやらそれは魔法のお喋しやべりネズミにも適用されるものらしい。

　それはフル装備で新たな敵の下もとへと向かう道中、虚こ空くうをポンと弾はじけさせながら現れた二匹目のネズミだった。体付きは少しばかり大きく、毛並みはボサボサ、乱暴な口調。僕の心情を率直に表せば、ビックリ一割、ゲンナリ九割といったところだ。一方で事情もわからぬネズミの口論に挟まれ、姉さんの背中にはいたたまれなさが透けて見えていた。

「ふ、二人とも喧けん嘩かは良く無いよぉ……」

「ほら聞いたか？　喧けん嘩かは良く無いだとよ？　これから殺し合いだってのに悠長なもんじゃねぇか。まるでピクニックにでも出かけるみてぇだ。仲良しこよしでいい感じってか？　ハッピーエンドで万事解決ってか？　冗談じゃねえ。最後の切り札だかなんだか知らねえが、今までの雑ざ魚こどもを始末してたのは後ろの兄あんちゃんだろ？　これで本当にやれんのか？　本当にオレたちを救えるのか？　これでオマエは本当にマーザのクソどもと──」

「少し黙ってくれないか、リドレイチ。ボクの作戦に異を唱えるつもりならハッキリそう言ってほしい。不満を口にしたくなる気持ちもわからなくは無いが、希望が少ないのはいつも同じだろう。粗探しはキミの悪い癖だ」

「ッ、オマエはまたそうやってオレを責めやがる！　ふざけんじゃねえ！　確かに希望なんかどこにもありゃしねぇが、この話にオレを巻き込んだのはオマエだ！　吞のん気きに三一二も世界を巡って『やっぱり間違ってました』じゃ済まされねえんだぞ！　そろそろオレにも信じた甲か斐いってやつを見せてくれよ！」

「わかってるさ。ボクもキミも背水の陣だ。だからもう少しだけ、ボクを信じてくれ」

「クソッ！　どうなっても知らねえぞ！」

　そう叫んでネズミの仲間は姉さんの肩を離れ、あろうことか僕のヘルメットの上へ移ってきた。当然僕は振り落とそうと頭を揺すったが、離れる気配は皆無。そして不機嫌そうに顔を顰しかめながら、ネズミは言った。

「こうなったら兄あんちゃん、今はアンタだけが頼りだ。オレたちのところでどうにか踏ん張らねえといよいよこの世界もマズいことになっちまう。ミルがアンタのことを邪険にしているのは知ってるが、オレはアンタの味方だ。どうかオレたちを救ってくれ」

「……話が見えないな。さっきから何をそんなに怯おびえているんだ？　というかお前は一体何者だ？」

「オレ？　オレが何者かって？　んだよチクショウ！　ミルの野郎オレの紹介までおざなりかよ！」

　と、ネズミの仲間は憤いきどおる。喚わめくだけならまだマシだが、ヘルメットの上でペタペタ地団太を踏むから殺意を抑えるのに必死だった。

「ああもう！　オレはリドレイチ・オッターニ、ミル付きの異相極誘導術師ベンドミームだ。簡単に言えばミルの相棒よ。それで最初の質問の答えだが、オレたちは今から少々厄介な敵を相手にしようとしてやがる」

「……厄介な敵？」

「そうさ、〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟。援戦種オブザービアンの中では十本の指に入るほどの強敵だ。アンタも聞いてるとは思うが、あの手の兵種には聖ケ闘フ系ラ列ンの精鋭部隊さえ手を焼いてる。事実この三標ス準タ空ン間ダ月マで異相文明空間ビリ＝ジレントを七つも落とされちまったほどだ。群れを作っちまったら手に負えねぇ。叩たたくなら今しか無い」

「待ってくれ、聞き慣れない用語ばかりで全く意味がわからない。オブザービアン？　ビリジレント？　一体なんだそれは。お前は一体何を言ってるんだ？」

　困惑のまま、僕は言った。するとネズミ仲間は歯ぎしりしながら顔を上げ、姉さんの肩に向かって再度怒鳴り声を上げた。

「オイこらクソ王子！　テメェさては何にも教えてねえな！」

　が、前方を見据えるもう一匹は何も答えを返さない。ヘルメットのペタペタ音がもう一度僕の神経を逆さか撫なで、それから絶望に打ちひしがれたかのような声でネズミ仲間は言った。

「もうホント、アンタだけが頼りだよ。たかだか援戦種オブザービアン一匹にやられちまえば、戦術種ストラテアルや戦略種ドクトレンジなんか夢のまた夢だ。どうにかオレたちの希望を繫つないでくれ。オレたちは妄想に縋すがるバカじゃないって、どうかこの世界に知らしめてくれ……」

「いや、だから、僕にはお前の言葉の意味がわからんのだが」

　正直僕は苛いら立だちの境地にあった。説明不足の口くち喧げん嘩かに意味深な嘆き、冗談みたいな横文字専門用語、ネズミの話は一つとして要領を得ない。しかもこれが会長との騒動の後だというのだから、最も早はや僕の頭は爆発寸前だ。甘美で優雅な休日は一体どこに行ってしまったというのか。しかし追及している暇は無いらしく、遮るように姉さんが言った。

「ミルクちゃん！　何か感じる！」

　同時に不快な感覚がゾワゾワと僕の全身を襲った。それが意味するのは明確な事実、敵への接近。僕たちは今、建設途中で破棄された低層ビルに足を踏み入れつつあった。そしてようやく、いつものネズミは口を開いた。

「梨り々りちゃん、今日こそキミの力を見せてくれ。この悪夢に終止符を打つためには、キミの力がどうしても必要なんだ」

「う、うん！　わたし頑張るよ！　今度こそちゃんと戦う！」

「それからリンゴくん、キミにももう一度お願いだ。どうか梨り々りちゃんに最初の一歩を踏み出させてくれ。キミが梨り々りちゃんを大切にする気持ちもわかるけど、ボクたちはこのままじゃダメなんだ。このままじゃ誰も幸せにならないんだ。ほんの少しの間でいいから、ボクたちにこの場を任せてくれ」

「ッ……」

　僕は咄とつ嗟さの返答に詰まった。二つの声が脳裏でオーバーラップし、思い返されたのは会長の言葉。『こんな相互依存、まともじゃない──』。だからなんだと思いつつ、僕の頭には答えが無かった。

　そして充満する悪臭を搔かき分わけながら、僕たちは真っ暗な廃ビルへと突入した。人の姿は当然のこと、明かりになるようなものさえ何も無い。雑然と積まれた資材やコンクリート片を搔かき分わけ、転がっていたグリース缶を蹴り飛ばし、僕たちはまるで吸い込まれるかのように上階へ進む。言い知れぬ不安を跳はね除のけ、瓦が礫れきと崩れかけの階段を乗り越え、辿たどり着ついたのは最上階。荒廃しきったフロアの真ん中。不穏と静寂の中心。

　ネズミの焦燥を受け、果たして僕が想像していたのはゴリラと恐竜の間あいの子こみたいな邪悪な化物だ。全身から毒液をダラダラ垂らし、歯を剝むき出だしにして獲物が来るのを待っている。無論姉さんに任せるなんてできるはずが無い。誰になんと言われようと、そんなことは絶対に不可能なはず。だが実際、僕たちがそこで目にしたのは──

　今までのどの化物よりも小さく、無機質な形状をした敵の姿だった。




「──ミ……──ジィ──……」




「あれが、〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟……？」

　誰にともなく、僕は呟つぶやいた。正直に言って、拍子抜けしていた。

　目の前のそれは、宙に浮かぶ直径五十センチほどの正十二面体。これまでの化物のように毒液を滴したたらせるわけでも無く、牙を剝むき出だして吠ほえるわけでも無く、金属じみた体表に姉さんが放つ光を反射させながらただただゆっくりと回転している。その他の特徴といえば、上下の頂点から伸びる直径五ミリほどの細長い棒状構造体。天井と床にそれぞれ突き刺さり、まるで支柱のように幾何学形状の本体を支えている。

　さながら、趣味の悪いインテリア。あるいは粗雑な作りのミラーボール。これが本当に今回の敵なのだろうか。僕は思った。敵意は皆無。それどころか生物としての気配すら感じられない。無機質で機械的。僕はそうして混乱に囚とらわれながらネズミを見た。が、危機感を滲にじませるネズミの様子には少しの変化も無かった。

「ケッ、舐なめやがって。オレたちに気付いておきながらガン無視だ」

「ねえミルクちゃん、あれがそうなの？　あの小ちっちゃいのがその、今日の相手なの？」

「その通り。梨り々りちゃん、集中して。ボクたちを感知しても襲ってこないってことは、アイツかなり油断してる。リドレイチに同調するのは癪しやくだけど、叩たたくなら今しかない」

「わ、わかった。あの子が相手なら大丈夫、わたし戦える……っ！」

　そう言うと、姉さんの剣がにわかに輝きを増す。敵は未まだ無反応。回転速度にも変化は無く、不気味なくらいの静寂が僕たちを包んでいる。一体なんだこれは。僕は戸惑いながらもナイフを抜いた。反応は完全に遅れていた。姉さんは一歩、また一歩と近付き、輝きを最高潮に増した魔法の剣を振りかざした。

　これまでとは何もかも違う。敵の姿も、僕の心境も。僕の足は止まっていた。理由は自分にもよくわからなかった。会長の軽蔑か、ネズミの懇願か、危機感の消失か、あるいはそれら全てが混ざり合った結果か。いずれにせよ僕は初めて、自分の目の前で敵に向かっていく姉さんを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「やぁぁぁぁああああああああ！」

「……ジ──」




　そして姉さんが放つ光は、一瞬にして消え去った。音も無かった。後悔はおろか、僕は事実を認識することさえできなかった。姉さんのフリフリ衣装は真っ赤に染まっていた。化物の回転は軸方向を変えていた。水平に伸びた棒状構造体は姉さんの体を貫き、僕の肩を掠かすめて背後の壁に突き刺さっていた。




「──ジ──……ジジ──」

「姉、さん……？」

「ッ、兄あんちゃん！　避よけろ！」

　ネズミ仲間の声がヘルメットに響き、僕はわけもわからぬまま床へ体を投げ出した。同時に左右からは壁を抉えぐる微かすかな音が聞こえた。目を向ければ、僕の頭が今まで存在していたところに化物の姿があった。

「ミィ──」

「動け兄あんちゃん！　動き続けろ！　じゃないとアンタも嬢ちゃんみたいに串刺しだぞ！」

「ッ……！」

　僕は無理矢理体を捻ひねり、床を転がった。完全に無意識の行動だ。その間にも化物の頂点からは新たな支柱が出現し、僕の体を掠かすめて床面を抉えぐる。まるでレーザー光線。そして化物の本体はそろばんの珠のようにその支柱を辿たどり、逃げる僕を追う。

「クソ……！」

　起き上がり、飛とび退のき、再び倒れ込み、反射神経が命ずるままに逃げ回る僕。一方で僕を追い、本体の頂点から棒状構造体を乱射する化物。紙一重の攻防。積まれた鉄骨の陰に隠れるその瞬間まで、このやりとりはゾッとするほど静かに続いた。

「大丈夫か兄あんちゃん！　まさか兄あんちゃんまで串刺しになってたりはしないよな!?」

「そ、そんなことはどうでもいい！　一体何が起こった!?　アイツは姉さんに何をしやがった!?」

　僕は頭上のネズミに向かって怒鳴った。頭は完全に真っ白だった。

　一体、何が起こった？　アイツは姉さんに何をした？　網膜に焼き付いた凄惨な光景を前頭葉が拒絶する。魔法の輝きを失った姉さん。背中から突き出た支柱。血に染まったドレス。そんな、噓うそだ。アリエナイ。だが死刑宣告とばかりに、ネズミ仲間は僕に告げた。

「攻撃されたんだよ！　あの嬢ちゃん、一撃でやられちまった！　たった一撃で偏在格子ブラムの空間転移に土手っ腹をブチ抜かれちまいやがった！」

「そ、そんな……！」

　僕は視界がぼやけていくのを感じた。廃ビルにはネズミの悲痛な声が響き、頭上から降り注いだ言葉に真実味を与えていた。僕は恐る恐る鉄骨の陰から顔を覗のぞかせ、血まみれで横たわる姉さんの体を目にした。そしてようやく、僕は事実を認識した。




　姉さんは化物に攻撃された。そして腹部を貫かれ、瀕ひん死しの重傷を負った。僕は自分の額に爪を立て、喉に血が滲にじむほどの大声で獣のように絶叫した。

「ぁ、ぁぁ、ぁぁァァァァアアアアアアアアアアアア──」




「……少しだけ、説明するぜ。偏在格子ブラムってのはあの化物から伸びる棒っ切れで、空間転移ってのはアンタらの世界で言うところの『ワープ』みたいなもんだ。アイツはオレたちと同じように異相空間へ干渉する能力を持ってやがるから、ああやって体の一部を瞬間的に移動させることができる。当然音や光よりも速いし、原始物理的な防御力なんて問題にならない。干渉を食い止める力が無ければ、どんな相手だって裸同然なんだ」

「ッ、なんだよそれ！　じゃあなんで姉さんをあんな化物と戦わせようとした！　姉さんにそんな力は無いって最初からわかってただろ！」

「いや、違う。違うんだ。ミルは嬢ちゃんにその能力があるって信じていた。オレたちが与えた相極限防衛力フエズ・ボルデイモルでアイツの攻撃を防げるはずだと。だがどうやら見込み違いだったらしいな。まさかこんな簡単にやられちまうだなんて、流石さすがにオレも想定しちゃいなかった」

「見込み違い!?　ふざけんじゃねえ！　そんなの無責任すぎるだろ！」

　僕は怒鳴った。怒りは止とめど無なく湧き出し、流星群のような罵ば詈り雑ぞう言ごんと化して頭上のネズミをたじろがせる。しかし視界の中心、今まさに死の淵ふちを転がり落ちようとする姉さんの姿が、弟としての僕の本能を既すんでのところで繫つなぎ止とめていた。

　どうしてこんなことになった？　誰のせいで姉さんは傷付いた？　いや、駄目だ。今は違う。こんな思考に意味は無い。いくら憎くとも、ここでネズミを責めても状況は変わらない。今この瞬間、僕には他にやるべきことがあるはず。困惑は無用。後悔も不要。ネズミや会長の言葉も、今の僕にはなんの意味も持たない。

　なら僕は、何をすべきか。弟として、今は何をすべきか──僕は僅かな理性を搔かき集あつめて仮かり初そめの冷静さを生み出し、心に渦巻く全ての感情を斑まだら模も様ように覆い隠した。そして氷のような冷徹さを取り戻し、僕は復ふく讐しゆう心しんの怪物と化して全身を震わせた。

「……もういい、お前たちは僕の敵だ。いつかは殺す。だが一つだけ教えてくれ。お前たちは姉さんを助けることができるか？　魔法だかなんだか知らないが、お前は姉さんの命を救うことができるか？」

「あ、ああ。タイムリミットがどれほどかはわからないが、嬢ちゃんに息があるうちはオレたちの技術で治療してやれる。上う手まくいけば傷跡さえ残らねえ。だが今のこの状況じゃどうすることもできねぇぜ？」

「そうか。なら、僕がアイツを片付けるまでだ。姉さんを傷付けた落とし前、この場でキッチリ付けさせてやる」

「片付ける？　ちょ、ちょっと待て！　兄あんちゃんアイツとマトモにやり合うつもりか!?」

「その通りだ」

　言うが早いか、僕はケミカルライトを一本折って鉄骨の陰から放る。次の瞬間、反射的に伸ばされた化物の支柱がその中心を撃ち抜いた。そして更に次の瞬間には化物の本体が支柱を伝って僕の目の前に現れ、僕は即座に手元の大型ナイフを繰り出した。

「はぁぁああああ！」

「ジジ──」

　切っ先は正十二面体の一面を捉え、弾はじかれる。分厚い鉄板を打ち付けたかのような感触が握り手に響き、オレンジ色の火花が散る。僕はそのままナイフを手放して前転し、化物の下へと潜り込んで追撃を逃れた。空中に残されたナイフが化物の攻撃によって串刺しになる頃には、僕は別の物陰へとその身を移していた。

「チッ……硬いな。これじゃあ電撃爆槍イルミネーターも役に立ちそうに無い。だが反応速度自体があの程度ならチャンスが無いわけでも無さそうだ……」

「ッ、イカれてやがる！　生身の人間じゃ一撃喰くらえばあの世行きだぞ！　アンタ死ぬのは怖くないのか!?」

「愚問だな。僕一人が死んで済む話なら別に構わない。姉さんを救えるのならこんな命、安いもんだ」

　三度立て続けに化物の支柱が壁を抉えぐる音を耳にし、僕は念のために側そばに放置されていたコンクリート・ミキサーの裏へと隠れ場所を移した。どうやらいよいよ僕を敵と認識したらしい。しかししつこく追ってこようとしないのは僕を侮あなどっている証拠だろう。砕けたケミカルライトが放つ朧おぼろげな光を背に、僕は揺れ動く化物の影を眺めた。

「おいネズミ、アイツについて知ってることを全部教えろ。アイツにどんな能力があるのか、どうやったらアイツにダメージを負わせられるのか、単なる雑ざ魚こじゃないとわかった以上は策を練る必要がある」

「わ、わかったよ……だがオレも界域防研省インテリオ＝ロの研究員じゃねえんだ、本当に詳しいことはよく知らねえ。オレが知ってるのはさっきのワープ能力と、骨格が何らかの金属でできてることと、高度な索敵認識能力があることくらいだ」

「索敵能力？」

「あんたらの異相文明空間ビリ＝ジレントでいえば、そう、レーダーみたいなものだ。光とか、音とか、オレたちの力とか、そういうもんをどんなに離れていても認識できる。本来は戦術種ストラテアル以上のサポートが役目だからな。だが未熟な文明ジ・レはアイツ自身にさえ相当苦戦してるのが現状だ」

　と、ネズミは言った。その声には悲観の色が垣かい間ま見みえた。

「一応熱に弱いってことはわかってるんだが、火で炙あぶったくらいじゃビクともしねえ。〝熱淵崩砲スル・トー〟でもあれば話は別なんだが、あの外殻を溶かし切れるほどの熱量となると相当なもんだ。オマケにあの攻撃力だろ？　オレたちの仲間もどれほど苦しめられたことか」

「〝熱〟か……なるほど、存外あの化物も単純な作りをしているわけだ。それなら攻略法も無いわけじゃない」

　僕はポケットから一つ、アルミ缶を取り出した。内部には理科室から拝借したマグネシウム片、使い捨てカイロから抽出した酸化鉄、粉末アルミニウム、花火の火薬。名付けて〝還熱流弾メルトダウン〟、所謂いわゆるテルミット爆弾である。

「だが問題はヤツをどう足止めするかだな……燃焼速度はそれほど早く無い。焼き切る前に逃げられたらお終しまいだ。どこかにヤツを閉じ込めて、コイツを点火して、それから……」

「な、なんのことかはよくわからねえが、くれぐれも無茶はやめてくれよ？　この状況でアンタまで倒れちまったらそれこそオシマイだぜ？」

「そう嘆くな。ああは言ったが僕は別に自殺志願者じゃ無い。死ぬときはあの化物も一緒だ」

　そして僕は目を瞑つぶる。思い浮かべるのは自分の装備。還熱流弾メルトダウンの他にはいつもの斧おの、発炎筒、懐中電灯、ケミカルライト、洗濯ロープ、ワイヤー一ひと巻まき、それから最初の地点に放り出してある電撃爆槍イルミネーター一式。不自然に冴さえた頭で戦術を組み立て、最初の武器を手に取る。

　それは自分の靴下。エンジニアブーツを脱ぎ捨て、靴下を取ってテルミット爆弾を中へ押し込む。その隙に僕の側そばへと移動してきた敵本体を見据え、片足は裸足はだしのままで次なる攻撃を躱かわした。ほとんど勘だけが頼りの回避行動だ。結果的に肩へ裂傷を負ったが、僕は再度化物の追撃を逃れた。

「ッ、クソッタレ！」

　そしてその勢いのまま、僕は化物に背を向けて反対方向に駆け出す。目指すは正面のガラス窓。それをサポートする第二の武器は、懐中電灯。全力疾走しながら真まっ直すぐ背後を照らせば、敵性脅威を感じたのだろう、敵の棒状構造体が一瞬のうちにレンズを砕く。構造体はそのまま真まっ直すぐ懐中電灯の底を貫通し、前方のガラス窓さえ突き抜けて向かいの建物の壁を抉えぐった。

　推定五十メートル超。ということは恐らく、化物の攻撃に距離制約は無い。だがここまでは想定通り。僕は第三の武器であるフック付き洗濯ロープを化物の支柱へ引っ掛け、レールのように滑らせながらなおも猛然と走り続けた。

「ウォォォオオオオオオ！」

「──ミィィ……──」

　支柱を伝って迫りくる本体。素足を傷付けながら駆ける僕。この競走は果たして、僕が勝利した。僕は残った左足のブーツでガラス窓を蹴破り、洗濯ロープの反対端を握り締めたまま空中へその身を躍らせた。

　これは最初の賭けだ。落ち行く僕の体重で、直径五ミリ程度の化物の支柱をへし折ることができるかどうか。それができれば化物の動きを止められる可能性もある。しかしこれも想定通り、棒状構造体は僕の全体重と落下の衝撃を受けてもたわむことさえ無かった。僕は宙を舞いながら咄とつ嗟さに体を捻ひねり、揺り戻される振り子のごとく階下の窓へと飛び込んだ。

「痛……ッ、オイ兄あんちゃん！　こんな真ま似ねをするなら先に言ってくれよ！　ガラスで首をちょん切るところだったじゃねえか！」

「ハァ、ハァ……ならそうならないように祈っていてくれ。いちいちお前にお伺いを立てている暇は無い」

　言いながら、背後を見み遣やる。僕が降り立ったのは二階の広間。賭けには負けたが一旦は敵のテリトリーを逃れられたらしく、追ってくる気配は無い。束つかの間まの安息。だが続けざまに二つもガラス窓を突き破ったことで、素肌を晒さらしていた右足は血と裂傷に塗まみれていた。

「それで、これから一体どうするつもりだ？　まさか嬢ちゃんも放ほったらかしのまま逃げるわけじゃ無いんだろ？」

「そんなことありえるか。いいから黙って見ていろ。作戦はまだ終わっちゃいない」

　僕はシャツの袖を引き千切り、左手に嵌はめていた溶接用の革手袋を足裏に当てて簡単に縛り付けた。応急処置としては及第点だろう。疼うずくような痛みがゾクゾクと神経を撫なでるが、今は気力と薬で押し切る他無い。それから僕は階段下に転がっていたグリース缶を拾い上げ、壁に叩たたきつけて中身を散らした。

　一体何年前から放置されていたものなのか。最も早はやそれは潤滑油というより接着剤と呼んだほうが相応ふさわしいほどに粘っこく変質している。であればそこに爆薬入り靴下を浸してみれば、馬鹿らしく思うだろうが、簡易〝粘着爆弾ステイツキー・ボム〟の出来上がりだ。

「って、これが作戦!?　兄あんちゃんこんなものでアイツと戦うつもりか!?」

「黙って見ていろと言っただろう」

　僕は頭のネズミを引ひっ摑つかみ、ポケットへ押し込んだ。化物の姿が窓辺に現れたのも丁度その瞬間だった。身を隠すのが少しでも遅れていたら僕も姉さんの二の舞いだったはずだ。僕は一度階段裏へ飛び込み、それから伸びて来た棒状構造体を足場に使って階段の上へ飛び乗る。再度の攻撃がはみ出た足先を貫通したが、力尽くで引き抜くことに躊躇ためらいは無かった。僕は転がり込むように三階へと戻り、遮蔽物へ身を隠して発炎筒を抜いた。

「ッ……マズったな、流石さすがに痛い」

　傷付いた右足を見れば、無理に肉を引き裂いたせいで小指が取れかかっていた。敵の攻撃は単純だが、予兆がまるで無い。挙げ句その一撃は魔法の防御すら貫くことができる。間違い無く強力な敵。唯一幸運なことといえば、そもそも僕に魔法の防御力が無いということだ。

　負傷を受け入れる覚悟さえあれば、物理的な攻撃力自体はこれまでの敵と変わらないように感じられた。ワープだろうがなんだろうが、まともに喰くらえば致命傷であることに変わりは無い。それはいつもと同じことだった。

「……姉さん、頼むからまだ生きていてくれよ。小指の一本や二本、貴女あなたのためなら惜しくは無い。姉さんを救うためなら、僕はこの体がどんなに傷付いても構わないんだ。だからどうか、お願いだ……」

「──ミ……──ジジ……──」

　化物の電子音が廃はい墟きよに響く。僕は跳ね回る心臓を抑え込もうと息を吐き出し、真まっ直すぐ虚こ空くうを見つめた。

　そう、敵の攻撃は単純だ。正十二面体の頂点から超高速の支柱を撃ち出し、その上を滑るように移動する。一見すると自由自在なようだが、そこには明確な二つの制約がある。一つは攻撃を繰り出せる角度に制限があるということ。そしてもう一つは支柱を伸ばした方向にしか移動ができないということ。勝機を得るなら、この二つの弱点を利用する他無い。

　不思議と僕の心に恐怖は無かった。僕にとっての本当の恐怖は、姉さんを失うこと、ただその一つだけだった。だから何百回と自分の死に様を想像しても、僕は平然と脳内シミュレーションを続けられた。そしてその中の一つに、僕は答えを得た。

「終わりにしようぜ。お前を殺すのはこの僕だ。たとえこの命を散らしても、お前は僕がここで殺す」

　僕は発炎筒に火を点つけた。第四の武器。同時に僕を支配する冷静な狂気。氷水のように冷え切った血液が全身を流れ、全ての感覚が鈍化する。殺せ、殺セ、コロセ。戦いとはつまり、こういうこと。目に映る姉さんの姿。横たわるその体──

『覚悟』なんて綺き麗れいな言葉は、響かない。『姉さんを助け出したい』という満身の欲望を迸ほとばしらせ、僕は傷口に火を当てた。

「──ァァァァアアアア[image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛]！」

　頭上を掠かすめた化物の攻撃を目にして、再び走り出す。目指すは姉さん、では無く、先の攻防で隠れ場所に用いたコンクリート・ミキサー。

　それはコンクリートを混ぜるために使う、鋼鉄製の壺つぼ型がたの器具。横向きにポッカリと開けた口をこちらへ向け、瓦が礫れきの中に鎮座している。直線距離にしておよそ十五メートル。無論真まっ直すぐ走れば格好の的。ならばと僕は器械体操のごとく体を躍らせ、上下左右に閃せん光こうを振り続けた。

　二つの弱点を除けば、知り得た情報は極僅か。敵が全球レーダーよろしくこの空間を認識できるのであれば、体を晒さらした時点で敵にその位置を知られている。頼みの綱は敵の反応速度、そして懐中電灯の光に反応したという事実。今回もまた化物は発炎筒の光を狙い、支柱を撃ち出してきた。

「──ミィィ……──」

　二度、三度、たなびく煙を突き抜け、虚こ空くうを貫く敵の攻撃。コンマ数秒差で、流星のような炎の軌道がそれを躱かわす。前転、側転、僕は呼吸する間も無く全身の筋肉を伸縮させ、大きく、激しく、素早く動く。攻撃とともに迫りくる敵の気配を背後に、沸騰するようなアドレナリンだけがボロボロの体を駆動する。

「来いよ！　さあ来い！　僕を殺しに来い！」

　姉さんを助ける。姉さんの明日を取り戻す。赤い視界。脳内麻薬。表面的な理性が剝がれ落ち、復ふく讐しゆう心しんが一気に湧き起こる。残り三メートル。僕は獣のように咆ほう哮こうし、跳躍しながら爆弾と発炎筒の両方をコンクリート・ミキサーへ投げ込んだ。ミキサーの口はその二つを飲み込み、すぐ後ろへ迫っていた化物もそれを追いかけるようにミキサーの開口部へ支柱を突き込んだ。

「ッ、掛かったな！」

　飛び込むようにコンクリート・ミキサーの裏へと移動した僕は、なけなしの力を振り絞って壺つぼのようなその器具を押した。敵の直径は五十センチ。ミキサーの開口径も同じく五十センチほど。そして押し出されたミキサーは、支柱を辿たどって真まっ直すぐ飛び込んできた化物の本体を飲み込んだ。

「ミィ──ッ!?」

　困惑の色を覗のぞかせる電子音。化物は即座に抜け出そうとして後退するが、逃さない。僕は化物を追いかけるようにミキサーを押し続け、化物の体を壺つぼの中に必死に留とどめた。壺つぼの内側で化物に粘り付くグリースの接着力も僕を助け、次の瞬間、壺つぼの口から閃せん光こうが噴き出た。

「喰くらえええええ！」

「──ビィィィ……──ッ！」

　それは、摂氏三千度を超える暴力的な熱流──化物の動きが突如として画一さを欠き、僕はそこに焦あせりの色を感じ取った。灼しやく熱ねつから逃れようとして後退を続けた化物は既に壁かべ際ぎわまで追い詰められ、最も早はや逃げ道は無い。赤熱するコンクリート・ミキサーを革手袋で押さえながら、僕は心の中で祈った。

　あとは気力の勝負。脳のう味み噌そ以外ならどこを撃ち抜かれても構わない。逃げ場を失った化物は闇雲に支柱を撃ち出し、射線上にあった僕の太ふと腿ももを貫通する。だからどうした。そして脇腹も、左肩も。頭が無事なら、僕の体は動き続ける──

「ビジィ……ィィィイイイ[image: イ゛][image: イ゛][image: イ゛]！」

「ウォォォォオオオオオオオオ！」

　流れるままに血を流しながら、僕は革手袋が焼け焦げるまで即席転炉を壁に押し付け続けた。腹への一撃は内臓を抉えぐり、左肩は恐らく骨まで撃ち抜かれていた。それから化物は破れかぶれとばかりに明後日あさつての方角へ支柱を伸ばし、僕を弾はじき飛とばしてコンクリート・ミキサーを被かぶったまま廃ビル内を縦横無尽に飛び回った。僕は背負っていた斧おのを右腕だけで構えた。祈るような気持ちだった。火ひ壺つぼを払はらい除のけた本体はそして、深く傷付いたその身を晒さらした。

「……ハッ、ざまあねえな」

「ガァ……ァァ──……」

　効果覿てき面めん──それはまるで、巨人が齧かぶり付ついたかのごとく。正十二面体の本体は、その一象限が丸々溶け落ちて脈動する内部を晒さらしていた。そう、第二の賭けであった〝還熱流弾メルトダウン〟は見事に化物の外殻を破っていたのであった。

「さあ、これで終わりだ──」

　痛烈な興奮が漲みなぎり、僕は自分も同じくらいの重傷を負っていることを忘れた。足はまだ動く。片腕もまだ、武器を振るうには十二分。傷付きながらも化物は回転し、駆け出した僕に向かって再び棒状構造体を射出する。だが最も早はや飛び回って避よける必要は無い。

　外殻が溶け落ちたことで、化物は銃口たる幾何学頂点をいくつも失っている。僕は自分の血で足を滑らせそうになりながらその死角をトレースし、彗すい星せいのように旋回しながら化物の傷口へと接近していった。

「死ねェェェエエエエエエエエエ！」

　そして全霊を込めた一撃が、毒液を滴したたらせる化物の肉体へ突き刺さった。瞬間、アラームのような絶叫が闇夜を貫いて響き渡った。化物は支柱を引っ込め、衝撃でボールのように弾はじき飛とばされた。

「ガァ、ガハ……ッ！」

　呻うめき声ごえは、無残に転がる化物から聞こえたものだ。見れば外殻の隙間からサルのような生物が這はい出でてきていた。全身真っ黒な粘性物質に包まれ、弱々しく蠢うごめき、腰から下はほとんど千切れかけている。僕は直感的に、この生物が真の本体であることに気付いた。

　まだ生きている。まだ、死んではいない──化物は傷付いた体を必死に動かし、この場から逃れようとしていた。

「チッ……しぶとい野郎だ。そんなになってまでまだ生きようとするか」

　痛む体を再び殺意で奮い立たせ、僕は近くに転がっていた〝電撃爆槍イルミネーター〟を拾い上げた。ナイフの代わりに包丁を使った簡易版だが、火薬の量は前回の倍。血ち塗まみれでバッテリーを引ひき摺ずりながら化物に迫るその姿は、鏡を見なくてもわかる、まるで悪魔。復ふく讐しゆうに取とり憑つかれた悪あく霊りようだ。

　ここで、殺す。今ここで、僕の手で。姉さんを傷付けた落とし前、僕がこの手でキッチリ付けてやる──

「逃がさねえよ。言っただろ、お前を殺すのはこの僕だ。姉さんを傷付けて、僕から幸せな毎日を奪って、許されると思うなよ……！　お前の命で贖あがなえ、なあ、死んで贖あがなえよッ！」

　そして怒りのままに化物を突き刺した僕を、不意に柔らかな光が照らした。




「りんごくん！」




　声に驚き、僕は顔を上げた。目に映ったのは、ドレス姿の女性。剣を構えて瓦が礫れきの山を越え、キラキラと魔法の輝きを放ちながらこちらに駆け寄ってくる。それは間違い無く、僕の最愛の人。守護の対象たる、姉さんの姿だった。

「姉、さん……？」

　そんな、まさか、どうやって──あまりにも突然すぎる出来事に、僕は喜ぶ間も無く強烈な混乱を覚えた。

　一体、何が起こった？　姉さんは化物に体を貫かれ、先程まで生死の境を彷徨さまよっていたはず。気付かぬうちにネズミ仲間が姉さんを癒やしたのか？　いや違う。僕に取り付いていたネズミは未まだポケットの中で藻も搔がいている。では姉さんに縋すがり付ついていたもう一匹のネズミがか？　だがそれも、どうやら違っているらしい。姉さんを追って瓦が礫れきの上に現れた例のネズミは、今この瞬間、僕以上に驚いた顔を見せていた。

「ああよかった！　りんごくん、無事だったんだね！」

「……これは一体、どういうことだ？　僕は夢でも見てるのか？　なんで姉さんはあんなふうにピンピンしてるんだ？」

　僕は千切れかけの左手でネズミ仲間を摑つかみ出だし、こちらへ向かってくる姉さんへ向けた。僕への悪態はほんの数瞬、ネズミは姉さんの姿を見て息を飲む。それから何度も周囲を窺うかがい、感心し切ったかのような口調で言った。

「嬢ちゃん、まさかあのダメージから自力で立ち直ったのか……！」

「自力で？　おい、一体どういうことだ!?」

「ぐおっ……！　ば、馬鹿野郎！　オレを握り潰そうとするんじゃねえ！」

　その悲鳴で我に返り、僕はネズミを握る手を緩めた。ネズミはゼエゼエと息を切らしながら、言葉を続けた。

「どうしたもこうしたもねえよ！　オレはこの通りなんにもしてねえし、ミル一人じゃ異相空間転送トラン・ジアスレードも使えねえ！　ってことはよ、正直オレもビックリだが、嬢ちゃんは無意識のうちに潜在能力だけで自分自身を修復しちまったってわけだ！」

「潜在能力……」

　僕は改めて姉さんに目を向けた。傷の影響はどこにも見受けられない。それどころかヒラヒラ衣装からは血の跡さえ消えている。自己修復──姉さんは化物の一撃を全て無かったことにしてしまったというのか。魔法の力一つで、全てを元通りにしてしまったというのか。

　全身からガックリと力が抜けた。急速に熱が失われていくのを感じた。最も早はや立っていることなど不可能だった。そして床に崩れる僕の体を、姉さんが抱き上げてくれた。僕が感じていたのは、九死に一生を得たような安あん堵どであった。

「……よかった、本当によかった。姉さん、無事だったんですね……！」

「それはわたしのセリフだよ。りんごくん、こんなになるまで戦って……危ないからだめだよって、お姉ちゃん何度も言ってたのに」

　そう呟つぶやきながら、姉さんは僕の頭を撫なでてくれた。温かい。心ここ地ち好よい。その感覚はまるで、僕の体を駆動していた負の感情が全て流れ出していくかのような感覚だった。

「そうですね……ごめんなさい、姉さん」

　僕は最後の力を振り絞り、槍やりごと死にかけの化物を放った。コンクリートの床に叩たたきつけられたソレは弱々しく呻うめき声ごえを上げ、最も早はやその場にうずくまるばかりだった。すると姉さんは手を止め、見たことも無い表情でその化物を見つめた。

「……りんごくん、アイツにやられたの？」

「……ッ」

　姉さんの腕の中で、僕は首を縦に振った。姉さんは立ち上がり、剣を取った。姉さんが何をしようとしているのか、それは僕の目にもネズミの目にも、明らかだった。

「許してくれるよね、りんごくん」

「……ええ、やってしまってください。早く終わりにして、家に帰りましょう」

「り、梨り々りちゃん……！」

　ネズミの目が期待に満ちる。それもそうだろう。永らく待ちわびた瞬間だ。姉さんは化物に歩み寄り、まばゆいばかりの魔法の剣を向ける。同時に僕は思った。ああこれで、この奇妙な休日の全てが終わる──




　だがしかし、いや、これも想定内と言うべきか。振り上げた姉さんの剣が化物の首を落とすことは無かった。姉さんは剣を頭上に構えたまま、静止した。攻撃を受けたわけでもなく、化物が逃げ去ったわけでもなく、ただただ困惑した様子で姉さんは停止していた。




「……ぅ、ぁぅ……」




「り、梨り々りちゃん？　どうしたの……？」

　ネズミは問いかける。だが姉さんの反応は無い。剣を振り上げたまま、小さく震え、何もできないでいる。僕は瞬間的に、この躊躇ためらいの意味を理解した。

　姉さんは恐怖している。こんな事態に陥ってもまだ、命を奪うという行為に。そして僕は力を取り戻し、足元に転がっていた〝電撃爆槍イルミネーター〟の点火スイッチを叩たたいた。

　炸さく裂れつ音おんが一瞬、全ての感覚を吹き飛ばした。閃せん光こう。衝撃。化物の首が飛び、壁にぶつかってグシャリと潰れる。悲鳴も無く、感慨も無く、空虚な苦痛だけを残して化物は死んだ。

「……いいんですよ、姉さん。やっぱりこういうのって、僕の仕事ですから」

　僕はそう言った。それからネズミに顔を向け、こう続けた。

「クソネズミ、いい加減わかってくれ。僕の姉さんはこういう人だ。世界の平和を任せるような人じゃない。だから悪いことは言わない、他を当たってくれ。姉さんのことは忘れて、他の誰かに頼んでくれ」

　ネズミは言葉を返そうと口を開いたが、いつまで待っても声が発せられることは無かった。同様に姉さんも目をパチクリさせ、しばらく現実を受け止められずに立ち尽くしていた。




　そしてこの空間に、第三の人間がいたことを、僕は知る由よしも無かった。













　　　Phase 5.5







　僕は姉さんと最初から姉弟であったわけでは無い。だからこそ、僕は姉さんに初めて出会ったその日のことを今でもよく覚えている。

　それは今から十年前、母に連れられて訪れた公園での出来事だ。

「──あ、あのっ！」

　と、声が聞こえた。大きな砂場の真ん中、間も無く三時のおやつの時間になろうかという頃合い。ただ僕は、その声に反応しようという気になれなかった。だから無視するというわけでは無いが、「ん」という気の無い返事をして誤魔化していた。

　虫の居所が良く無かったというのが理由の一つだ。母に連れられて嫌々やってきたこの公園、大して広いわけでも無ければ目新しいわけでも無い。生来我わが儘ままな気質の強い僕には退屈極まりない。その上母といえば僕のことなど半分放ほったらかしで、見ず知らずの人間と仲良さげに話し込んでいる。

　全く、何が目的なのやら。

「はぁ……」

「あ、あのってば！」

「……なに？」

「わたしもここ、使っていい？」

　はぁ。と、僕はまた溜ため息いきを吐つく。そんなの許可を求めるようなことじゃ無かろうに。この砂場は別に僕の所有物じゃ無い。使いたければ勝手に使えばいい。なんて、自分自身可愛かわいげが無いのは重々承知だ。だから僕はその子を睨ねめ付つけ、二度と面倒な問答を持ちかけてこないように威嚇しようとした。

　だが顔を上げた瞬間、僕のそんな思いは意識の彼方かなたに吹き飛んだ。一体自分に何が起きたのか、このときの僕はそれを理解できるほど大人では無かった。

「……？　どうしたの？」

「あっ、い、いや！　なんでもない、なんでも……！」

　ドクリ、と、衝撃。僕の心臓は激しく脈打っていた。耳の先端は火を噴きそうなほど熱を帯びていた。目の前で首を傾かしげる小さな女の子は、スレ切った僕をそんなふうにおかしくしてしまうほど不思議な魅力を宿していた。

「変なの。ねえ、使ってもいい？」

「あ、う、うん……」

「ほんと？　やったぁ！」

　と、女の子は花が咲くような満面の笑みを見せた。僕はその表情を穴が空くほど見つめ、生まれて初めて自分の心の意地悪な部分を恥じた。

　それから僕とその子は日が暮れるまで一緒になって遊んだ。何も見どころの無かったはずのこの公園も、いつしか世界最高の遊園地とまで感じられるようになっていた。そして嫌々ながら帰宅の途に就き、僕は自分の手を引く母にこんなことを言った。

「僕、あの子とずっと一緒にいたい」

　どういうわけか、母はとても嬉うれしそうな顔をしていた。




　それから間も無くして、僕とその子は姉弟となった。













　　　Phase 6.0







　カチカチ、コチコチ。時計の針が鼓膜を揺らす。それから窓を叩たたく風の音と、通りを行く自動車の音。空調の作動音。

　一度気になり始めたらもうどうしようも無い。意識を背けることは不可能だ。午前二時。眠れない夜。頭には形にならない思考がちらつき、次第に横になっていることさえ苦痛になってくる。僕は真っ暗な天井を見上げ、何度目かわからない溜ため息いきを吐ついた。

「……はぁ」

　一体なんだろうか、この不眠症は。しかも今の僕は寝返りを打つことさえできないでいる。原因は左腕を捕らえる柔らかな感触。僕の肩に顔を埋うずめ、姉さんは羨ましくなるほどの深い眠りに落ちていた。

「んみゅぅ……りんごくん……」

「はいはい、なんですか？　って、寝言に返しても仕方ありませんね」

　僕は口の中でそう呟つぶやく。迷惑か？　無論、そんなことは無い。姉さんは僕のためにこうして一緒に寝てくれている。だがそういう感謝の気持ちが寧むしろ、今の僕を苦しめていた。

　姉さんの安眠を邪魔することはできない。予期せぬ結末に終わった〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟との戦いから早一週間、姉さんは未まだ怪け我がの癒え切らぬ僕のために添い寝を続けてくれている。だがそろそろ、僕も精神力の限界を迎えていた。

「……少しだけ、ごめんなさい、姉さん」

「んん……」

　僕は左手に部屋着を摑つかみ、ゆっくりと引き抜いて自分の腕とすり替えた。その行為自体は造作も無いことだ。姉さんは不機嫌そうに眉を顰しかめて小さく唸うなったが、しばらく頰に手を当ててあげると元の穏やかな表情に戻った。

「少し頭を落ち着けてきます。すぐに戻ってきますから、そしたらまたお願いしますね」

　そして静かにベッドを離れ、自室の扉を開けた。目指すは一階、父のガレージ。すると微かすかだが、姉さんの寝言が僕の背中を追いかけてきた。

「りんごくん、ごめんね……お姉ちゃんまた……」

「……いいんですよ、別に」

　だって既に、終わってしまったことだ。僕は階段を降り、物で溢あふれかえったガレージに引きこもった。




　火薬を取り出すための花火の山。それを詰めるためのパイプや空き缶の類たぐい。バラバラに分解された家電。安全装置を外された電動工具。電子基板の残骸。血ち塗まみれのブーツ。溶け落ちたナイフ。死闘の痕跡。騒動の名残なごり。

　どれもこれも、今となっては無用の長物、ガラクタの山。睡眠導入薬を口に含みながら、僕は少し感慨に耽ふけった。そして工作台に腰掛け、何な故ぜ自分がここに来たのかを考えた。答えは出なかった。ただ一方で、寝室以上の騒音に包まれながらも、現世から切り離されたかのような独特の雰囲気が今の僕には非常に好ましく思えた。




　最後の戦いから早一週間、全ての始まりから一ヶ月半、寝室にもここにも、もっといえばこの家のどこにも、あの忌いまわしき毛玉生物の姿は無かった。戦闘の後、ネズミは僕たちの前から姿を消した。そして唐突に悪夢は終わり、僕は平穏を取り戻すことができたのであった。










　ネズミは消えた。いつからいなくなったのか、なぜいなくなったのか、姉さん曰いわく『廃ビルから戻ったときにはもういなかった』らしいが、昏こん睡すい状態に陥っていた僕は確かなことを何も知らなかった。

　戦いの後、僕は三日三晩にわたって死の淵ふちを彷徨さまよった。想像には難く無いだろう。骨まで貫かれるような重傷だ。しかもあの無機質な化物にはいつも通りの毒性も備わっていて、僕は傷付けられた内臓から急激な侵食を受けていたのであった。

　正直言って、僕は死を覚悟していた。身を焼くような激痛には何度も意識を飛ばしたし、夢の中では三さん途ずの川かわをほとんど渡り切っていた。だが結局、僕の命は姉さんに救われた。姉さんは僕と同じだけ学校を休み、ベッドの上でのたうち回る僕を必死に抱き締め続けてくれていたのであった。

　つまりこちらもいつも通り、僕を癒やしたのは魔法の力だった。姉さんの心情を思えば今でも申し訳無い気持ちで一杯だ。きっと心底心細かったに違い無い。薄情ネズミは僕たちの側そばから消え、原因が原因だから医者に頼ることもできず、魔法の効力には確証も無かったはず。であるからして、僕の朧おぼろげな記憶には泣き出しそうな姉さんの顔がいくつも残っていた。

「ごめんね、りんごくん、ごめんね……」

　なんていう言葉とともに、だ。

　で、僕は復活した。そして僕たちを待ち構えていたのは、毛玉のいない平和な日々であった。

『終わってしまった』とは結局、こういうことだ。僕が死にかけている間にネズミは姿を消した。そして最愛の姉さんを戦いに誘うものは無くなり、必然的に僕も代役を務める理由を失った。ネズミが何を考えているのか、僕の吐き捨てた言葉にどれほどの意味があったのか、前述の通り僕には何もわからなかった。だが事実としてネズミは消え、僕たちは突如として平和な毎日を取り戻したのだ。それは僕にとって、至上の幸福とも呼ぶべき出来事であった。

　戦いは終わった。姉さんが傷付く可能性も、僕が怪け我がを負う必要性も無くなった。しかしそれだけで何もかも元通りになったかといえば、少し事情が異なっていた。僕にとっても姉さんにとっても、あの日の変化はあまりに急激すぎた。降伏点を超えるほどの応力が加えられ、僕と姉さんの日常には復元不可能な歪ゆがみが残ってしまった。つまりはそれが僕の不眠症の原因であり、平穏の中に生まれた新たな悩みの種であった。










「──それじゃあ姉さん、横になってください。頼みますから今日こそジッとしててくださいよ」

「うぅ……り、りんごくんこそ、今日こそくすぐったくしないでよ？　絶対だからね？」

　言いながら、姉さんはビクビクと僕の膝に頭を乗せる。三人がけのソファの上、風ふ呂ろ上あがりの姉さんは猫みたいに丸まって警戒心丸出しだ。僕はモノクル状の拡大鏡を片目に嵌はめ、細身の綿棒を構えて姉さんの耳に差し入れた。

「っ……！」

　今日は偶数月の第三木曜日、二ヶ月に一度の耳掃除の日。しかし懇願虚むなしく、姉さんは綿棒の気配を察してビクリと首を縮める。緊張の一瞬。だが僕も手慣れたもので、全神経を動員して完璧にその動きをトレースした。

　まるでロボット、精密機械の域。綿棒は未まだ、一瞬たりとも耳みみ孔あなの皮膚に触れてはいなかった。

「ほら姉さん、動かないでって言ったでしょう。中耳炎にでもなったらどうするんですか」

　僕は言う。そして今更ながら、僕は自分に備わった弟としての性能に誇らしさを覚えた。

　こんな芸当ができるのは世界で僕だけ。そう、耳とは非常に繊細な器官なのだ。ほんの些さ細さいな過あやまちですら姉さんの体を傷付けかねない。であるからして大方の想像とは異なり、耳掃除とは誰にでもできるような簡単な仕事では無かった。

「そ、そんなこと言ったってぇ……！」

「駄目です、ジッとしててください。これも全て姉さんのためなんですから。さあ姉さん、始めますよ──」

　というわけで、同じくかけがえの無い姉を持つ同志のために覚悟を持って断言しよう。君の耳かきは『間違い』だ。ではどうすればいいか。主に気を付けるべき事柄は三つあった。

　一つ目、絶対に綿棒を奥に向かって押し込まないこと。耳の奥まで落ちてしまった耳みみ垢あかを取り除くのは非常に困難であり、最悪鼓膜を冒す危険がある。僕は細心の注意を払い、綿棒の先端が一センチほどの深度に達するまで決して綿棒を触れさせなかった。

「っ、わわ……っ！」

　そして二つ目、決して力を入れないこと。耳の皮膚は非常に弱く、力加減を少し間違っただけでも簡単に傷付いてしまう。僕は綿棒が目的深度に達したことを確認してから、羽毛が触れるかのような優しさで円を描くように耳の内側を拭った。

　常に外へ向かって、優しく軽く。グリグリと刺激したほうが気持ちがいいのは知っているが、弟である僕にそういう目的は無い。姉さんはそのこそばゆさに悲鳴のような声を上げ、必死になって頭を振った。

「ひゃぁぁああ！　り、りんごくんのばか！　くすぐったくしないでって言ったじゃん！　そんなふうにこしょこしょされたら動かないなんて絶対むりだよぉ！」

「ああもう、少しは我慢してくださいよ！　子供じゃないんですから！」

　しかしそう返しながらも、長年の経験で培つちかわれた僕の耳かきスキルに死角は無かった。挿入時と同様、僕の指先は寸すん分ぶん違たがわず姉さんの挙動に追い従う。まるでロボット。精密機械。前後に動こうが左右に動こうが、綿棒が加える刺激は常に一定。優しく軽く、羽毛のように。

　右の耳が終われば次は左耳。耳かきは続く。やがて姉さんは抵抗力を失い、口元を押さえて何度も体をビクつかせた。

「ふぁっ……ん、くぅ……っ！」

　その肌は耳元からうなじにかけて真っ赤に染まり、まるで『いけないこと』でもしているかのような妖しい雰囲気が醸かもし出だされる。平日夜、二人っきりのリビング。責め苦に耐える姉さんはさしずめ囚とらわれの姫君。であれば僕は悪の拷問マシーンか何かだろうか。不本意かどうかと問われれば、僕には少し否定できない面もあった。

　ここで三つ目の注意事項を説明しよう。そもそも耳掃除は『するべきでは無い』。面めん食くらうかもしれないが、これは真実だ。元々耳には自浄作用が備わっているから、無理くり棒を突っ込んで垢あかを搔かき出だす必要は無いのである。

　ではなぜ人は耳かきをするのか。それは単に『気持ちいいから』だ。耳には迷走神経が張り巡らされ、ここを刺激すると人間は快感を覚える。いわば一種の性感帯。であるからして僕のこの行為に健康上の理由は無く、頻度も二ヶ月に一度に限定していた。

「……ふぅ。姉さん、終わりましたよ」

「ふぇっ？」

　姉さんは涙目を向けた。額に貼り付いた前髪がなんとも艶なまめかしい。僕はそんな姉さんに新たな綿棒を手渡した。太くて無骨な、薬局でまとめ売りしているような安物だった。

「さあ姉さん、次は僕の番です。優しくお願いしますよ」

　そして姉さんが起き上がったことを確認し、コテンと横になる。僕の重たい頭を姉さんの膝には乗せられないから、直接ソファの上。姉さんは綿棒と僕の横顔を交互に見つめ、最後にこれ以上無いってくらい悪戯いたずらっぽい笑みを露あらわにした。

　僕の意図。つまりそれは、一種の『ガス抜き』であった。

「お願いですから、ね？　僕は誠心誠意姉さんのために尽くしたんですから、仕返しなんて絶対に駄目ですよ？」

「……ふ、ふふふ。りんごくん、そんなのむりに決まってるじゃん。お姉ちゃんをこんなにしておいて、今更『優しくお願い』なんて都合が良すぎるよ」

　そう言う姉さんの、なんと蠱こ惑わく的なことか。ニマニマと口角を上げ、まるでおもちゃを与えられた子犬のように目を輝かせる。僕は身を固くした。拷問マシーンからテニスボールへの華麗な転身。覚悟は充分であった。

　姉さんの耳に快楽を覚えさせる必要性は僕には無い。それよりも大切なのは、姉さんの自立心を満足させること。僕は姉さんに辛つらく当たり、姉さんはそんな僕に十二分な仕返しをする。そこに日頃の鬱憤が上乗せされれば、姉さんの復ふく讐しゆうは想像を絶するほど苛烈を極める。

『りんごくん……覚悟はいいね？　お姉ちゃんの〝敏感なところ〟を弄んだ落とし前、きっちり付けさせてあげるからね？』

『そ、そんなぁ……！』

　なんて言葉は、この場を完全に掌握した姉さんの耳には届かない。姉さんは僕の耳みみ孔あなに綿棒をあてがい、焦じらすように周囲を撫なで上あげる。僕は声にならないような悲鳴を上げ、姉さんに許しを請こうような視線を向ける。しかし姉さんはそんな僕を無視し、顔中に笑みを湛たたえて僕を責めるのだ。

『だめだよりんごくん、自分の行動には責任を持たないと。お姉ちゃんをあんなふうに虐いじめて、りんごくんは一体何がしたかったのかな？』

『ね、姉さん、やめてくださ……っ、くぅ……っ！』

『あははっ！　りんごくん、そんなにここが気持ちいいの？　そんなにお姉ちゃんにいじわるされるのが気持ちいいの？　本当に気持ち悪い。気持ち悪いよりんごくん。こんな変態さんが弟だったなんて、お姉ちゃん幻滅だよ。ガッカリだよりんごくん……！』

『っ、そんな……ぼ、僕は変態なんかじゃ……、ぁ、ぁあ……アアーッ！』

（──よし来いッ!!）

　……いや、別に期待しているわけでは無い。というかいくら記憶を掘り返してみても、姉さんの仕返し程度でこんなふうに悶もん絶ぜつした前例は僕には無かった。

「りんごくん……」

　では何が僕の狙いか。簡単なことだ。不器用な姉さんは加減も知らずに僕の耳へ綿棒を突っ込み、僕は少々大げさすぎるくらいに悶もん絶ぜつする。その一瞬で姉さんの復ふく讐しゆう心しんはすっかり満足というわけで、正直かなり安っぽい策略だ。しかし今日の姉さんといえば、どういうわけかいつもと様子が違っていた。

「……」

　コショコショ、コショコショ。あえて擬音を付けるとすればそんな感じ。ズボッ！とかグリグリーッ！とか、そういうのじゃない。最初はくすぐろうとしているのかとも思ったが、どうやらそれも違う。ただひたすら『弱い』。姉さんはただただ優しく耳の中をこするだけで、そこには何の痛みも感触も無かった。

「……姉さん？」

「あわっ、ご、ごめんりんごくん！　もしかして痛かった？」

「いや全然。というか何も感じないんですが。なんですかこれは」

「何って、普通に耳かきだけど……」

「普通……」

　普通。普通って一体なんだろう。僕の知っている『普通』とは、姉さんがガス抜き作戦に引っかかって僕に仕返しを演じるというそういう一幕だ。こんな幕まく間あいのトイレ休憩みたいな展開では無い。しかしいつまで待っても姉さんの手付きは変わらず、遂ついには沈黙のままにその時間も終わってしまった。

「ふぅ……りんごくん、お疲れ様。綺き麗れいになったと思うんだけど、ど、どうかな？」

「……マジですか」

「[image: え゛]!?　や、やっぱりだめだった？　もしかしてお姉ちゃんまた失敗しちゃった？」

　なんて言いながら、姉さんは心配そうな顔を僕に向ける。僕には返す言葉が無かった。

「いや、失敗というかなんというか……」

　一体何だこれは。僕の策略はどうなった。姉さんの仕返しはどこにいった。なぜ姉さんは普通に耳かきをして、こんなふうに僕のことを心配しているのか。湧き出る疑問符は瞬時に僕の脳のう味み噌そを圧迫する。一方で姉さんはそんな僕に不安を覚えたのだろう、こんな言葉を残して逃げるように自室へと去っていってしまった。

「ご、ごめんねりんごくん！　次はちゃんとできるようにするから！」

「あっ、待ってください姉さん！」

　これじゃあ僕はマヌケもいいところだ。そして結局のところ、僕と姉さんの日常第三形態は常にこんな感じであった。

　姉さんが何を考えているのか、以前にも増して、僕にはそれがわからなくなっていた。




　思い返してみれば、僕には聞かなかったことが多すぎた。知らないままに放っておいたことが、ネズミに対しても姉さんに対しても、あまりに多かった。

「はぁ……」

　僕は息を吐ついてソファにもたれた。二階からは扉の閉められる音が響き、少しばかりの孤独が心を刺した。

　例えばネズミの思惑。なぜネズミは僕たちの側そばから去ったのか。それ以前に、なぜネズミは姉さんに目をつけたのか。姉さんに才能があったからだとすれば、なぜそんな才能を探さなければならなかったのか。あのネズミはなぜ戦う仲間を探していたのか。

　僕は何も知らない。リドレイチとかいうヤツのお仲間の言葉を考えれば、あの化物たちに狙われているのはこの世界だけじゃない。他にもいくつもの世界があのドロドロに襲われている。ではあの化物は一体何者なのか。それと戦うネズミたちは一体何者なのか。『世界を救う』とは一体どういう意味なのか。僕は何も知らなかった。

「なんだかなぁ……」

　そして姉さんは、なぜそんなネズミのお願いを聞き入れたのか。なぜあそこまで意地になって自分で戦おうとしたのか。僕にはそれもわからなかった。

　姉さんの性格を考えるに、困っている人を放っておくことはできない。しかしその困りごとも一応僕が解決していたわけで、姉さん自身が戦わなければならない理由としては薄い。それにそもそも姉さんは争いごとが嫌いなはずで、最後の化物にトドメを刺せなかったのも結局はそれが原因だったはずである。

　姉さんは誰かを傷付けることを好まない。たとえ必要になっても、そういう血生臭い騒動は全て僕の管轄だ。じゃあなんで自分が魔法少女として戦うことにあれほどこだわったのか。ネズミの甘言のせいだろうか。しかし姉さんは『梨り々りちゃんならできる！』なんて言葉で自分の主義を捨てるような人だろうか。僕には何もわからなかった。

「……だからって、今更そんなことを聞くのもなぁ」

　憚はばかられる。僕は口の中に変な苦味を感じた。だってそう、いくら悩んでみても既に終わってしまったことなのだ。今の不協和音の原因がそこにあるとは気付いていても、積極的に掘り返したい過去では無かった。それにこう言ってしまえば元も子も無いが、悩みの絶対値を比べれば以前のほうが遥はるかに大きかった。

　一ヶ月半前の僕にもう少し余裕があれば、この突然の変化にも上手に対応できたのだろう。しかし違ったのであれば、過去をいくら嘆いても無意味である。僕は必死だった。余裕なんてどこにも無かった。少しは姉さんの決意に耳を傾けていればなんて、あの頃の僕には想像すらできなかった。

　間違いか？　いや違う。僕は立派に務めを果たしたのだ。僕は自分にそう言い聞かせて、手にしていた綿棒をゴミ箱に放った。綿棒は見事なアーチを描き、ゴミ箱の角に当たって床に転がった。玄関のベルが鳴ったのは、丁度そのタイミングだった。




「やっほー、臨りん吾ごくん。遊びに来たよ！」




　間違いか？　いや違う。しかしこれは想像したくも無い展開だ。僕はショックで心臓が止まるかと思った。玄関扉を開けた僕の目の前、快活そうな笑みを浮かべるその女子は、今の僕が宇宙で一番会いたくない人物であった。




「……何しに来たんですか、会長」




「だから言ったじゃん、遊びに来たって。全く、ジョーシの言葉は一字一句心を込めて聞き取らなきゃダメじゃない」

「誰が上司ですか、誰が」

「似たようなもんでしょ。っていうか、あれ？　臨りん吾ごくん今一人？　愛いとしのお姉さんも一緒にいるかなーって思ったんだけど……まいっか。上がるね？」

　と、言うが早いか会長は魔法のような素早さでブーツを脱ぎ去り、僕の背後に立つ。そして僕の腕をむんずと摑つかみ、真まっ直すぐリビングへ。まるで幼おさな馴な染じみの家にでもやってきたかのような迷いの無さだが、僕の記憶が正しければ会長がここに来るのは初めてのはずであった。

　恐らく学校帰りでは無いのだろう。私服姿がいつもよりちょっと可愛かわいらしい。それから会長は僕の体を投げ飛ばすようにソファへ座らせると、腰に手を当てて目の前に立ち塞がった。

「臨りん吾ごくん、休みすぎ。一体これで何日目？　いいかげん私の我慢も限界なんだけど」

「……仕方がないでしょう、こればっかりは。事情はちゃんと話してあるはずですが」

　なるべく平静を装よそおい、僕は返す。しかし会長は僕の反応も想定の範はん疇ちゆうといった様子で、自信に満ち満ちた表情を少しも崩すことなくこう続けた。

「病気のこと？　盲腸だっけ？　あっはっは、臨りん吾ごくんも地味な噓うそを思い付くね。どうせならもっと珍しい病気にすればよかったのに。それともお姉さんの発案かな？　学校に電話してきたのは梨り々りさんだったみたいだし。いずれにしろ臨りん吾ごくん、わかってるでしょ？　そんな噓うそで私を騙だませるだなんて──」

　ギラリと煌きらめく会長の視線。僕は反射的に顔を背けた。これではまるで、まな板の鯉こい。まるで心の奥底まで見透かされているようだ。早速ではあるが、僕は負けを認めざるを得なかった。

「──甘すぎる、よ」

「…………ハァ、流石さすがに貴女あなたには通じませんか」

「まあね。でも一応信じてみようとは思ったんだよ？　市内の病院は全部調べたし、生徒会の皆に梨り々りさんの後を付けさせたりもした。あの子たちには悪いことしちゃったかな。結果がわかってるのに無駄な苦労をさせちゃって」

　言いながら、会長はどこか嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。付き合わされた生徒会の仲間たちのことを思うと、少しではあるが胸が痛んだ。

　そう、僕は最後の戦いから今に至るまで長らく学校を休んでいたのであった。主な理由は言わずもがな、全身に負った戦闘の後遺症。しかし仮病を使って休んでいたという事実に変わりは無いわけで、僕には会長に対する負い目があった。そしてその負い目が、後になってわかったことだが、会長の思惑を僕の認識から覆い隠していた。

「皆、積極的に動いてくれたよ。多分私のせいだけじゃ無い。皆にとっても臨りん吾ごくんは掛け替えのない仲間だから、心配だったんだと思う」

「……珍しいですね。皆はともかく、貴女あなたがそんなことを言うなんて」

「そうかな？　これでも私、自分のことは結構情に厚いほうだと思ってるんだけど」

「ご冗談を。それで会長、本当は一体どういう用件なんです？　僕を連れ戻そうとしていたのならとんだ無駄足でした。僕はもう回復しましたから、明日にも学校に──」

「ううん、そうじゃない。学校がどうのこうのなんて正直どうでもいいの。つまらない噓うそ、そろそろ終わりにしてもらおうと思って」

　そう言うと、会長は肩にかけていたメッセンジャーバッグを下ろしてテーブルに置いた。少しの気遣いも無く、違和感を覚えるほど乱雑に。何か重い物でも入っているのだろう、ゴトリという振動がテーブルの足を伝って床に響いた。

「……会長？」

　そして不穏に気付いたのだろう、二階で扉の開く音がした。それからトントンと階段を踏む音。「りんごくん、どうしたの？」という姉さんの声も。会長は腰を下ろし、待っていた。モコモコパジャマの姉さんが現れるまで、相変わらずの笑みをたたえたままじっと待っていた。

　会長の姿を前に固まる姉さん。沈黙の一瞬。それを一いち瞥べつして、会長はバックルに手をかけた。

「これが何か、臨りん吾ごくんと梨り々りさんにはわかるよね？」

「ッ……!!」




　果たして取り出されたのは、肉厚の巨大な容器。中にネズミを閉じ込めた、光り輝く透明なガラスビンだった。




「……ミルク、ちゃん？」

「！　……──！　……！」

　ネズミは怒ったような表情で何度もビンの内側を叩たたいているが、音は無い。声も同じだ。僕は事態も飲み込めぬまま、会長に向かって呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……これは一体、どういうことです？」

「どうもこうも無いよ。私は知るべきことを知った、それだけのこと」

「……っ！」

　姉さんは咄とつ嗟さにネズミのビンを摑つかみ取とろうとした。が、相手は会長。そこには少しの油断も無い。会長に指先一つでガラスビンを逸そらされ、姉さんはあえなくテーブルにつんのめった。

「ダメダメ、この子は私のペットなんだから。勝手に触ろうとしないでよ」

「ち、違う！　ミルクちゃんはわたしの友達だもん！　そんなふうに閉じ込めるなんて酷ひどすぎるよ！」

「そーかな？　ハムスターって狭いところのほうが落ち着くっていうし、結構快適なんじゃないかなーって思うんだけど。さっきもチーズあげたら凄すごい喜んでたし」

　言いながら、会長はガラスビンを手の中で転がすようにクルクルと回した。当然ビンの中ではネズミの体が乾燥機に入れられた洗濯物のようにゴロゴロと転がる。単なる手慰みなのか、何らかの意図があるのか、会長の真意はわからない。しかしネズミにそんな仕打ちをしながらも、会長は僕に向かってクスリと微ほほ笑えんでみせた。

　僕は瞬間的に視線を巡らせた。が、ネズミの体に外傷の類たぐいは見当たらなかった。それどころか不自然なことに、僕の目には前より少し太っているようにさえ見えた。

「あわわっ！　や、やめてよ！　ミルクちゃんが可哀かわい想そうでしょ！」

「そーかなー？　ハムスターって回し車とか大好きだし、結構楽しんでるんじゃないかなーって思うんだけど。運動不足解消にもなりそうじゃない？」

「そ、そんなことあるわけ無いでしょ！　意地悪もいい加減にしてよ！」

「なら私のこと、力尽くで止めてみてよ」

　そう言った会長の目が、真剣さを宿して水晶のように煌きらめいた。冷たく、深く。僕はこの期に及んでようやく、事の重大さと会長の真意に気付いた。会長は知るべきで無いことを知ってしまった。そして気付くには遅すぎた。

　姉さんの体が淡く輝いた。未いまだかつて見せたこともないような怒りを纏まとって。その瞬間にはもうモコモコパジャマなど存在せず、力の象徴ともいうべき魔法のドレスが姉さんを覆っていた。振り上げられた剣は爛らん々らんと光を放ち、悲痛な叫び声とともに瓶の口へ向かって円を描き、遂ついには網膜を焼くほどの激しい火花を散らした。




　それは金属同士が触れ合う衝撃。ビンは未まだ、会長の手の中でネズミを封じ込めていた。線のごとく細身の槍やりが、会長の武器が、姉さんの一撃を受け止めていた。




「──ようやく、だね。何が噓うそで何が本当か、これでハッキリした」

　会長は言った。大人びたパンツスタイルの会長の姿もまた、もうそこには無かった。フリルに満ちたスカートも、全身を装飾するリボンも、何もかもが姉さんと同じだった。全てが水色に淡く輝き、冷たさと可か憐れんさが奇妙な不協和音を奏かなでていた。

　僕は言葉を失っていた。会長は魔法少女になっていた。
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「さーて！　それじゃあお互いの正体もわかったところで、そろそろこの子に説明してもらいましょーか！」

　会長は手元の一振りで姉さんの剣を弾はじき返かえした。脈打つような槍やりの輝きは姉さんのものより数倍強い。そして円を描くような手て捌さばきでビンの口を切りつけると、ネズミを閉じ込めていたブリキの蓋が音も無く消失した。

「み、ミルクちゃん！」

「梨り々りちゃん！　ああよかった、二人でいきなり斬り合い始めるから何事かと思ったよ！」

　ネズミは言いながら、すぐさまビンを倒して這はい出でてきた。そして怒り顔を会長へ向けると、こんなふうに叫んだ。

「京きよう華かちゃん！　ボクをからかうのもいい加減にしてよ！　もう少しで全身ゲロまみれになるところだったじゃないか！」

「あはは、ごめんごめん。後でミルくんの好きなチーズケーキ買ってあげるからさ、そんなに怒らないでよ」

「チーズケーキ……って、これはケーキくらいで済まされるような問題じゃないよ！　一体京きよう華かちゃんは何を考えているんだい!?　離断結界エストラーゼでボクを閉じ込めたり、意味も無く梨り々りちゃんと喧けん嘩かし始はじめたり、こんなの〝救メ世シ者ア〟として言語道断だよ！」

「〝救世者〟ぁ？」

　思わず反応した。ネズミの発言に驚いていたのは姉さんも同様だった。

「ミルクちゃん、そ、それってどういうこと？　この子もミルクちゃんから魔法の力を貰もらったの？」

「そーゆーこと！　ってわけだから梨り々りさん、これからよろしくね？　私、貴女あなたと同じ魔法の戦士になっちゃったから」

「そんな……っ！」

「ッ、おいクソネズミ！　これは一体どういうことだ!?　五秒以内にキッチリ説明できなければこの場でお前を捻ひねり殺ころすぞ！」

「ああもう、皆落ち着いてよ！　せっかくの顔合わせなのにどうしてこんなことになっちゃってるのさ！」

　天を仰いでネズミは叫んだ。ビンの中を縦横無尽に転がり続けたせいか、全身の毛は悲惨なくらいにボサボサだった。僕と姉さんはすぐに口をつぐみ、困惑のままネズミの言葉を待った。

「……しばらく留守にしててゴメン、梨り々りちゃん。ボクは梨り々りちゃんと、こんなことは言いたくないけど臨りん吾ごくんのために、一緒に戦ってくれる仲間を探してたんだ。梨り々りちゃんが本当の力を使えるようになるまで、この世界を守れるように。紹介するよ。と言っても、二人には今更かもしれないけど──」

　そしてネズミは会長を指し示す。会長はいつものように悪戯いたずらっぽい笑みを見せ、レースの手袋に包まれた手をヒラヒラと振った。

　噓うそだ、そんなの、ありえない──僕は息を飲んだ。喩たとえるならばそれは、巨大な金かな槌づちで頭蓋骨を叩たたき潰つぶされるかのような衝撃であった。

「獅し子し堂どう京きよう華かちゃん。僕たちへの協力を快諾してくれた、新しい仲間だ」

「……じょ、冗談だろ？」

「何よその顔。せっかくこの私が手伝ってあげようっていうんだからさ、もっと喜んでくれてもいいんじゃない？」

「喜べるわけ無いでしょう！　会長、貴女あなたは自分が何をしているのかわかってるんですか!?」

「勿もち論ろん。言ったでしょ？　知るべきことはこのハムスターさんから全部教えてもらった。臨りん吾ごくんがどうして生徒会に来ないのかも、全身傷だらけなのかも。見過ごせるわけ無いじゃん。っていうか私には、臨りん吾ごくんのほうこそ自分のしていることがわかってないように思えるんだけど」

　そう言って会長は槍やりの先端をヒョイと僕へ向ける。姉さんが小さく悲鳴を漏らした。

「本当に筋金入りのシスコンだね。まさかここまでだったなんて。臨りん吾ごくん、代わりに戦ってるんでしょ？」

「代わりに？」

「梨り々りさんの。とぼけないでよ」

　会長の槍やりが、僕のＴシャツにチョンと触れた。たったそれだけで、僕の寝間着は光の粒となって胸元から大きく消失した。

「ッ……！」

　咄とつ嗟さに僕は両腕を引き寄せ、会長の視線から毒液の痕を隠した。その女子っぽい仕草が故か、会長は目を輝かせてとても楽しそうに笑っていた。

「な、何をするんですか会長！」

「あっはっは！　そんなに照れなくてもいいじゃん、臨りん吾ごくんってばかわいーんだから。まあでもこれで、私の言いたいことはわかったでしょ？」

「わかるわけ無いでしょう！　貴女あなたは変態か何かですか！」

「えぇー、察しが悪いなー。じゃあもうちょっとわかりやすくいこうか」

　そう言って会長は立ち上がる。今度はその目がネズミに注がれていた。

「ミルくん、お待たせ。そろそろ行こっか」

「お待た、せ？　……はっ！　そ、そうだ！　すっかり忘れてた！」

　ネズミは慌てて毛並みを直す。それから差し出された会長の手に飛び乗り、腕を伝って肩の上へ登った。悪い予感がして、僕は言った。

「……まさか、また現れたのか？」

「その通り。ここしばらくはボクたちが戦わなきゃならない相手も他の文明空間ジ・レに肩代わりしてもらってたんだけど、どこにも余力は無くてね。もうそれも限界なんだ。梨り々りちゃん、急なことばかりで申し訳無いけど、今度こそ一緒に戦ってくれるね？」

「え、あっ──」

　突然話を振られたからだろう、姉さんは返答に詰まった。すると間かん髪はつ容いれずに、会長は笑みを消してこんなことを言った。

「その必要は無いよ。今日は私と臨りん吾ごくんだけで充分だから。っていうかこれからずっと、足手まといなんていらないから──」

　そして流れるような動きで僕を蹴り飛ばす。何が起こったのか、何をされたのか、壁に叩たたきつけられてもまだ僕にはわからなかった。僕の目は姉さんの胸元を摑つかんで引き寄せる会長と、そんな会長に耳打ちされて大きく目を見開く姉さんの姿を捉えていた。

「──ってこと。ねえ、わかった？」

「ッ……か、会長ぉ……！」

「ゴメンね臨りん吾ごくん。でもこれで準備は整った。さあ、一緒に世界を救いにいこう？」

　会長は僕の体を引っ張り起こし、廊下を引きずって、まるでこの家の全てを知っているかのようにガレージへ向かって突き飛ばす。僕はすぐに反抗しようと口を開きかけたが、魔力を宿して爛らん々らんと輝く会長の目がそれを許さなかった。

　魔法少女に選ぶのなら、これほどの適任はいないだろう。ファンシーなフリフリ衣装に包まれてなお、会長は痺しびれるような精強さを滾たぎらせている。正直言って仲間となった僕でさえ、恐怖を感じるほどであった。

　意味がわからない。これは一体、どういう事態だ。僕の頭は未いまだ困惑に満ちていた。僕と姉さんの悩みのド真ん中に、考えもしなかった人物が現れた。僕と姉さんに訪れた変化のうちで、これほど動揺させられたことは他に無かった。

「早くしてよ、臨りん吾ごくん。逃げられちゃったら私知らないよ？」

「クソ……ッ！」

　僕は急いで装備を身に着けた。オートバイ用のプロテクターやら雑誌やら、ノコギリやらチェーンやら。そして準備を整えた僕の腕を、再びむんずと会長が摑つかむ。やんぬるかな。ブーツを履いたままドタドタと廊下を駆けさせられ、僕の目には涙を浮かべた姉さんの顔が映った。

「りんごくん、あ、あの……っ」

「……行ってきます、姉さん」

　そして会長に引かれるがまま、僕は久方ぶりの化物と対たい峙じすることになった。




　それは少し懐なつかしささえ感じる姿だった。近所の公園、滑り台の頂上に鎮座していたのは目玉だらけのサンショウウオ。僕と姉さんが初めて出会った脅威、〝ＭＯＮＩＴＯＲ〟の巨体であった。

「グル……ルルル……」

「おいミル、遅ぇぞ！　一体どこで油売ってやがったんだ！」

　物陰に隠れていたリドレイチが僕たちに気付き、苛いらついたように叫んだ。そしてキョロキョロとこちらに向かって視線を巡らすのは、恐らく姉さんの姿が無いことを訝いぶかっているのだろう。しかし今、その経緯について問答をしている暇は僕にもネズミにも無かった。

　僕たちの到着に気が付いたのは敵も同じだった。化物は全身の目玉を向けて地鳴りのように咆ほう哮こうし、毒性物質を放出。数瞬のうちに滑り台は溶解し、大地のシミと化して化物の体を地に降ろした。

「うわぁ、キモっ！　臨りん吾ごくん見てよアレ！　なんかキモすぎて逆に笑えてこない？」

「……余裕そうですね、会長。もしかしてこれが初めてじゃ無いんですか？」

　僕はバッテリー式の丸ノコギリを胸元に構えながらそう尋ねた。少々希望を込めた質問だ。〝ＭＯＮＩＴＯＲ〟は最下層の敵──とはいっても、それは他の化物と比べての話。一撃で殺されかけたこともまだ記憶に新しい。挙げ句僕は本調子からは程遠く、急ごしらえで装備も貧弱だった。

　勝てるかどうか、このまま自分一人じゃ可能性は五分。だが家でのネズミの言葉から察する通り、会長の答えは『否』であった。

「んーん、これが初めて。っていうかミルくんに会ったのも昨日のことだし。だからちょっとお願いなんだけどさ、最初は臨りん吾ごくんに〝お手本〟を見せてもらえないかな？」

「お、お手本？」

「そ。あるいは臨りん吾ごくんの〝実力〟とでも言うのかな？　まあなんでもいいと思うけど、そろそろお喋しやべりしている時間は無さそうだね。アイツ、来るよ──」

「ッ！」

　震え上がる化物の姿を見て、僕は咄とつ嗟さに会長を突き飛ばして地面に伏せた。直後、黒い塊が粘性物質の尾を引きながら頭上を掠かすめる。安直な突進攻撃。しかし直撃を避よけてもなお、雨のように降り注いだ毒液が僕の背中を焼いた。

「ぐぁ……！」

「ガアアアァァァァァ──！」

　前足を軸に、化物は反転。眼球の焦点はぶれない。土煙が立ち込め、それを化物の尾が弧を描くように切り裂く。恐怖心を撫なで上あげるような轟ごう音おん。会長は無事か。確認している余裕は無い。僕は地面を転がって背中に付着した毒液を拭った。瞬間、巨体を軋きしませて跳躍する化物の姿が目に映った。

「ァァァァアアアア[image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛]！」

　その高さ、おおよそ五メートル。狙いは僕。悪お寒かんとアドレナリンが全身を巡る。目測数百キロ。圧おし潰つぶされたらひとたまりも無い。僕の体は思考よりも先に動いた。

「させるかぁぁぁあああああ！」

　足を引き寄せ、胎児のように丸まって首元に体重を集中させる。痛みは無視。板バネのように伸び上がった体は化物の落下を躱かわし、その勢いに乗じて僕は丸ノコを振るう。

「ウォォォオオオオオ！」

　勢いは充分。引き続けられたトリガーにより回転速度も最大限。搔かき上あげるような一撃は化物の体表を這はい、一メートルにも及ぶ裂傷を刻む。効果はいかほどか。同時に傷口からは毒液が噴き出す。しかし勝機を感じるよりも早く、化物の尾が僕の腹部を打ち付けた。

「[image: ァ゛][image: ァ゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛]！」

「ぐ──ッ！」

　歪ゆがむ視界。骨の奥まで浸透する衝撃。二度、三度、地面をバウンドする僕の体。吹き飛ばされた僕は喉が塞がる感覚を覚え、地面に手をついて何度も咳せき込こんだ。

「ゲホッ、くそ、ゲホッ……！」

「グルル……ゥウウウ……」

　吐き出されたのはドス黒い血液だ。止とめど無なく溢あふれ出だし、ボタボタと公園の地面にシミを作る。内臓のどこかをやられたに違い無い。全身から力が抜けていく。丸ノコは既に手元に無く、無残にひしゃげて僕と化物の間に転がっていた。

「クソ、こんなところで……！」

　死ぬわけにはいかない。僕は様子を覗うかがう化物を睨ねめ付つけ、拳で心臓を叩たたいた。こんなところで死ぬわけにはいかない。残る武器はナイフとチェーン。あまりにも貧弱。だが勝ち目が無いわけではないはず。僕は片腕にチェーンを巻き付け、ナイフを握って立ち上がった。

「来いよ、バケモノ……僕を殺しに来い……ッ！」

　開けた公園、逃げ場は無い。勝負は一瞬。闘争心を漲みなぎらせ、大手を広げる僕。化物は毒液を垂らしながら全身を震わせた。

　チェーンを巻いた左腕で突進を受け止め、ナイフで急所を抉えぐる──作戦は単純。あとは気力の勝負。死んでたまるか。勝つのは僕だ。僕には帰りを待つ人がいる。しかしその考えがむしろ、これまでの覚悟との違いを浮き立たせた。

「ウウゥゥゥ……──」

　何な故ぜ、僕は死んではならないのか。何な故ぜ、生きて帰らなければならないのか。これまでの僕は死んでも構わないと思っていたはず。命を捨ててでも果たしたい想おもいがあったはず。だからこそ僕はどんな重傷にも耐えられ、自分の何倍も強力な敵を倒すことができていたはず。

　では、今のこの状況はどうか。今の僕にとって、戦う理由とは一体なんだろうか。僕が守るべき人は、今この瞬間、この戦場にはいなかった。

「……姉さん」

　僕は呟つぶやいた。そしてこの困惑が、気力頼りのこの戦いでは命取りであった。僕の反応は完全に遅れていた。気付けば轟ごう音おんを唸うならせ、化物の巨体が目の前に迫っていた。死を覚悟する暇すら無かった。ただ、これもかつてとの違いだが、僕にはその必要も無かった。

　僕と化物の間に一筋の光が割り込んだ。化物の巨体は結局、その一線を越えることはできなかった。

「──何ボーッとしてるのよ、臨りん吾ごくん。まさかまたお姉さんのことでも考えてたの？」

　眩まばゆい閃せん光こうを携え、会長は言った。不敵な笑みが、挑戦的な視線が、僕と化物を順番に捉えていた。

　光の正体。それはつまり、魔法の長ちよう槍そう。力を加えるわけでも無く、緊迫感を覗のぞかせるわけでも無く、ただただ片手で軽く握っただけ。たったそれだけの一振りで、会長は化物の突進を押おし留とどめていたのであった。

「ガアァァ……！」

「全く、これじゃあ全然お手本にならないじゃん。臨りん吾ごくんってばしょうがないんだから」

　そして次の瞬間の光景は、更に驚くべきものだった。躍るように鮮やかな一いつ閃せん。会長は槍やりを振るった。同時に雷鳴のような轟ごう音おんが響いた。爆発的な光線放射が周囲を照らした。残響のような熱波の中、星ほし屑くずのような光の粒だけがそこに残っていた。

　化物の姿は消えていた。断末魔の叫びも無かった。毒液の痕跡も無かった。僕は目の前の現実を理解するのにしばらくの時間を要した。そしてこの意味を理解した後も、自分の感情を言葉にすることはできなかった。

「……これが、魔法の力……」

　たった一撃で、会長は化物を消し去った。僕はその本当の力を、今この瞬間、初めて目の当たりにしたのであった。













　　　Phase 7.0







　魔法の力。ネズミが与えた力。世界を救う力。僕を癒やし、化物を一瞬で消し去り、僕と姉さんの小さな平和を微粒子レベルまで粉砕する強大な力。その正体について、断言しよう、僕が知ることは何も無かった。

「やああああぁぁぁぁぁぁ──！」

　と、掛け声一つ、会長は閃せん光こうを迸ほとばしらせながら飛び上がる。衝撃的な告白から三日目の夜、三夜連続の戦場の真ん中。生身でそれを見つめる僕には最も早はや、無力な傍観者以外に務めるべき役割も無かった。

「……兄あんちゃん、巻き込まれないように気をつけろよ？」

「わかってるさ、それくらい」

　僕は頭上のネズミに向かって答えた。リドレイチはフンと鼻を鳴らすと、それ以上何も言わずに会長の戦闘を眺めていた。

　思い返せば『魔法』という呼称さえ僕が与えたものだ。初めて戦闘ドレス姿の姉さんを目の当たりにしたその瞬間、僕の脳裏には子供の頃に姉さんと見ていた日にち朝あさアニメの一幕が浮かんだ。それはマスコットを肩に不気味な怪人と戦う女の子。傷だらけになりながら世界を守る武闘派ヒロイン。かつての姉さんの憧れであり、将来の夢だった。だからこそ僕は反射的に姉さんの力を『魔法』と呼んだ。フリル満載の可愛かわいらしいドレスは今でもなお、僕の中で姉さんの夢と強く結びついていたのだ。

　では果たして、ネズミが与えたこの力はかつての姉さんが憧れたものと同じだったのだろうか。心の底から欲ほつしたものと同じだったのだろうか。目の前で蹂じゆう躙りんされていく敵の姿を見て、僕にはその問いに対する答えも無かった。

　会長の体は重力を無視して舞い上がり、背中に爛らん々らんと輝く光の翼を躍らせる。計六枚。夜空を覆い尽くして燦さん然ぜんと輝く。見た目にはまるで天使。しかし僕が感じるのは畏怖の念そのものだ。昼間のような明るさの中、羽の間から雷鳴のような轟ごう音おんを轟とどろかせ、会長は不気味なくらいに余裕の笑みを零こぼしていた。

「あはっ、ザコばっか！　私に抗あらがおうなんて百年早いんだから！」

　そして稲妻のような槍やりを振るい、会長は隕いん石せきのごとく地上の化物を襲う。敵の数はおよそ十体、中には援戦種オビザービアンの姿もある。だが会長の初撃を受けて生き残ることができたのは僅か二体にすぎなかった。大気が核分裂を起こしたかのような衝撃は深々と地面を抉えぐり、アスファルトを粉ふん塵じんに変えて僕たちを包んだ。

「ッ、すげぇなこりゃ……！」

「さあトドメよ！」

　翼のはためきと共に、会長の声が響いた。僕には直視することさえできなかった。雷鳴が二発、虚こ空くうを引き裂いた。化物たちの命運はそれまでだった。数分の時を要して晴れた煙の向こう、僕の目に映ったのはハツラツとした会長の姿だけだった。

「っ、くぅぅぅぅ～～！　快、感っ！」

「おつかれさま、京きよう華かちゃん。すっかり相極重畳干渉ポート・ボルデイアートにも慣れてきたみたいだね。調子はどう？」

「もう絶好調だよ！　なんだか体の底から力が湧いてくるって感じ！」

　そう言って会長は巨大な翼を震わせる。光だけで構成された質量の無い翼。戦いの中で獲得した新たな力。そのあまりの鮮烈さに目め眩まいを覚え、僕はフラフラと近くの瓦が礫れきの上に腰を下ろした。




　果たして姉さんとは何が違うのか。たった三日。たった三回。それだけで会長はネズミの力を完全に自分のものにしていたのであった。




「ホント、こんなに気分がいいのは久しぶりね。久しぶりにゾクゾクしすぎて脳のう味み噌そがとろけちゃいそう。今なら世界征服もできちゃいそうってくらいに気分がいいわ。最高よ」

「世界征服って……京きよう華かちゃんがそれを言っちゃダメじゃない」

「ものの喩たとえよ、喩たとえ。でもホント、すごい力だわ。これって一体何がどうなってるの？」

「うーん、説明するのは難しいんだけど……」

　ネズミは顎に手を当て、しばらく考え込む。そして思考の隅から言葉を搔かき出だすかのような口調でこんなふうに言った。

「簡単に言えば、ボクたちの文明の基盤技術を京きよう華かちゃんにも使えるようにしたんだよ。深層心理をボクたちの文明空間ジ・レと繫つないで、異相干渉の力を無意識から引き出せるようにした。ボクたちの最新技術だ。京きよう華かちゃんは今、ボクたちの文明空間ジ・レを通じて空間が持つ『波の性質』を制御できるようになっている」

「へぇー……って、全然わからないわね。つまりどういうこと？」

「つまり嬢ちゃん、アンタはある程度この空間を自分の思い通りに弄いじれるようになっちまったってわけだよ。縮めたり伸ばしたり、引き裂いたり穴を開けたり。もちろんなんでもできるってわけじゃないが、そうやって空間断層アルマージを生み出すくらいは朝飯前だってことだ」

「アルマージ？」

「背中で光ってるソレだよ、ソレ。おっかねえ。そいつは羽なんかじゃ無いぜ、言わば空間の『裂け目』ってヤツだ」

「[image: え゛]、マジ？　これが？」

　会長は驚いた様子で翼を振る。瞬間、バチバチという騒音が鼓膜を突いてネズミたちが飛び上がった。

「ふ、不意打ちはやめてくれよ……ったく、心臓に悪いったらありゃしねえ。そいつに触れたらオレたちだってタダじゃ済まないんだぜ？」

「京きよう華かちゃん、その空間断層アルマージは京きよう華かちゃんがボクたちの力を使いこなし始めた証拠だ。京きよう華かちゃんの異相干渉が空間を歪ゆがめて、その中心に亀裂を生じさせている。そうやって光っているのも裂け目で発生する電磁波が原因なんだ」

　と、言われてみれば確かに会長の翼は少々歪いびつだった。喩たとえるならば氷河のクレバス。鳥の羽ともコウモリの羽とも違う。『空間の裂け目』という表現は、理屈は少しもわからないがなんだか妙に合点がいった。

「ふーん、なんだか物騒ね。もうちょっとメルヘンチックなものだと思ってたのに。まあでも、なんでもいっか。気分がいいのは確かなことだし。ストレス解消になるならこの際なんでもいいわ。特に最近は誰かさんのシスコン病に悩まされっぱなしだったから。ね？　臨りん吾ごくん？　そうでしょ？」

「……知りませんよ。っていうか僕のせいにしないでください、悩んでくださいなんて頼んだ覚えは一つも無いんですから」

　僕は言った。するとそのつっけんどんな返答が気に入らなかったのだろう、会長は翼をはためかせて僕の額に強烈な蹴りを見舞った。

「──とぉっ！」

「ふごッ……！」

　なんて、痛いどころの騒ぎじゃない。正直首の骨が折れるかと思った。

「ッ、な、何をするんですか会長！」

「ふん。意地悪ばっかり言う臨りん吾ごくんが悪いんだからね。頼まれてなくたって心配するに決まってるじゃん。臨りん吾ごくんは大事な副会長さんなんだからさ」

「だったらもっと労いたわってくださいよ！　蹴り飛ばす必要なんてどこにありますか！」

「あるよ。だって臨りん吾ごくん、なんにも反省して無さそうなんだもん。心ここにあらずって感じでさ。今の戦いもちゃんと見て無かったんじゃないの？」

　と、会長は仰あお向むけになった僕に自慢の槍やりを向けた。もちろん敵意は無いわけだが、太陽みたいな閃せん光こうは威圧感満載。しかもこんな夜よ更ふけじゃ目に毒というわけで、頭にしがみついていたリドレイチはそそくさと僕の側そばを離れた。

　見ていなかったなんて、そんなこと、あるはずが無い。会長の戦いは無視できるほど穏やかなものでは無かった。そして前述の通り、僕には他にすることも無かったのであった。

「はぁ……ちゃんと見てましたよ。見事な戦いぶりでした。飛んで、光って、一瞬で皆ブチ殺して、正直怖いくらいでしたよ。流石さすが会長って感じです」

「そう？　ふふっ、ありがと。そんなふうに褒められるとなんだか照れるなぁ～」

「いや、別に褒めたわけじゃないんですが……貴女あなたは悪魔か何かですか」

「似たようなものでしょ？　今の私は『魔法の戦士』なんだからさ」

「はぁ……」

　まあ確かに、間違いでは無い。というか同じく敵を殺してきた僕にとやかく言う権利は無いはずだ。しかし相手は会長、僕が返答に詰まれば先回りしてこんな言葉が飛び出た。

「それとも臨りん吾ごくん、私がアイツらに情けをかけるところが見たかったの？　どこかの天使さんみたいに見逃すところが見たかったの？　なら最初に言ってよ。臨りん吾ごくんが泣いて頼むのなら半殺し程度で済ませても良かったんだからさ」

「ちょ、やめてくださいよ！　そんなこと僕が求めるわけ無いでしょう！」

「じゃあ何が不満なの？　ハッキリ言ってくれなきゃわからないじゃない」

「なら言いますが……会長、僕がここにいる意味ってなんなんですか？」

　少々苛いら立だち混じりに僕は返した。すると会長は意外にも、小首を傾かしげて姉さんみたいにキョトンとしていた。

「ここにいる、意味？　臨りん吾ごくんが？」

「ええ。こうやって何もせず、ただ呆ぼう然ぜんと会長の戦いを眺めている意味です。会長が強いのは充分わかりました。姉さんにできないことができるってこともわかりました。それ以上、僕に何を望みですか？　こんなふうに僕を連れ出して、会長は一体何がしたいんですか？」

「お、オイオイ、喧けん嘩かはやめてくれよ？」

　と、リドレイチは心配顔を覗のぞかせる。しかし相変わらずそれ以上何を言うわけでも無い。僕は槍やりを払はらい除のけ、体を起こして会長と向かい合った。

「そろそろ僕を解放してください。僕は貴女あなたのおもちゃじゃ無いんですから」

「え、そうなの？　そしたら臨りん吾ごくんは一体誰のおもちゃなのかしら？　梨り々りさん？　それともハムちゃんたち？」

「誰のおもちゃでもありませんよ！　僕は僕です！　変なこと言わないでください！」

「変でも無いでしょ。だって私には、臨りん吾ごくんが望んでそういう役割を演じているようにしか見えないもの」

　そう言う会長の態度は、不自然なくらいに毅き然ぜんとしていた。僕は負けじと言葉を重ねて反論したが、結局は鉄のようなその心理障壁に全て跳ね返されてしまった。

「ねえ臨りん吾ごくん、キミってもしかして、自分がなんのために戦ってきたのかも知らないんじゃないの？」

「は？　なんのために？　そんなの決まってます！　姉さんのために、姉さんの代わりにこの世界を守るために戦ってきたんです！　貴女あなたと動機は違うかもしれませんが、自分のしていたことくらいちゃんとわかってるつもりです！」

「強がりはやめてよ。臨りん吾ごくんは何も知らない。何も知ろうとしなかった。多分興味が無かったから。お姉さんのことで精一杯だったから。図星でしょ？　だから臨りん吾ごくんは『この世界』っていう言葉の意味すら知らずに戦ってたんだよ」

「はぁ？　『この世界』？」

「そう、『この世界』。それって一体、どこからどこまでのことなのかな？」

　言いながら、会長は不敵な笑みをネズミに向けた。するとどういうことだろう、ネズミの毛並みが汗でしっとりと湿り始めた。

「あ、あはは……京きよう華かちゃん、そろそろいいんじゃないかな？　リンゴくんも困ってるみたいだし、こんなふうに詰きつ問もんしなくても……」

「そういうわけにもいかないでしょ、臨りん吾ごくんも仲間なんだからさ。ねえ臨りん吾ごくん、『この世界』って一体どういう意味？　私たちが生きてるこの文明空間ジ・レのこと？　それとももっと広い世界のこと？　臨りん吾ごくんは何を守ってたの？　なんのために戦ってたの？　知らないのなら、知るべきじゃない？　直接聞ける相手がここにいるんだからさ」

「ちょ、京きよう華かちゃん！」

「ッ──！」

　僕は駆け出し、ネズミに向かって手を伸ばした。無論、すぐに捕まるような相手では無い。ネズミは数歩先へ瞬間移動して地面を駆ける。同時に背後で雷鳴が轟とどろき、会長の体が宙に浮かんだ。

「あはっ！　臨りん吾ごくん、頑張らないと逃げられちゃうよ？　私と違って臨りん吾ごくんはフツーの人間なんだからさ」

「ッ、わかってますよそれくらい！」

　ならば知恵を使うのみ。道理は化物の戦闘と同じだ。僕はパイプ爆弾に釣り糸を括くくり、点火して前方に投げつけた。およそ十メートル。ネズミの目前に落ちる。会長から放たれた光に照らされ、僕の攻撃に気付いたネズミが逃げる先はどこか。ネズミの消失を視認するよりも早く、僕は糸を引いた。

「逃がすかよ……！」

　爆弾は空を切り裂き、僕の背後へ。ネズミは僕の裏をかいたつもりだろう。しかしその浅慮が命取りだ。直撃こそ避けられてしまったが、爆発の衝撃は確実にネズミの体を捉えた。

「のわっ！」

「ハッ、ざまあねえな！」

　反転、僕はネズミに摑つかみかかる。地面に叩たたきつけられたネズミに俊敏さは無い。パイプ爆弾の破片は僕の体にも傷を残していたが、不思議と痛みは感じなかった。僕の手に首を絞められ、観念したようにネズミは喘あえいだ。

「わ、わかったよ！　話す！　話すから……！」

「本当だな？　ここで逃げたら今度こそ、地獄の底まで追い駆けてでも殺してやるぞ」

「あっはっは！　臨りん吾ごくんってばこわーい！」

「会長は黙っててください！」

　目が血走っているのは自分でもわかった。そしてゆっくりと手を緩めると、苦しそうに咳せき込こみながらもネズミは話し始めた。

「べ、別に騙だまそうとしてたわけじゃないんだ……確かに、危機に瀕ひんしているのはこの文明空間ジ・レだけじゃない。というか、確かにここはまだ直接狙われてるわけじゃない……」

「狙われてるわけじゃない？　って、どういうことだ？」

「これは、この戦いは、キミが考えてるような小規模なものじゃないんだ。どこが危ないとか、誰が狙われてるとか、そういうものを超越した戦いなんだ。だって、ボクたちの技術がヤツらに奪われてしまえば、この世界はひとたまりも無い。三一二の文明が一斉に滅びてしまう。だから今は、皆が利害を超えて戦わなきゃならない。利害を超えて、皆でボクたちの文明空間ジ・レを、ボクたちの技術を守らなきゃならないんだ……」

「お前たちの、技術？」

「そうだ、『異相干渉技術ポート＝レード』──それさえあれば、ヤツらはどこの文明空間ジ・レにも自由に行き来できるようになってしまう。ボクたちがいつもそうしているみたいに」

「つまり『この世界』ってのは、兄あんちゃん、オレたちの文明空間ジ・レを中心とした半径六〇度までの位相差空間のことだ。ったく、オマエやっぱりなんにも説明して無かったんじゃねえか、ミル」

　と、いつの間にか僕の腕の上に現れたリドレイチが言った。僕は咄とつ嗟さに振り落とそうと腕を振るったが、無傷のリドレイチは得意の瞬間移動で難無くそれをいなした。

「落ち着いてくれよ、兄あんちゃん。こんなんじゃ怒りたくなるのも当然だが、今はもう少しオレたちの話を聞いてくれ」

「……なら、次はお前が話せ。僕にもちゃんとわかるように。僕は、姉さんは、一体なんのために戦っていた？　なんのために平和を壊されなきゃならなかった？　言い訳はもう聞きたく無いぞ」

「そうだよな。じゃ、ハッキリ言おう──オレたちの文明空間ジ・レを守るためだ」

「──ッ！」

　その激情は、全身を灼しやく熱ねつのマグマに変えてしまうかのようだった。僕は手の中のネズミを地面に叩たたき付つけ、野生動物のような叫び声を上げながらリドレイチの体を捕まえようと藻も搔がいた。いや、正しくは捕まえようとしていたわけでは無い。握り殺そうとしたのだ。

「待て、落ち着けって！　アンタに言わなきゃならないのはそれだけじゃない！　アンタが本当に怒らなきゃならないのはこっから先だ！　話を聞いてくれ！」

「うるさい！　黙れ！　もうたくさんだ！　お前らの好きにさせてた僕が間違いだった！　お前ら二匹ともここで殺してやる！」

「わわっ、きょ、京きよう華かちゃん！」

「あいよー」

　と、頭上から会長の声。同時に空間断層アルマージの電磁音が一ひと際きわ強まる。会長は片足を僕に向け、真まっ直すぐ空から落ちてきた。そして鷹たかのように僕の背中を捉えると、一思いに地面へと押し倒した。

「ぅぐッ！　か、会長……！」

「どうどう、そんなに興奮しないでよ臨りん吾ごくん。リドっちの言う通り、ショックを受けるにはまだ早いんだからさ」

「ふぅ……済まねぇな兄あんちゃん。こんな仕打ち、どう謝っても許されないことだ。だが兄あんちゃんには全部を知っておいてほしい。オレたちが何をしていたのか、兄あんちゃんたちに何をさせていていたのか。だから今は少しだけ辛抱してくれ」

「……リドレイチ、本当に話すのか？」

「ああ。だって曲がりなりにも、今までオレたちを助けてくれていたのはこの兄あんちゃんなんだ。何も教えずにこのままバイバイなんて、甘っちょろいと思うかもしれないが、オレにはできねぇよ」

「い、嫌だ！　やめてくれ！　僕は何も聞きたく無い！」

　なんて叫んでも、僕にはもうどうしようも無かった。あまりに惨みじめだ。会長に背中を踏みつけられ、二匹のネズミは手の届かぬ距離にいる。僕は耳を塞ぎたかったが、結局は会長の槍やりにその動きも封じられた。

「……あの化物どもをこの文明空間ジ・レに呼び寄せていたのも、このオレたちだ。オレたちがいなければ、あの化物どもはアンタの側そばに現れなかった。わかるか？　オレは異相極誘導術師ベンドミーム。あの化物どもの異相空間転送トラン・ジアスレードを妨害するのがオレの役目。オレたちの文明空間ジ・レに転移しようとする化物どもに干渉して、この空間に偏在トラツプさせる。オレたちの文明空間ジ・レへの侵攻を食い止めるために」

「ッ……！」

「要するにこれは、水みず際ぎわ防衛。オレたちの作戦の本質だ。そして偏在トラツプさせた化物どもは、現レ地ガ文リ明オの力を借りて始末している。アンタの姉ちゃん、そこの嬢ちゃん、それからアンタも、オレたちにとってはその一員だ。オレたちと共に戦う仲間。オレたちの異相干渉技術ポート＝レードを守るための仲間。〝救世者〟ってのはつまり、そういう協力者たちに敬意を示すための呼び名なんだ」

「……つまりお前らが、あの悪夢を僕の世界に呼び寄せたっていうわけか？　僕が死ぬ思いをして戦ったのも、結局はお前らの世界を救うためだったっていうわけなのか？」

「有り体に言えば、そういうことだ」

　頷うなずくリドレイチを見て、僕はもう何も考えられなかった。全ての疑問が晴れた上で、僕の思考は言い知れぬ感情と共に白く染まっていた。僕にはもう抵抗力も無かった。だからだろう、会長は背中から足を退どかして僕の体を優しく抱き上げた。

「臨りん吾ごくん、しっかりしてよ」

「会長……貴女あなたは、このことを知ってたんですか？　知ってたうえで、こいつらに力を貸そうと思ったんですか？」

「その通りだよ。だって感情論さえ捨てちゃえば、ハムちゃんたちが言ってることは合理的だもん」

　会長は言った。そしてその言葉を補足するように、リドレイチも言った。

「信じてくれ。ミルの言う通り、この世界を救うためには他に手が無いんだ。ヤツらの狙いはオレたちの異相干渉技術ポート＝レード。ヤツらのそれはまだまだ未熟で、異相空間への転送成功率は〇・〇〇三パーセントにも満たない。なのにオレたちはヤツらとの直接対決に負けた。丁度一〇標ス準タ空ン間ダ月マ前のことだ。オレたちは異相世界の外縁でヤツらの侵攻を食い止めようとして、全戦力の六九パーセントを失った。手も足も出なかった」

「これでもしボクたちの技術が奪われれば、あらゆる文明空間ジ・レがヤツらの手に落ちる。誰も止めることができなくなる。その結末は、リンゴくん、いつかキミにも見せただろう。未来なんてどこにも無い。全ての文明が破壊されて、残るのはあのドロドロだけだ」

「既に名だたる科学文明がいくつも滅ぼされた。オレたちの同盟も半数近くを失った。まるで宇宙にぽっかり穴が空いちまったみてぇだ。恐ろしいことだが、単独じゃ誰もヤツらには勝てなかった」

「そう、だからボクたちには、協力が必要なんだ」

「……時間稼ぎの協力が、か？」

「正直を言えばそれもある。今は一分一秒が貴重だ。ボクたちの戦力は壊滅状態で、立て直しには途方も無い時間がかかる。でもそれだけじゃない。それだけじゃ、ボクたちはヤツらに勝つことができない。ボクたちに本当に必要なのは、ヤツらを超える強大な力だ」

　ネズミは体を引ひき摺ずり、投げ出された僕の足に毛むくじゃらの手を乗せた。腹は立ったが、どういうわけか振り払うことはできなかった。

「異相干渉は本当に繊細な技術だ。ほんの些さ細さいな条件の違いが結果に大きく影響を及ぼす。だからボクは必死に探した。ボクたちの技術を最大限活いかせる何かを。ボクたち以上にボクたちの力を使いこなせる存在を。そして見つけたんだ、梨り々りちゃんという可能性を」

「クソッ……そんなの信じられるかよ。詭き弁べんがすぎるぜ。じゃあなんでお前は僕たちの前から消えた？　姉さんを戦いに連れて来なくなった？　姉さんを差し置いて、こんなふうに会長とじゃれついて、一体これはどういう冗談だ？」

「あら、その原因は臨りん吾ごくんが一番わかってるんじゃないの？　だって臨りん吾ごくん、その原因を作ったのはキミでしょ？」

　ネズミが返答に詰まると、間かん髪はつ容いれずに会長が言った。表情は見えなかったが、その語気には少しだけ怒りの色が混じっていた。

「そろそろ自分の罪を認めなよ、臨りん吾ごくん。臨りん吾ごくんが梨り々りさんのことをもの凄すごく大事にしてるのはわかってる。けど、これじゃあ誰も幸せにならない。前にも言ったでしょ？　こんなことをずっと続けていたら梨り々りさんが可哀かわい想そうだよ」

「……意味がわかりませんよ。僕は弟として、当然のことをしたまでです」

　僕は答えた。ただその言葉は、僕自身を含め、誰の心にも響かなかった。










　姉さんが可哀かわい想そう──その言葉の意味は一体なんだろうか。僕がいて、危険な戦闘から解放されて、一体姉さんの何がそんなに可哀かわい想そうなのだろうか。言い知れぬ無力感と虚無感に苛さいなまれながら、僕は形にならない思考をこねくり回した。

　いつもと同様、『わからない』の一言で切り捨ててしまうことは簡単だ。あるいはいつも通り、姉さんの想おもいに気付かぬフリをして黙殺してしまうことは簡単だ。だが騒動の真相を知った衝撃は僕の心を芯から揺り動かし、ダイヤモンドのような非情さに小さくない亀裂を残していた。

　ネズミは自分勝手だ。僕たちのこの世界を守ることにもなるとはいえ、自分たちの世界を守るために他人を巻き込むなんて非常識すぎる。だが今の僕に、そんなふうにネズミを断罪する権利などあるのだろうか。かつての僕に、ネズミのことを自分勝手だと非難する権利などあるのだろうか。本当に正直なことを言えば、僕は姉さんが魔法少女に憧れた理由を、あれほどまでにこだわった理由を、問とい質ただす必要も無く理解していた。




　原因は全て僕自身にある。姉さんを自立から隔絶し続けてきたこの僕に。だからそこから目を背けてしまえば、何もかもわからなくなってしまって当然だ。姉さんが戦えなかった原因も、余よ所そ余よ所そしく変わってしまった原因も、本もとを正せば僕にある。結局のところ僕はただ、その事実から逃れたかっただけなのであった。










「……ただいま」

「わひゃっ！　り、りりりんごくん!?」

　なんて声が聞こえた先は、台所。嫌な予感がして、僕は靴も揃そろえずに玄関へ駆け上がった。

　予感というか、これはもう確信の域だ。換気扇の音は廊下にまで響いている。姉さんは何をしているのか。僕が台所へ飛び込むと、案の定姉さんは調理台に背を向けてぎこちない笑みを浮かべていた。

「え、えへへ……おかえりなさい、りんごくん。今日は遅かったね。連絡の一つも無かったからお姉ちゃん心配しちゃったよ」

「ごめんなさい、少し話し込んでしまいまして。お腹なかが減ったでしょう？　すぐに用意しますから姉さんはリビングで本でも読んで休んでいてください」

「そ、そうだね！　そうするよ！」

　と言ってはみたものの、姉さんは少しもその場を動こうとしない。試しに僕が右へ動けば姉さんも右に、左に動けば姉さんも左に。額からは滝のような汗が流れ、視線は泳ぎ、背中の隠しごとに必死で自分が動かぬ証拠エプロンを身に着けていることさえ忘れてしまっている様子だ。しかも結局のところ、姉さんの華きや奢しやな体は隠しごとには不向きであった。

「ふぅーっ！　なんだか今日はすごく暑いね！　お姉ちゃん汗かいちゃったよ！　これはきっと四〇度くらいあるんじゃないかな！」

「姉さん……」

「あ、そうそう、わたしがここにいるのもお水飲もうかなーって思ったからなんだからね？　へ、変な勘違いはしちゃだめだよ!?　絶対だからね!?」

「……ならその包丁、一体何に使うつもりだったんですか？　水を飲むだけならそんなもの、不要ですよね？」

「っ──！」

　瞬間、姉さんは背中に隠していた両手を胸元に引き寄せる。叱られると思ったのだろう、これは姉さんの悪い癖だ。そしてその拍子に右手から包丁が零こぼれ落おちた。

　僕の目には全てがスローに見えた。買い替えたばかりの万能包丁は鈍い光を放ち、クルクルと回転しながら姉さんの足先へ。咄とつ嗟さの判断。というより、脊髄反射。意識するよりも早く、僕は右足をその軌道に向かって振り抜いていた。

「り、りんごくん……？」

「……ったく、怪け我がでもしたらどうするんですか。お願いですから自分のことを大切にしてくださいよ」

「ひぅっ、ご、ごめんなさい……って、りんごくん足！　刺さってる！」

「みたいですね。まあこれくらい、どうってことありませんよ」

　言いながら、僕は自分の足の甲から包丁を引き抜いた。痛み止めを乱用し続けてきたせいか、やはり痛みは感じなかった。あるいは化物との死闘と比べれば蚊に刺された程度で、むしろ血で床を汚してしまったことのほうが気になるくらいだった。しかし姉さんといえば、当然といえば当然なのだろうが、血の気を失ってすっかり青ざめてしまっていた。

「どうってこと無くはないよ！　は、早く手当てしないと！」

「ならリビングから絆ばん創そう膏こうを取ってきてください。その間に僕は夕飯の支度を始めています。今日は遅くなってしまいましたから簡単なもののほうがいいですよね？　さーて、パスタソースは残ってたかな……」

「ちょ、だめだってりんごくん！　吞のん気きにお料理なんてしてる場合じゃ無いんだから！」

「……吞のん気きなんかじゃありませんよ。だって僕がやらないと、姉さんが自分でやろうとしてしまうでしょう？」

　冷蔵庫の扉を開けてしゃがみ込んだ僕は、そのまま姉さんの顔を見ることができなくなってしまった。トマトソースの瓶に映った自分の顔が、あまりにも醜く歪ゆがんでしまっていたからだ。

「……クソ」

　僕は片手で自分の顔を覆い、目を瞑つぶったまま姉さんの体を押おし退のけた。姉さんはそれでもしばらく僕を引き留めようと片腕に縋すがっていたが、最終的には僕の拒絶の姿勢がそれを上回った。姉さんは何もできずに立ち尽くしていた。僕はその隙に超高速で夕食の準備を整え、小さく震える姉さんをキッチンテーブルの反対側へ座らせた。

　一心不乱だった。手を止めると心の中に潜む何かが自分を粉々に砕いてしまいそうだった。わからないフリはもうできなかった。罪の意識を隠すことはもうできなかった。足の傷口からは未いまだに生ぬるい血が溢あふれ続つづけていた。

「食べましょう、姉さん。お願いですから、食べてください」

「……ごめんね、りんごくん。何もできないお姉ちゃんでごめんね。勝手にお料理なんてしようとしてごめんね。わたしってほんと、だめなお姉ちゃんだよね」

　そして涙を見せる姉さんに、僕は『違います』と言うべきだったのだろうか。『それは僕のせいなんです』と認めるべきだったのだろうか。答えの出せない僕は、我ながらあまりにも憐あわれで愚かであった。










「──ねえ臨りん吾ごくん、ホントは全部わかってるんでしょ？」

　埠ふ頭とうのアスファルトを抉えぐるクレーターの真ん中で、会長は言った。直線距離にしておおよそ五〇メートル。外縁に立つ僕は返答のため、むせるような砂すな埃ぼこりの中で大声を張り上げなければならなかった。

「『わかってる』って、一体なんの話ですか!!」

「とぼけないでよ。私が何をしたいのか、何を言いたいのか。そんなこともわからないほど臨りん吾ごくんは馬鹿じゃないでしょ？」

　そして会長は翼を振るう。まるで周囲の空気が別のどこかとすっかり入れ替えられてしまったかのような、不自然な感覚。肌を撫なでた冷気から察するに、会長は本当に北ほつ極きよくあたりの空気と周囲の粉ふん塵じんを取り替えてしまったのだろう。一瞬にして澄みわたった視界の向こう、連日連夜の戦闘は流石さすがに堪こたえるものがあったのか、会長の顔には珍しく疲労の色が浮かんでいた。

「何が原因か。なんでこんなことになっちゃったのか。ハムちゃんのせいにするのは簡単だよ。でも本質は違う。いつかは起こることだった。ハムちゃんが現れなくても、臨りん吾ごくんの『平和』が何事もなく続いていても、いつかはこんなことになったはずだった。だって臨りん吾ごくん、歪いびつだもん。やってることも、考えてることも」

「ッ……！」

「ねえ臨りん吾ごくん、どうしてなの？　どうして臨りん吾ごくんはそんなにシスコンなの？　どうしてそんなふうに梨り々りさんのことを縛り付けるの？　どうして普通の姉弟じゃいられないの？　ねえ臨りん吾ごくん、教えてよ」

「……そんなこと言って、会長、貴女あなたも本当は全部わかってるんでしょう？」

　拳を握り締めながら、僕は言った。そんなつもりは無くても、全身から湧き起こる狂気のような激情が僕の声をワナワナと震わせていた。押おし留とどめることはもう不可能だった。僕は真剣な会長の両目を睨にらみ返かえし、壊滅的なまでに自暴自棄な気分に浸って心の中に詰まっていたものをぶちまけた。

「姉さんには僕が必要。僕だけが必要。他には何もいらない。何も認めない。姉さんに必要なものは僕だけでいい。僕だけでいいんだ。だってそうじゃなきゃ、僕はいつまでも姉さんの隣にいられない。そうじゃなきゃ、いつかは誰かが姉さんのことを奪っていっちまう。そうだろ？　だって僕は、他の連中とは違うんだ。同じ土俵に立ってるわけじゃ無いんだ。だって僕は姉さんの──」




　……ゾクッ




「！」

　僕と会長は同時に振り向いた。月明かりに照らされた海の上、上空数百メートル。僕たちの視界には、虚こ空くうにぽっかりと口を開けた巨大な〝穴〟が映っていた。

「何よ、あれ……？」

　会長は呟つぶやく。心臓の裏を撫なでるかのような恐怖の念はいつもの何倍も強い。一体何が起こったのか。いや、何が起きつつあるのか。僕は咄とつ嗟さに背負っていた薪まき割わり斧おのを構えた。直感的に、僕は目の前のこの出来事がいつもの化物騒動とは性質が異なることを悟っていた。

「会長、来ます……なんだかわかりませんが、何かもの凄すごく恐ろしいものが……！」

　僕は言った。次の瞬間、堰せきを切ったかのような勢いで漆黒の粘性物質がその穴から吐き出された。吐き気を催すほどおぞましい光景だった。そして僕たちの側そばに瞬間移動で現れた二匹のネズミが、焦あせりで顔面蒼そう白はくになりながらこう告げた。

「作戦がバレた。ヤツらは先にこの文明空間ジ・レを潰すつもりだ──」













　　　Phase 7.5







　自分が姉さんにどう思われているのか、それは姉さんとの一〇年間において一度も答えを得たことの無い疑問だ。だが実のところ、僕には好かれているという自信がほとんど無かった。

　姉さんは僕に甘えてくれる。そして僕が疲れたような様子を見せれば、デートに誘ったり、寝床に入り込んだり、僕が小躍りして喜んでしまうようなことをしてくれる。だがそれは、単に僕の機嫌を取ろうとしているだけでは無いのだろうか。生活の全てを支配してしまっている僕に怯おびえ、顔色を窺うかがっているだけなのではないだろうか。僕には常にそういう不安があった。

　それは何な故ぜか。たとえばこんな出来事がある。丁度一年前、僕と姉さんが同じ中学に通っていた頃の話だ。




「──それでは姉さん、残さず食べてくださいよ」

　そう言って、僕は三年生の教室をあとにする。昼休み、珍しく給食の出ない日のこと。「う、うん……」という妙に恥ずかしそうな声が、少し遅れて僕の背中を追いかけるように聞こえてきた。

　その日の姉さんは日直の仕事のため、朝早く家を出なければならなかった。それで弁当の用意が間に合わず、僕が昼休みに姉さんの教室まで届けることになったのであった。

　別に忘れ物をしたわけじゃ無いのだから、姉さんが恥じるようなことは何も無いはず。そう思うと、姉さんの反応は不思議であった。今の声もそうだが、教室に入った瞬間もそうだ。友達と机を並べた姉さんは、僕の姿を見るなり笑顔を強こわ張ばらせて顔を伏せていた。

　……まさか姉さんに、何か嫌なことでもあったんじゃないか。そんなことをふと思って、僕は足を止める。姉さんの教室から、まだいくらも離れていなかった。

　すると姉さんの友達の、こんな声が聞こえた。

「いいなー、私もあんな弟欲しい」

「……またその話？」

「だってさ、羨ましいんだもん。優しくて、なんでもできて、完璧な弟。そのお弁当も臨りん吾ごくんが作ったんでしょ？」

「そうだけど……」

「いいなぁー、ホントに羨ましい。私の弟なんてバカだし、下品だし、家の手伝いなんてなんにもしないのに威張ってばっかりだしさ。あんな子が弟だったら毎日絶対幸せだよ」

　僕は振り向いた。不自然なくらい、心臓が高鳴っていた。

「梨り々りちゃんはいいよね。臨りん吾ごくんが弟で」

　そして気付く。廊下の窓に教室の様子が映されていることに。だがそこに見えた姉さんの姿は、なぜだろう、やはり沈み切っていた。

「……わたしは、ちょっと嫌かな」

　姉さんは言った。それは僕にとって、頭から冷水を浴びせかけられるかのような衝撃だった。

「だってさ、弟だよ？　未来永えい劫ごう、わたしはあんなりんごくんと姉弟でいなきゃならないんだよ？　そんなのわたし、耐えられない。これから先もずっとだなんて、そんなの嫌。だってわたしは、もっと自由に──」

　気付けば僕は、駆け出していた。姉さんの言葉をそれ以上聞くなんて、僕にはできなかった。




　姉さんの言葉がどんな意味を持つのか。僕に対するどんな感情に起因しているのか。それを想像するのはあまりにも恐ろしいことだった。自分のしてきたことは正しかったのか、姉さんに喜ばれるようなことだったのか、僕には自信が無かった。

　だって本当は、わかっていたのだ。自分がどんな気持ちで姉さんに接していたのかを。姉さんに何を求めていたのかを。それは必ずしも、姉さんにとって喜ばしい理由では無かった。

　しかしこんな出来事があってもなお、僕は自分の行動を変えることができなかった。最愛の姉さんを手放してしまうことなど、僕にはできようも無かったのである。
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　　　Phase 8.0







　夢であってほしいと願ったことが、これまでに何度あっただろうか。




「──ハァ、ハァ、クソ……ッ！」




　姉さんがネズミを連れてきたときもそうだ。目の前でフリフリの魔法少女に変身したときもそうだ。廃ビルで倒れる姿を見たときもそうだ。会長がビン詰めのネズミを取り出したときもそうだ。天使の羽で敵を薙なぎ払はらう様子を目にしたときもそうだ。ネズミの思惑と『この世界』の意味を知ったときもそうだ。僕はいつもそう願っていた。




「オイオイオイオイ、走れ兄あんちゃん！　こんままじゃ五秒と保もたずにあの世行きだぞ！」

「んなこたぁ言われなくてもわかってる！　いいから何か役に立つことを教えろ！」




　だが結局、それら悪夢のうちで一つでも夢で終わったことがあっただろうか。姉さんは魔法少女になった。会長も同じ力を手に入れた。そして僕は自分の犠牲が無駄だったと知った。

　であれば目の前のこれも、きっと夢では無いのだろう。虚こ空くうの穴から化物が溢あふれ出だし、埠ふ頭とうの空と地を埋め尽くし、何もかもをも漆黒の粘性物質に変えていくこの光景も、きっと無慈悲な現実なのだろう。

　僕は今、化物たちがほんの僅かに歩み出した『侵略への第一歩』の足先にいた。




「ああクソ、役に立つこと、役に立つこと……って危ねえ！　避よけろ右だ！」

「ぐっ……！」

　僕は反射的に左へ飛とび退のいた。もしもリドレイチの曖昧な忠告を誤解釈していたら今頃脳天から串刺しにされていたはずだ。突如として自分の右に現れた偏在格子ブラムを目で追えば、上空には雲のような〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の大群。そして稲妻のような光の尾を引いて飛び回る会長の姿があった。

「やぁぁぁぁああああああああ！」

「ジジ──……」

　六枚の空間断層アルマージを巧みに操り、会長は群れの側面を切り裂く。大地を揺らすほどの轟ごう音おん。連鎖的な爆発。続いて外殻の破片と毒液が雨のように地上へ降り注ぐ。恐らく数十体は仕留めただろう。かつて同じ相手に苦しめられた自分が馬鹿らしく思えるほどだ。だがそんな一撃さえ、数千体を数える相手の規模から考えれば『焼け石に水』だった。

「……ミィ──」

「っ、まだまだ足りないってわけね……！　いいわ、少しは本気になってあげるわよ！」

　言いながら、しかし、会長は大きく旋回して一度敵の側そばを離れる。群れを成す〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟は、まるで一つの巨大な生物。正十二面体の本体を針状構造体で互いに連結し、ムカデのように上空をうねりながら会長を追う。頭上から僕を殺しかけた偏在格子ブラムの一撃もまた、大群を支える支柱の一本にすぎないのであった。

「ってオイ！　何ボーッとしてやがるんだ、サッサと逃げるぞ！」

「あ、ああ……」

　僕は頭を振って視線を戻した。リドレイチの言う通り、今の僕には呆ほうけている暇も会長の戦いを心配している暇も無かった。

　僕が逃げ込んだのは、埠ふ頭とうのコンテナヤード。無数のコンテナが築く、迷路のような一角。三分の一は既に敵に飲まれていた。背後からはバスケットボール大の小型兵器が津波のように押し寄せ、その更に後ろには、その小型兵器を無尽蔵に生み出す巨体の影があった。




「グォォォォオオオオ[image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛]──」




〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟と同時に現れたその化物の名は、〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟。リドレイチの言葉を信じるとすれば、〝戦術種ストラテアル〟の一種であった。

「ヤバイぜ……〝戦術種ストラテアル〟以上のバケモノってのは戦闘のためだけに作られた兵器だ。今までの敵とは格が違う。間違ってもやり合おうだなんて思うんじゃねえぞ？」

「わかってる、流石さすがに僕もアレと戦おうとは思わない」

　積まれたコンテナの向こうにそびえるその姿は、目測二〇メートル。荷積みクレーンを超えるほどに大きい。加えて四本の腕はビルほどの太さに盛り上がり、先端に備えた不格好な鎌で鋼鉄製のコンテナを紙切れのように切り裂いている。だが一番の脅威といえば、その背中に湧き出す無数のコブであった。

　まるで沸騰するヘドロ。毒液にまみれた球体がボコボコと噴き出し、そのまま消えずに地上へと転がり落ちる。そして一体一体から細い腕が生え、脚が生え、蠢うごめく害虫のように周囲に散らばっていく。意思の有無は不明。脳のう味み噌そがあるのかどうかも。だがそんなことは問題にならないほどの圧倒的な物量であった。

「チチチチチ──」

「クソ、最悪だな……」

　僕は自分の背後に迫りくる分裂体を睨にらみながら歯は嚙がみした。それから時間稼ぎのパイプ爆弾に火を点つけ、背後に放る。コンテナ迷路の角に身を隠したところで、爆音。同時にビチャリと分裂体が破裂する不気味な音が響く。

　悪夢じゃ無いのならこれこそまさに絶望だ。生き延びられるかどうか、僕にはその確率を思案する気も起きない。救いといえばここしばらく会長に活躍の場を奪われていたことくらい。おかげで毎夜作り続けた手製爆弾の在庫はまだ十数本を数える。だがそれが切れたら？　僕はもう一度頭を振り、駆け出した。

「おいリドレイチ、右か左か、〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の偏在格子ブラムが飛んでくる場所だけ僕に教えろ。生きるか死ぬか、あとは僕がなんとかする……！」

　頼みの綱は、これまでの経験と反射神経、小さじ一杯の運。肩のリドレイチは焦あせったように声を上げるが、応答している余裕は無い。上空では相変わらず先の見えない戦いが繰り広げられ、〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の通り道にはマシンガンのように針状構造体が突き立てられている。そして背後の〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟も、いよいよ本格的に行動を開始した。

「[image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛][image: オ゛]！」

　全身をバネのようにしならせ、跳躍。着地と同時に、鎌を振るう。轟ごう音おん。毒液の飛ひ沫まつ。切り刻まれたコンテナの破片は宙を飛び交い、ガントリークレーンの根本を打ち付けて倒壊寸前まで追い込む。それから巨体を震わせれば、間欠泉のごとく噴き上がる小型兵器。

　未まだ〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟本体とは百メートル近い距離を保ちつつも、状況は悲惨なまでに悪化しつつあった。

「なんてこった……ああクソ、体が震えてきやがる……！」

「しっかりしろよリドレイチ！　今の僕が頼れるのはお前だけなんだから！」

　最も早はや振り向く余裕も無い。ボール形の分裂体は互いに押おし退のけ合あい、重なり合い、津波のようにこちらへと迫っている。追い付かれたら命は無い。コンテナ迷路を全力疾走しながら、僕は手当たり次第にパイプ爆弾へ火を点つけた。

「出し惜しみは無しだ。心配するなよ僕、きっとなんとかなる……！」

　僕は自分に言い聞かせる。恐怖に心臓は凍り付き、足には地面を蹴っているという感覚さえ無い。小型兵器との距離がどれほど残されているのかも僕にはわからない。瞬間、リドレイチの声が耳に響いた。『左』。咄とつ嗟さに右前方へ転がり込む僕。

「ぐっ……！」

　背中を強打し、肺から息が漏れる。上空には会長を追う〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟。無数の槍やりを空から落としたかのごとく、後方から左側面に向かって次々と偏在格子ブラムが打ち立てられていく。巻き添えを喰くって数十体の分裂体が破裂し、飛散した毒液は僕の服を焼いた。

「兄あんちゃん！」

「ッ……クショウ！　立て、立てよ僕ッ！」

　僕は拳で地面を打ち付け、震える足を強引に動かして再び駆け出した。だがその間に分裂体の群れは僕の直後に迫り、本体も再度の跳躍で大鎌の届く距離まで近付いていた。
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「万事休す、ってか……！」

　どうしてこんなことに。なんで僕がこんな目に。僕は姉さんのもとに帰らなきゃならないのに。僕は無意識に流れ出しそうになる涙を堪こらえながら必死に走った。走りながら残った爆弾全部に火を点つけ、闇雲に放った。

「ああクソッ、姉さん、僕の姉さん……！」

　そして連鎖的な爆音のあと、巨大な何かが分裂体を踏み潰す音が聞こえた。何が起こっているのか、迫っているのか、僕には目を向ける勇気も無かった。化物の咆ほう哮こうで地面が揺れた。背後から頭上を飛び越え、何トンもありそうなコンテナの残骸が僕の行く手を塞いだ。

「クソ……ごめんなさい、姉さん、こんな弟で……」

　死の恐怖に圧おし潰つぶされそうになりながら、僕の口を突いたのはそんな言葉。振り向けば分裂体の一団が雪崩なだれを打って襲いかかり、その上からはノコギリ歯のグロテスクな大鎌も振り下ろされようとしていた。

　最も早はやこれまで──僕の体は少しも動かなかった。叫び声すら出なかった。もうどうにもならないことを心が理解していた。だが結局、僕はまだ死ななかった。

「はぁぁぁああああああ──！」

　鬼気迫る一声。そして舞い降りたのは、稲妻のような強烈な閃せん光こう。六枚の光の羽。魔法の槍やりは大鎌の一撃を弾はじき返かえし、空間断層アルマージのはためきが周囲の小型兵器を一掃する。よろめく〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟と一瞬の隙。会長は呆ぼう然ぜんとする僕の首元を引ひっ摑つかみ、再び宙に舞い上がった。

「か、会長……？」

「臨りん吾ごくん、死ぬにはまだ早いんだからね……！」

　そう言うと、会長は僕の体を引き上げて両腕で抱き締める。眼下に遠ざかっていく化物の姿。会長の体温を感じて、僕はつかの間の安あん堵どを覚えた。

　よかった、僕はまだ生きている。だが同時に気付いたのは、会長の体が子供のように震えているという事実。僕はしばらく受け入れられなかった。何かに〝恐怖する〟会長の姿など、これまで一度たりとも目にしたことが無かったからだ。

「臨りん吾ごくん、ちょっとだけこうさせて。そしたら私、まだ戦える……」

「ッ、会長！　戦いなんてどうでもいいから逃げましょう！　こんなことに命を懸けるだなんて馬鹿げてます！」

「どうでもよくなんて無いし、馬鹿げても無いよ。このままコイツらを放ほっといたら、代わりに傷付くのは私たち以外の誰かかもしれない。臨りん吾ごくんはそれでもいいの？」

「だ、だからって会長が傷付いていい理由にはなりません！　考え直してください！」

「ふーん……やっぱり優しいんだね、臨りん吾ごくん。でもその『代わりの誰か』が梨り々りさんだと思ったら、臨りん吾ごくんは同じこと言える？」

「ッ……！」

「それにあんな化物どもを相手にして、一体どこに逃げればいいの？　どこでどうしていれば安全なの？　そんなことに悩むくらいなら、私は戦いたい。それに私、魔法少女だし」

　会長の声は震えながらも、毅き然ぜんとしている。だがどこか自分自身に言い聞かせているような響きがあった。僕はなんとか説得のための言葉を見つけようと思考を巡らせたが、思い付く前に〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟との死闘が再開した。

「──ミィィ……──」

「くっ……しつこいわね……！」

　歯がゆそうに呟つぶやきながら、会長は急旋回。そのあとを大蛇のごとく〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の大群が追う。限定的ながらも備えられたワープ能力が故か、その速度は会長と同等。既に数百体を撃ち落とされてはいるが、脅威には全く変化が無い。レーザー光線のように次々と針状構造体を撃ち出し、反撃へ移ろうとする会長を妨害する。
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「──ジジ──……」

「ああもう！　臨りん吾ごくん、ちょっとだけ我慢して！」

　会長はそう言うと、いきなり僕の体を投げ上げた。上空数百メートル。ゾッとするような浮遊感とともに放物線を描く僕の体。地上にはこちらを見上げながらもどかしそうに怒声を上げる〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟の姿。生きた心地がしないとはまさにこのことだ。僕は情けないくらいに大口を開けて叫んだ。

「うわぁぁぁぁああああああああ！」

　そしてその間に、会長は槍やりを携えて〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の大群へ突っ込んだ。シールドのごとく展開された空間断層アルマージが相手の集中砲火を打ち払い、群れの土手っ腹に一いつ閃せん、二に閃せん、三さん閃せん。数え切れないほどの個体を光の粒に変え、大群を分断して宙返り。真っ逆さまに落ちていく僕の体を捕まえた。

　だがそれでも、倒すことができたのは僅かに十分の一。挙げ句二つに分かれた群れは連携しながら僕たちを挟み込まんとする。恐らくは離れていても連携を取ることができるのだろう。会長は僕の上半身を抱えたまま急上昇と急降下を繰り返し、極限の高速飛行で敵の猛追を躱かわした。

「何よもう……！　これじゃあジリ貧じゃない……！」

「会長！　やっぱり逃げましょう！　このままじゃどうにもなりませ──」

　そして次の瞬間、僕は目にした。怒れる〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟によって会長の進路上に投げ上げられた、巨大なコンテナを。
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「ッ──!!」

　会長は翼を広げて減速するが、間に合わない。このままでは確実に衝突する──反射的に、僕の体は動いた。

「させるかぁぁぁああああああ！」

　僕は足を振り上げ、会長とコンテナの間に自分の体を割り込ませた。いわばクッション。だが衝撃を受け止めるにはあまりに不格好。止まり切れずに突っ込んでいく会長と鋼鉄製のコンテナに挟まれ、僕の体はバキバキと音を立てて歪ゆがんだ。

「ぐッ……！」

　しかしその歪ゆがみがむしろ、バネのように衝撃を和らげた。咄とつ嗟さに会長はコンテナを蹴り、急旋回。続けて背後から撃ち出された無数の偏在格子ブラムがコンテナを穴だらけの鉄てつ屑くずへと変えた。

「り、臨りん吾ごくん!?　何無茶なことしてんのよ！」

「それはお互い様でしょう……ゲホ、ゲホッ……」

　と、僕は咳せき込こみながら痺しびれる腕で口元を拭った。血が滲にじんでいた。そして会長が回避機動を取るたび、全身にズキズキと電流のような痛みが走った。

　このままじゃ本当にジリ貧だ。僕の負傷はともかくとしても、唯一の戦闘力である会長さえ打開策を見み出いだせずにいる。加えて太陽みたいなその輝きも、徐々にだが弱まり始めていた。

「クソ……」

　僕は呟つぶやいた。今までそんな気配さえ見せなかったが、恐らく魔法の力にも限界はあるのだろう。想像には難かたくない。一方で化物たちは相変わらず、その圧倒的な勢力を堅持していた。

　既にコンテナヤードは全域が毒液に飲まれた。〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟の背筋からは際限無く小型兵器が湧き出し、四方八方に散らばって時限爆弾のごとく破裂する。思い返されるのはいつかネズミに見せられた荒廃した文明。粘性物質と死の世界。僕の眼下に広がっているのはそれと寸すん分ぶん違たがわぬ惨状だった。

「グウゥゥ……」

〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟が僕たちを見上げながら低く唸うなった。するとその声に呼応するかのように、二つに分かれた〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の群れの片方が僕たちの側そばを離れて〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟の足元へ向かう。嫌な予感がして、僕は叫んだ。

「会長、今すぐ僕を離してください！　あいつら本気で会長を狙ってます！　このまま僕を抱えていたら戦おうにも戦えません！」

　しかし会長は、僕を抱き留める腕の力を更に強めて首を振った。

「い、嫌よ！　そんなの絶対ダメ！　そんなことして臨りん吾ごくんが死んじゃったらどうするのよ！」

「そんな心配してる場合ですか！　自分のことは自分でなんとかします！　だから早く！」

「ダメよ、そんなの、絶対ダメ……臨りん吾ごくん、いつか私に聞いたよね？　戦いのあとで私に『一体何がしたいんだ』って。答えを言えば、私も臨りん吾ごくんと同じなの。臨りん吾ごくんが梨り々りさんにしてることと同じことをしてるの。大好きな人に格好いいとこ見せて、独り占めしたい。たったそれだけ。臨りん吾ごくんを守れないのなら、私が戦う意味なんてどこにも無い……」

「そんな……！」

「……ミィ──……」

　と、電子音めいた〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の駆動音が周囲に響いた。気付けば残りの一団も相互の間隔を広げ、金網のような姿を形成して僕たちの行く手を塞いでいた。

　会長は急いで方向転換を図るが、反対側には〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟。そしてその巨体は足元の〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟を踏みしめ、同時に〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟が支柱を展開して〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟を押し上げる。
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　まるでカタパルト──何十トンもありそうな巨体が宙を舞い、会長の五倍はありそうな大鎌を振り上げる。全身の筋肉を隆起させ、狙いは正確。恐怖で身を縮ませる僕。同様に僕をきつく抱き締めて翼で身を包む会長。耳に届いた「……ごめんね」の一言。

　繭のように僕たちの体を包む空間断層アルマージは、魔法の力が生み出した『空間の裂け目』。リドレイチ曰いわく『相極限防衛力フエズ・ボルデイモルを持たない存在は触れただけで消し飛ぶ』。だが相手は世界を破滅に導く暗黒の魔物。対抗力を備えぬはずが無い。振り下ろされる一撃。コンテナのように切り裂かれはしなかったものの、僕たちは叩たたき落おとされて地面にクレーターを穿うがった。

「く、はっ……！」

　今度は会長の体がクッションになった。僕にはどうすることもできなかった。衝撃が全身を貫くと同時に、地面と接触した空間断層アルマージが毒液もろとも周囲の物質を消し去った。

　それはまるで、核爆発。消え行く蠟ろう燭そくの最後の輝き。荒れ狂う光の波は瞼まぶたの上からでも容赦無く網膜を焼き、最も早はや音とは呼よび難がたいほどの激震が頭蓋骨を揺らす。上下左右、前後も時間も、全ての感覚を失って赤ん坊のように会長にしがみつく僕。そして破壊の終しゆう焉えんとともに、会長の体からは力が失われていく。

「あーあ……愛いとしの後輩くんに、もうちょっとくらい格好いいとこ見せたかったのにな……」

「か、会長！」

「ごめんね、臨りん吾ごくん……私は貴方あなたを守りたかった……」

　音が引き、光が消え、ただ静寂と絶望だけが残されたクレーターの中心。僕は会長の体を揺さぶって必死に声をかけた。だが会長は眠りに落ちるかのごとく意識を失い、同時にその装束もいつもの制服姿へと戻っていった。

　舞い散る光の粒は何を物語るのか。恐怖とともに、痛いほどの無力感が僕の心を包んだ。

「そんな……！　め、目を覚ましてください会長！」

　こんなの認められない。認めたくない。絶望に取とり憑つかれる僕。一方で〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の大群は僕たちを取り囲み、〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟が満足げにそれを見下ろす。お椀わん型がたに捲まくれたアスファルトの淵ふちには分裂体が押し寄せ、粘ついた毒液がゴボゴボと音を立てながらマグマのように垂れてくる。

「クソ、クソッ……！　こんなのってアリかよ！　こんな仕打ち、僕たちが一体何をしたっていうんだよ！　目を覚ましてください会長！　貴女あなたまでこんなところで死んでいいわけがありません！」

　しかし何を叫んでも、会長は既にただの女子中学生へと帰していた。几き帳ちよう面めんに糊のりを効かせた制服も土砂と埃ほこりにまみれ、穏やかに目を瞑つぶるその整った顔には歳とし相応の幼さが覗のぞいていた。僕は会長の手を握り、心をグチャグチャに搔かき乱みだす激情を必死に堪こらえた。

　こんなのってアリか。これは一体どんな罪に対する仕打ちか。血走る目で僕は会長の槍やりを手に取る。すると一瞬で消え去る。ならばと次は背中の斧おの。腰のナイフ。

「殺してやる……！　お前ら全員、僕がここで殺してやる……！」

　だが僕もわかっている。こんなものが一体なんの役に立つ？　そして毒液の上を滑るように分裂体が迫り、〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟がドーム状に連結し合って檻おりのように僕たちを閉じ込める。肩のリドレイチは言葉を失って震えていた。

　勝敗は決した。議論の余地も無いほど完璧に。僕は無意識のままに喚わめき散ちらし、拙つたない武器を闇雲に振り回した。脳裏には何度も姉さんの姿がよぎった。会長まで巻き込んでしまったことが言葉にならないほど辛つらかった。地上に降り立った〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟は分裂体を踏み潰しながらクレーターの内側へ歩み出し、僕たちの結末を仰々しく演出するかのように大きく鎌を振り上げた。
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「チクショウ……こんなの、最悪だ──」

　僕は天を仰ぎ、迫りくる死の瞬間に対して全ての感情を失った。だが結論を言えば、いかなる運命の交錯か、このときさえも僕の最さい期ごとはならなかった。




　何が起こったか。恐怖と絶望にブーストされて世界がスローモーションに見えていた僕にさえ、それはわからなかった。ただ僕の耳は『シュン……』という微かすかな音を捉え、次の瞬間には僕の目の前から全ての脅威が消えていた。




「──ッ!!」

　思考力を失ったまま、反射的に視線を巡らせる。そんな馬鹿な。一体何が起こった。目に映るのは融とけかけのコンテナと、抉えぐれた大地。満天の星。辺りを明るく照らす月。

　何もかもが消えている──空を覆う〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟の大群も、死のるつぼに流れ込む毒液も、たった一撃で会長を戦闘不能に追いやった〝ＤＩＳＰＥＲＳＥＲ〟の巨体も。まるで夢から覚めたかのように。いや、まるで新たな夢を網膜に投影されたかのように、跡形も無く消えている。

「まさか……死んだ、のか？」

　つまりはこれが死後の世界だとでもいうのだろうか。こんな何も無い世界が、悪夢の途中で時が止まったかのような世界が。僕は震える手でナイフを腕にあてがい、僅かに滑らせた。

「痛っ……」

　と、寝る間も惜しんで研ぎ澄ませた刃先は易やす々やすと肌を裂き、赤い血を滲にじませる。疼うずくような確かな痛み。死後の世界にも痛みはあるというのか。そうじゃないとしたらこれは果たして現実なのか。そしてその答えは、聞き慣れた声とともに僕の背後からやってきた。

「き、京きよう華かちゃん！　リンゴくん！　まだ生きてるかい!?」

　僕とリドレイチは同時に振り向く。そこにいたのはいつものネズミ──だけじゃない。

　何百何千という同族の生物たちが、雪崩なだれのようにクレーターを駆け下りてくる最中だった。

「よかった……リンゴくん、無事だったんだね。遅くなってゴメン」

「あ、ああ……お前、これは一体？　お前がやったのか？」

　僕がそう尋ねると、ネズミはコクリと頷うなずいた。しかしいつものように不遜な様子は無い。声も表情も憔しよう悴すいし切きっている。僕は未まだ困惑に囚とらわれたままリドレイチを見た。リドレイチは次々押し寄せる仲間たちに目を遣やると、何やら不穏な事態に勘付いた様子で顔をしかめた。

「異相極誘導術師ベンドミーム……まさかオマエ、ヤツらを〝飛ばした〟のか？」

　そしてネズミの答えは、再度の首肯。一瞬険悪な雰囲気が辺りを包み、うっすらとではあるが僕はこの出来事の真相に気付いた。

　これは現実。僕たちは生きている。だが恐らくこれは手放しで喜べるような顚てん末まつでは無い。引き換えに何かが犠牲となった。ネズミは続けてこんなふうに弁明した。

「他に選択肢は無かったんだ。リドレイチ、キミもわかるだろう？　この文明空間ジ・レを失うわけにはいかない。ここを失えばボクたちの世界もおしまいだ」

「だからってこんな……クソ、命に優劣をつけるみてぇじゃねぇか！　ヤツらを送り込まれた文明空間ジ・レは一体どうなる？　そこに住んでる連中は助かるのか？　じゃなきゃこんなのはただの殺人だ！」

「殺人……なあ、お前ら一体何をしたんだ？　〝飛ばした〟って、どういう意味だ？」

「簡単な話さ。異相空間転送トラン・ジアスレード。これだけの異相極誘導術師ベンドミームを集めれば不可能じゃねぇ。ミルはヤツらを強制的に別の文明空間ジ・レへ転移させたんだ」

　リドレイチは答えた。その声には悲壮さを感じさせるほどの悔しさが滲にじんでいた。

「なあミル、一体ヤツらをどこへ〝飛ばした〟？　オレたちの技術じゃ何も無い宇宙にほっぽり出すことはできねぇ。科学文明が生み出す局所的な不均衡が絶対に必要だ。オマエは一体どこの文明空間ジ・レを犠牲にしたんだ？　なあ答えろよ！」

「──第二象限九二号、私の管轄だ」

　と、応じたのはまた別のネズミだった。集団の中から歩み出たその一匹を見て、リドレイチは小豆のような両目を真ん丸に見開いた。

「姉御……」

　その呼び名は僕にも聞き覚えがあった。確かあれは、廃はい墟きよでたった一体の〝ＤＯＭＩＮＡＴＯＲ〟と死闘を演じた夜、初めて出会ったリドレイチが口論の中で放った言葉。『頼りの〝姉御〟も今じゃ自分んところで手一杯』。

　推察するに、この一匹も同種の任務を負った存在だろう。銀色の体毛と切れ長の目が冷徹さを感じさせ、耳に残った大きな傷跡が軍人らしい緊迫感を漂わせている。銀髪ネズミはそのままリドレイチに詰め寄ると、毅き然ぜんとした声でこう告げた。

「これであの文明空間ジ・レはヤツらの手に落ちるだろう。残念に思うか？　リドレイチ、それは私も同じだ。あそこは美しい文明だった。友人も大勢できた。できれば守ってやりたかった。だが我々自身がその力を持たぬ以上、悲しくとも他に道は無い」

「だ、だからって……！」

「そしてこれは既になされた決断だ。取り返しのつかぬことだ。是非を問うべきは今では無い。ヴァーミュレン皇太子殿下を信じた我々が間違っていたのであれば、この戦いが終わったあとで私はきちんと責任を取るよ」

「っ……！」

　リドレイチは黙り込み、言葉を返さなかった。そしてその様子を見定め、銀髪ネズミは続いて立ち尽くす僕に言葉を向けた。

「君の噂うわさはかねがね耳にしている。ヴァーミュレン殿下からは『勇気ある邪魔者』、リドレイチからは『無謀な英雄』と。今日はご苦労だったな。王立界域防衛軍ロル・インテフアズマを代表して感謝の意を表したい。ありがとう」

「は、はぁ……」

「それから、同様に苦情も申し上げる。ふざけるなよ小僧。貴様のせいで我々の作戦がどれほど遅延したと思っている？　どれほどの戦士が無念の涙を流したと思っている？　今日のこの悲劇だって回避する術すべがあったはずだった。対抗する力を持っていたはずだった。それをフイにしたのは他の誰でも無い、貴様だ、愚か者」

「遅延？　ちょっと待て、一体何の話だ？」

　僕は反射的に言葉を返した。しかし本当に何もわからなかったわけでは無い。『我々の作戦』、『対抗する力』。それらが意味するものは、恐らく本来の〝救世者〟──僕の姉さんだ。




　姉さんがいなかったから僕たちは今日のこの戦いに負けた。その原因を作ったのは姉さんの成長を邪魔し続けていたこの僕だ。それがこの、姉御と呼ばれた銀髪軍人ネズミの認識らしかった。




　僕の反応を受け、銀髪ネズミの表情はより一層険しいものへと変わった。『とぼけるなよ』。視線はそう言っていた。『これ以上の妨害は許さん』。異論はあれど、声にはならない。すると割って入るように、いつものネズミ、ミル＝クレイ・ヴァーミュレンが言った。

「ま、待ってよゼストレイ！　この子たちにもいろいろ事情はあるんだ！　そんなふうにボクたちの都合だけを押し付けるのは間違ってるよ！」

「事情？　コイツの腑ふ抜ぬけた執着心のことか？」

　そう言うと、銀髪ネズミは嘲るようにフンと鼻を鳴らした。

「そんなもののために命を落としたと知って、果たして天国の同志たちは喜ぶのか？　ヴァーミュレン皇太子、そろそろ貴殿にもはっきり申し上げておこう。この体たらくは一体なんだ？　貴殿は我々が存亡の危機にあることを忘れたのか？」

「わかってる、確かに今日のこれはボクの不ふ手て際ぎわだ。ボクがもっとしっかりしていればこうやって皆を苦しめることも無かっただろう。でもキミにもわかってほしい。無理や犠牲を強いるだけじゃヤツらと同じだ。それじゃあ世界を守る意味が無い」

「意味が無いだと？　それが故郷を追われた九二号の民に向ける言葉か？　必死に戦っている同胞たちに向ける言葉か？　貴殿は甘すぎる。少しは自覚すべきだ。その甘さの皺しわ寄よせがどこに表れるのかを。そこの少女がいい一例だろう」

　言いながら、銀髪ネズミは会長を指差した。会長は未まだ僕の足元にぐったりと横たわり、衛生兵らしき無数のネズミに囲まれている。

　ネズミの手の平からは、小さな光。戦いの最中の会長と比べれば、星ほし屑くずにも劣るほどの弱々しいもの。それで何がわかるのか、変わるのか、僕には知る由よしも無い。ただ慌ただしげなその雰囲気が、ことの重篤さを暗黙のうちに物語っていた。

「それで、どうだ？　助かりそうか？」

「……恐らく命の危機は無いでしょう。しかし万全を期すなら我々の文明空間ジ・レに移送して治療を受けさせる必要があります。異論が無ければすぐにでも手配いたしますが、いかがなさいますか？」

「任せるよ。殿下もそれでいいな？」

「あ、ああ……」

「承知しました。では後ほど故郷で会いましょう。ご武運を」

　そう言うと、医療ネズミたちは会長と共に消失した。残された僕たちは何も無くなったクレーターの中心を見つめ、しばらくの間祈りを捧ささげるかのように黙り込んでいた。

「……殿下、これではあまりに可哀かわい想そうではないか？　まるで時間稼ぎの生いけ贄にえだ。確かにあの少女も並々ならぬ適性を持ってはいたが、我々が〝希望〟と呼べるほどのものでは無かった。今回のような攻勢を乗り越えることはできないと、貴殿も最初からわかっていただろう？」

「ッ……、言い訳はできないね。その通りだ」

「貴殿の腹積もりはわかっている。最後の希望が覚醒を果たせずにいる今、貴殿はあの少女を育てて目下の戦いを肩代わりさせようとしたのだな？　だが誤算だった。我々に残されていた時間は想定以上に短かった。結果、その油断を埋めるために二つのものが犠牲となった。我々の罪は重いぞ」

「……ああ」

「殿下、このままでは駄目だ。集中すべきことに集中せねばこの戦いには勝てぬ。我々はいよいよ追い詰められた。もうあとは無い。手ぬるい真ま似ねはもうたくさんだ。貴殿がすべきことは何か、今一度それをよく考えてくれ」

「姉御……」

「それから少年、君にももう一度『お願い』しよう。我々には君の姉が必要だ。君の姉に秘められた力がどうしても必要なんだ。彼女の覚醒を妨げるような真ま似ねはもうやめてくれ。お願いだ」

　銀髪ネズミの声は重く厳しい。僕は脊髄反射で喉元まで込み上げてきた拒絶の言葉を押おし留とどめ、重苦しい雰囲気を漂わせる三匹のネズミを順番に見つめた。

　夢であってほしいと願ったことが、これまでに何度あっただろうか。そして一つでも夢で終わった例ためしがあっただろうか。であればネズミたちが夢見る〝最後の希望〟もまた、現実にあり得ることなのだろうか。

　僕は自分の中に訪れつつあった変化をこれまで以上に強く認識した。その変化の中では、銀髪ネズミの言葉が朧おぼろげながらも正当性をまとって僕の耳に響いていた。

　僕は何をすべきなのか。姉さんのために、僕は一体どんな決断を下すべきなのか。揺さぶられる心のうちで、答えは出ない。だが一方で、僕は気付いてしまっている。これまでの自分の戦いも、行動も、本当は姉さんの幸せのためにしてきたことでは無かったということを。




　戦いの前に、会長は言った。『ハムちゃんのせいにするのは簡単だよ。でも本質は違う』。ではその『本質』とは何か。結局のところそれは、姉さんを独占したいという僕の我わが儘ままに他ならなかった。姉さんを僕に依存させたいという不純な願望に他ならなかった。僕はいよいよ、その事実と真正面から向き合わなければならなかった。




「……なあ、一つ教えてくれ」

　僕は言った。

「僕の姉さんは本当にそんな力を持った存在なのか？　あんな悪夢みたいな化物どもを本当に倒せるのか？　僕には未いまだにそれが信じられない。だからはっきり聞かせてほしい。当事者の一人として、噓うそ偽いつわり無い正直なところを」

　すると銀髪ネズミは鼻を鳴らし、どこか不機嫌そうにこう答えた。

「データは見た。その限りでいえば、間違い無い。間違い無いどころか、想像を絶するほどに強力だ」

「想像を絶するほど？」

「そうだ。彼女の干渉誘導許容量キヤプ＝クオードは我が文明空間ジ・レの技術総力を上回っている。つまり理論上は、彼女は我々の持つ異相干渉能力ポート・レアードの全てを同一空間上で同時に扱うことができるということだ。まさに無限の力。局所戦で彼女に敵かなうものはこの世界に存在しまい。ヤツらの強襲侵略本隊さえも損害無しに撃滅できよう。だが……」

　銀髪ネズミは少し考え込むような素振りを見せた。それから僕にだけでなくもう二匹のネズミにも目を遣やって、続けた。

「このままでは絵に描いた餅。机上の空論。なんとかしろ。この文明空間ジ・レの時間単位で、二五時間以内に。私が稼げるのはそれだけだ」

「か、稼ぐ？　時間を？　姉御、一体どうやって……!?」

「簡単な話だ、リドレイチ。九二号に残存兵力の半数を集結させて徹底的に抗戦する。どうせヤツらに奪われるのなら、あの地を地獄に変えてしまっても誰も文句は言うまい」

「……上う手まくいく見込みはあるのかい？」

　ミルは言った。すると銀髪ネズミは眉を顰しかめ、こう答えた。

「あるわけないだろう、そんなもの。殿下もそれは同じじゃないのか？　できなければ我々は滅亡するだけだ。だから同じく約束してくれ。必ず彼女を覚醒させると。そして必ず、我々が他の文明空間ジ・レに強いてきた犠牲が無駄では無かったことを証明してくれ。いいな？」

「……わかったよ。約束する」

「よし。では、お互い生き残れたらまた会おう」

　銀髪ネズミはそう言うと、額に人差し指を当てるような仕草を何度か見せた。一種の敬礼なのだろう。次の瞬間、銀髪ネズミは目の前から消失した。そしてそんな銀髪ネズミを追うかのように、残る兵士たちも光の残ざん滓しとなって消えていった。

「姉御、死ぬ気じゃねぇよな？」

　虚こ空くうを見つめながら、リドレイチは言った。

「……どうだろうね。彼女なら大丈夫だと思うけど」

「だといいがな。で、オレたちは一体どうするんだ？　姉御に言われた通り、嬢ちゃんのケツでも引ひっ叩ぱたいて無理矢理戦場に駆り出すのか？」

　リドレイチのその言葉に、僕は一瞬身構えた。だがミルはゆっくりと頭を振り、どこか非難するような視線をリドレイチに向けた。

「そんなことはしないよ。梨り々りちゃんの件に関してはゼストレイも勘違いをしている。とにかく今はここを出よう。局極域隔絶ジオストロールの効果ももうすぐ切れるはずだ」

「チッ……わかったよ」

　僕たちはそれからクレーターの斜面をノロノロと登った。会長の最後の魔法力が抉えぐり取とった地面は深さ一〇メートルにも達し、抜け出すことは容易では無かった。

　斜面を登りながら、僕はこれまでの全ての出来事を反はん芻すうした。会長のこと、自分のこと、姉さんのこと。それからネズミが現れる前のこと。僕が今までしてきたこと。姉さんに対して抱いてきた感情のこと。

　ワープ能力を持っているはずのネズミたちが僕と同じく崩れた地面と格闘しているのも、やはり同じく考える時間を必要としているためだと感じられた。結局会話が再開したのは、二〇分間にも及ぶ静かな脱出劇を終えたあとだった。

「……リンゴくん、鍵はキミだ。キミのせいってわけじゃ無い。でも、キミじゃなきゃ変えられない。散々キミを邪険にしておいて今更こんなこと言うのは申し訳無いけど、キミの協力が必要だ。ボクたちの最後の希望は、キミなんだ」

「……」

　僕はネズミたちから視線を外し、もう一度戦いの痕跡を見た。自分の罪が全てそこに表れているかのようにも感じた。叫びたくなる気持ちを抑えるのもまた、容易では無かった。













　　　Phase 9.0







　僕たちは姉弟だった。確かにその体に同じ血は流れていなくとも、僕たち二人の関係を表す言葉は『姉弟』以外に考えられなかった。

　僕たちが出会ったのは、僕がまだ保育園に通っていた頃。愛やら恋やらといった言葉の意味もわからぬような小さな頃で、母の交際相手の連れ子が姉さんだった。その半年後、僕たち四人は家族となった。




『えへへ……今日からわたし、りんごくんのおねえちゃんだね！』




　僕たち家族は、ただ一点を除いては、他のどんな家族とも変わりは無かった。物心が付く前に実の父を亡なくしていた僕にとって、姉さんの父親、僕の新たな父さんは本当に敬愛すべき父親であった。父さんは別わけ隔へだて無く僕に接してくれた。そして僕の母さんも僕と姉さんを少しも区別すること無く平等に愛し、その下で僕たちはまさしく姉弟として成長してきた。そこには一つの不満も無く、僕たちは幸福だった。

　では、その一点の違いとはなんなのか。何が普通の家族や姉弟とは違うのか。それは僕が抱いてしまった、一つの感情であった。




　僕は姉さんに、恋をしてしまった。




「いつからそれを自分の中に認識したのか、僕にはわからない。もうずっと昔のことだ。あるいは姉さんと出会った瞬間から僕の心にはそういう感情があったのかもしれない。僕は単に、その感情の呼び名を知らなかっただけなのかもしれない」

　そして僕はその恋心を、ずっと隠していた。隠しながら、それとわからぬように姉さんとの関係を操作するようになっていた。

「これももしかしたら、最初は姉さんに格好いいところを見せたかっただけなのかもしれない。僕は姉さんの苦手なことを、嫌いなことを、代わりにやってあげるようになった。それから姉さんが苦しんでいることを解決してあげるようになった。姉さんを守ってあげるようになった。僕は姉さんが頼ってくれるのが嬉うれしかった。弟であること以外の存在意義が生まれて、僕にはこれしか無いと思った」

　だって、僕たちは姉弟だ。姉弟として育って、これからも姉弟として生きていく。それはとても明確なようで、実際は曖昧な関係だ。互いが互いをどう思っていようと、良くも悪くも変わることが無い。そして未来永えい劫ごう、交わることは無い。

「だから結局のところ、僕がしてきたことは姉さんを守るためなんかじゃなかったんだ。本当を言えば僕にはこれっぽっちもそんな気持ちは無かったんだ。僕はただ、姉さんを自分の手元から逃げないように繫つなぎ止とめておきたかっただけなんだ。他の何かが僕から姉さんを奪ってしまわないように、封じ込めておきたかっただけなんだ」

　僕はＫＥＥＰ ＯＵＴの黄色いテープを姉さんの周りに張り巡らせていた。それは危険が姉さんの元にやってくるのを防ぐためではなくて、姉さんをその柵の外側に出さないようにするためのものだった。閉じ込めるためのものだった。

　まるで小さな鳥籠。僕はただただ必死に、それを守っていただけだったのだ。

「……わからないな、リンゴくん。キミがどうしてそこまで思い詰めていたのか、ボクにはわからない」

　僕の肩で、ミルは言った。

「どうしてキミは、素直に自分の気持ちを伝えようとはしなかったんだい？」

「伝えられるわけ無いだろ。僕と姉さんは姉弟だ。ある日突然弟がそんな告白をしてきたら、姉さんは一体どう思う？」

　僕は言った。

「喜ぶと思うか？　受け入れてくれると思うか？　しかも相手はこんな人間だ。ありえないことなんだよ。だから僕にできたのは、姉弟という関係性の中で姉さんを逃がさないようにすることだけだった。一つ一つ姉さんの可能性を潰して、僕への依存心を植え付けることだけだった。結局はそれさえも、いろんな人を苦しめる結果になっちまったわけだがな」

「そうなのかなぁ……」

「まあいいんだ。それで、お前は会長からどんな話を聞かされたんだ？　あの人のことだ、お前の悩みに対して何も答えを返さなかったわけじゃ無いだろう？」

「……思い返してみれば、似たようなことだ」

　言いながら、ミルは天を仰いだ。

「ボクにはわからなかった。データの上では目も眩くらむような可能性を秘めていながら、なんで梨り々りちゃんはその力を発揮できないのか。単に時間やキッカケの問題なのか。だがら京きよう華かちゃんに尋ねたらこう言われたよ──」




『それがわからないなら、梨り々りさんは諦めたほうがいいんじゃない？』




「……ハッ、あの人らしいな」

「だね。それからこんなふうにも。リンゴくん、少しキミの記憶神経を借りるよ」

　そう言うと、ミルは僕の側頭部に触れた。次の瞬間、僕の脳にミルの記憶が流れ込んできた。




『でもそれだと、私たちの未来まで諦めることになっちゃうんだよね。だったら少しだけ教えてあげる。ねえミルくん、私はミルくんがどんな立場でどんな経験をしてきたのか知らないけどさ、戦うのってすっごく怖いことだと思わない？』

『怖いこと？』

『そう。世界を守るとかさ、そんな大それたものじゃなくても、友達との喧けん嘩かだって同じように怖い。勇気がいる。できればそんなことしたくない。じゃあなんで私たちは戦うんだと思う？　私思うんだけどさ、それって〝戦わなかったほうがもっと怖いことになる〟って学んできたからじゃないのかな？』

『……つまりその学習が無ければ、人は戦えない。京きよう華かちゃんはそう言いたいのかい？』

『そーゆーこと。だから想像してみてよ。もしこの世界のどこかにさ、全ての争いごとから意図的に遠ざけられたまま育ってきた人がいるとすれば、そういうことに前向きになるのってすっごく難しいことだと思わない？』




「……なるほど、会長には最初から何もかもお見通しだったってわけだ。ま、そうだよな。こんなことが始まる前から、あの人は僕にも同じように言っていたんだから」

　僕は言った。甘やかして、誤魔化して、縛り付けて、支配して、それで全部思い通りになるなんて、そんなの単純すぎる──いつかの会長の言葉が、僕の脳裏をよぎった。

「僕のせいだよな。何もかも。馬鹿だよ、ホント、何やってたんだか……」

　僕は嘆いた。すると再び、ミルは言った。

「違うよ、リンゴくん。単にキミのせいというのは、違うんだ。何がどう違うのか、ボクにもきちんと説明できないけど、とにかく違うんだ」

「違う？」

「京きよう華かちゃんの話を聞いて、ボクも最初はそう思った。『じゃあやっぱりあの弟が邪魔しているせいなのか』って。でもそう言ったら、京きよう華かちゃんにもの凄すごい顔で睨にらまれたよ」




『そうやって一方的に臨りん吾ごくんのことを悪者扱いするのはやめてよ。だって一生臨りん吾ごくんが代わりに戦ってあげられるのなら、別になんの問題も無いじゃない。少なくとも臨りん吾ごくんはその覚悟をしていたはず。そこに無茶な戦いを持ち込んだのは、ミルくん、貴方あなたたちでしょ？』

『で、でも……』

『でもも何も無い。当人たちがそれで幸せなら、第三者がとやかく言うのはただの我わが儘まま。そうでしょ？　箱入りのお姫様とひたすら甘やかしてくれる王子様。二人が満足しているのなら、そういう幸せのカタチもありだと思わない？』

『そんなぁ……じゃあなんで京きよう華かちゃんはリンゴくんのことを責めていたんだい？　デパートで会ったときもそうだし、今日だって戦いのあとでリンゴくんに冷たく当たって……』

『言ったでしょ？　二人がそれで〝満足しているのなら〟、そういう幸せもあり。問題はそこなんだよ。ねえミルくん、キミはなんで梨り々りさんが〝救世者〟なんて役目を引き受けたのか、その理由がわかる？』

『理由？　それは梨り々りちゃんの優しさだと思ってるけど、違うのかい？』

『違うね。はっきり言って、全然違う。だからこそ本当は臨りん吾ごくんこそが〝最後の希望〟なんだよ。臨りん吾ごくんに対する想おもいが無かったら、梨り々りさんを変えることなんて不可能だった。〝変わりたい〟って思わせることはできなかった。極論を言えば梨り々りさんにとっても、世界の平和なんてどうでもいいことなんだよ』

『ああもう、意味がわからないよ。京きよう華かちゃんが言ってること、ボクには理解不能だ』

『あっはっは。ま、そうだよね。私も邪魔されたくないからわざとわかりにくく言ってるし。とにかくしばらくは私に任せてよ。私はこの世界も二人のことも大好きだから、なんとかしてあげる。私の命に代えても、ね──』




「……リンゴくん、キミには京きよう華かちゃんの言葉の意味がわかるかい？　京きよう華かちゃんが何をしようとしていたのか、キミはわかるかい？」

「わからないな……だがそうか、会長が言ってたのか。僕が『最後の希望』だって。つまり僕なら姉さんを変えられる。原因を作ったのが僕なら、それを取り払えるのも僕だけ。会長はそう言ってたんだな？」

　僕が言うと、ミルはコクリと頷うなずいた。

「梨り々りちゃんがボクのお願いを聞き入れた理由のどこかに、キミの存在がある。そして京きよう華かちゃんはこうも言っていた」




『一回くらい派手に喧けん嘩かしなきゃダメなんだよ、あの二人はね』




「時間は無いよ、リンゴくん。もう一度お願いだ。この世界を守るために協力してほしい。どうか梨り々りちゃんを〝救世者〟として目覚めさせてくれ」

「……もう少しだけ、考えさせてくれ。答えを出す前に、僕はもう一度姉さんに会いたい」

　そして僕は、なんらかの形で自分の罪に終止符を打つ──そう思いながら、僕は玄関のドアノブに手をかけた。

　世界の一部を犠牲にした化物たちとの戦闘から、既に一時間以上が経過していた。










「……ただいま、姉さん」

　その声と同時に、僕は玄関扉を開く。時刻は夜九時を少し回ったところ。会長から呼び出しを受けたのが六時頃だから、僕は姉さんを三時間も放置していたことになる。しかし期待に反し、姉さんからの返答は無かった。

「……姉さん？」

　家の中は薄暗闇に包まれていた。どこの部屋にも明かりは無く、廊下を照らしているのはリビングから漏れ出るぼんやりとした光のみ。恐らく光源はテレビだろう。その証拠に、ニュースキャスターの緊迫した声が玄関にまで響いていた。

『──このように大規模な破壊の跡が見られながらも、目撃情報は未まだ寄せられていません。警察は一帯を封鎖し、港湾関係者に事情聴取を行うなどして事態の究明を急いでいます──』

　そして妙な焦あせりを感じながらリビングへ足を踏み入れると、果たして姉さんの姿もそこにあった。姉さんはソファの上に膝を抱えて座り、テレビの青白い光に照らされて背後の壁に大きな影を投げかけていた。

　表情は、読めない。俯うつむいた顔を柔らかな髪が覆い隠し、そこにはある種の拒絶の感情すら表れているように感じる。僕は姉さんへ近付くことに一瞬の躊躇ためらいを覚えた。なんとなしの悪い予感が脳裏をよぎった。

　姉さんに話を聞いてもらえなかったら、どうしよう──

（クソッ！　しっかりしろよ、僕は男だろ……！）

　僕は自分に言い聞かせる。そしてリビングの電気を点つけ、テレビを消す。最初になんと声をかけるべきか、良案は無い。だがその瞬間、姉さんの体がもそりと動いた。

「んんぅ……」

　フリーズする僕。姉さんは顔を上げ、ぼんやりと開いた両目で僕を見た。その瞳に映った自分の姿のなんと滑稽なことか。そして徐々に大きく目を見開き、終しまいには涙を溢あふれさせて僕の姿をぐにゃぐにゃに崩した。

　それは実際、拒絶とは真反対の反応であった。

「りんごくん！」

　まるで弾はじかれるように、姉さんは僕に飛び付いてきた。そんな行動を少しも予期していなかった僕は、半ば突き飛ばされるかのような格好で姉さんとともに床に転がった。姉さんがただ眠っていただけだと気付いたのは、それから更に数瞬が経過した後のちのことだった。

「よかった……りんごくん、無事だったんだね……！」

「ね、姉さん？　一体どうしたんですか？」

「どうしたもこうしたも無いよ！　お姉ちゃん心配してたんだからね！　りんごくんにもしものことがあったらと思ったら、わたし、わたし……ぅわああああああああ！」

　僕の体をきつく抱き締めながら、姉さんは声を上げて泣き出した。僕は反射的に姉さんの髪を撫なでつつ、その取り乱した様子の意味について思い量った。

　どうやら姉さんは、この世界を襲った脅威について何かしら勘付いていたらしい。ニュースを見たのか、あるいはそれ以前に察知していたのだ。ネズミたちが与えた力を介し、化物たちの侵攻を。

「怖かった……わたし、すっごく怖かった……！　お家うちにいても感じたの。なんだかもの凄すごく、嫌な感じ……今までよりもずっとドロドロしてて、冷たくて、まるで故意に誰かを苦しめようとしてるみたいに……！」

　姉さんはすっかり怯おびえ切きっていた。小刻みに震える瘦そう身しんはいつも以上に姉さんの体を小さく感じさせた。涙は僕の戦闘装束をじっとりと濡ぬらし、胸元に熱っぽい感触を残した。

「姉さん……」

「うぅ……りんごくんが無事で、ホントによかった……りんごくんにもしものことがあったらと思ったら、わたし心配でおかしくなりそうだった……りんごくん、ホントに大丈夫なんだよね？　どこも怪け我がしてないんだよね？」

「ええ。今のところ、僕は大丈夫です」

　ですが会長は……と言いかけて、僕は咄とつ嗟さに口を噤つぐむ。不安に圧おし潰つぶされそうな姉さんを前に、事実を語るべきか否いなか。今は姉さんを安心させることが最優先なのではないか。いつもの僕なら、迷うこと無く真実を誤魔化すのではないか。

　だが今は、違う。僕の中で、何かが決定的に違っている。だから今度は勇気を奮い起こして、僕は姉さんにハッキリとこう告げた。

「姉さん、僕は大丈夫です。ですが代わりに会長を、犠牲にしてしまいました」

「え……？」

　姉さんの涙が、ピタリと止まる。同時に広がる混乱の色。僕は姉さんの体を抱えて立ち上がり、ゆっくりとソファへ座らせた。姉さんは糸の切れた人形のように力無くもたれ、光を失った瞳で僕を見つめた。

「そ、それってどういう……」

「言葉通りの意味です。僕を庇かばって、会長は自分の力を使い尽くしてしまいました。それどころか僕らと同じように戦っていた異世界も、犠牲にしてしまいました。僕には何もできませんでした。ただひたすら逃げ回って、追い詰められて、殺されかけて……」

　そこから先は、まるで逆。堰せきを切ったかのように、僕の口からは言葉が流れ出た。語るのはこの夜の出来事。隠し事は何も無い。まっさらでおどろおどろしく、純粋だった。

　姉さんは口元に手を寄せ、悲痛さを感じさせるほどの真剣な面持ちで聞き入っていた。それはやはり姉さんも感じていたからだろう。遠くこの場にいてもなお、僕が覚えた絶望に近いものを。圧倒的な力の差を。底無しの恐怖を。

「……梨り々りちゃん、ボクたちに残された時間はほんの僅かだ」

　ミルが言った。

「今回送り込まれてきたのは、所詮威力偵察部隊。それもヤツらの指揮系統でいえば一小隊にすぎない。確証を得たヤツらは次こそ本隊を送り込んでくるだろう。ボクたちの残存戦力で足止めできるのは、丸一日が限界だ」

「一日……そ、そのあとはどうなるの？」

「この世界を救う手立てが無くなる。ボクたちの文明空間ジ・レは裸同然。そしてボクたちの文明が落とされれば、ヤツらはノーリスクで全ての異相文明空間ビリ＝ジレントを行き来できるようになる。文字通り、この世の終わりだ」

「そんな……！」

「でも梨り々りちゃん、聞いてほしい、ここからが重要なんだ。ボクたちはまだ、全ての希望を失ったわけじゃ無い」

　ミルは僕の肩から降り、腕を伝って手の平に移った。僕はそんなミルを姉さんの目前に差し出し、続く言葉を待った。

「ミルクちゃん……」

　呟つぶやく姉さんの顔には、未まだ困惑の色。形の整った眉を寄せ、その目には涙が戻りつつある。血の気を失った透き通る肌。震える艶あでやかな唇。揺れる柔らかな髪。美しく繊細で、星ほし屑くずのように幻想的。

　狂おしいほどの庇ひ護ご欲よくを駆り立てるその姿は、今になってわかる、僕が姉さんに望んだあり方そのものだ。まるで籠の中の鳥。花瓶に挿された花。僕の間違った願望は、かくも見事に成じよう就じゆしてしまっていた。

　そして僕には、続くネズミの問いかけに姉さんがなんと答えるか、わかってしまった。

「梨り々りちゃん、キミしかいない。この世界を救えるのは、キミしかいないんだ。怖いのはわかってる。無茶なお願いをしてることもわかってる。でもどうか、この世界の全ての仲間たちのために力を貸してくれないか」

「……やめて」

　姉さんは言った。その声にはいつもの朗らかさなどどこにも無く、氷水のように冷たくハッキリとしていた。




「そんなの、無理だよ。ミルクちゃん。戦うなんて、そんなの無理。だってわたし、りんごくんとは違うもん」




「梨り々りちゃん……？」

　ミルはたじろぐ。そこに向けられる、熱の無い視線。活力の無い瞳。ネズミの知る『いつもの梨り々りちゃん』とは、一八〇度異なっていた。

「やめてよ、今更。わたし、最初からわかってたんだ。わたしにはできないって。りんごくんみたいにはなれっこ無いって。ミルクちゃんもそれがわかったから、わたしじゃなくてあの子を選んだんでしょ？　なのに今更、あの子がやられちゃったからやっぱりわたしになんて、勝手すぎるよ」

「そんな！　ボクにはそんなつもりなんて一つも無いよ！　ボクはただ、梨り々りちゃんにもう少し時間をあげられたらと思って──！」

「やめて！　そんなの聞きたく無い！」

　姉さんはそう叫んで、両手で耳を塞いだ。今度こそ完全な拒絶。顔を伏せ、両目をギュッと瞑つぶって身を縮ませる。続いて投げかけられたミルの言葉にも、姉さんは全く聞く耳を持とうとしなかった。

「わたしも信じたかった。わたしにもできることがあるって、りんごくんに迷惑をかけるばっかりじゃ無いんだって……でもわたし、何もできなかった！　何もできなくて、またりんごくんとあの子に迷惑かけちゃった！　なのに今更、わたしに何ができるっていうのよ！」

「ち、違うよ梨り々りちゃん！　梨り々りちゃんにはちゃんと他の誰にも無い才能がある！　それを発揮できなかったのは、梨り々りちゃんが『自分にはできない』って思い込んでいたからというだけなんだ！　梨り々りちゃんが自分を信じられればきっと戦える！　ボクを信じてよ！」

「無理だよ……わたし、そんなことできない……ねえりんごくん、りんごくんならわかるでしょ？」

　そう言って、姉さんは縋すがるような視線を僕に向ける。まるでいじめっ子からの庇ひ護ごを求めるかのような、そんな視線。いつもの僕なら心の底に言い知れぬ快楽を覚えただろう。今の僕には容易に想像できた。そして同時に、僕は焼けるような罪の意識を覚えた。




　ああそうだ、これが僕の罪──僕の願望がこんなふうに、愛する人を変えてしまったのだ。




「わたしが信じられるのは、りんごくんだけ。だからお願い、はっきり言って。そしたらわたし、諦められる。諦めてもう二度と、りんごくんに迷惑かけないから」

「……わかりました。姉さんが望むのなら、ハッキリ言いましょう」

　僕は言った。それからミルをソファに置き、膝をついて姉さんの手を取った。

　姉さんの表情に入り混じる、悲しげな期待の色。それを破るというのは、覚悟を持たねば容易なことでは無い。だが僕はようやく答えを得た。答えを得たから、全てを壊して前に進む覚悟ができた。




「姉さん、貴女あなたにならできる。ミルの言う通りだ。僕は誰よりもよく、それを知っている。だって姉さん、なんでもできたはずの貴女あなたの可能性を奪ってきたのは、僕なんですから」




「っ……！」

　姉さんはすぐに僕の手を弾いた。それでも構わず、僕は続けた。

「全ては僕のせいなんです。姉さん、僕が姉さんから経験を奪ってきたからそう感じるだけなんです。喧けん嘩かでもなんでも、僕が姉さんからその機会を奪ってきたからそう感じてしまうだけなんです。本当の姉さんは姉さん自身が考えているほど弱い人じゃ無いんです。貴女あなたは本来、とても強い人のはずなんです」

「や、やめてよりんごくん！　意味わからない！　りんごくんの言ってること、わたしには一つもわからないよ！」

「いいえ、やめません。姉さんにお願いされましたからね、ハッキリ言えって。だから姉さん、僕はハッキリ言います。これで僕と姉さんの関係が壊れてしまうとしても、僕はもう姉さんを傷付けたくはありませんから」

　だって、一番大事なのは姉さんだから。姉さんがこれからも幸せに暮らしていけることだけだから。自分が好かれているとか、嫌われているとか、そんなことはどうでもいい。だからこれは、罪の清算。つまるところ僕の覚悟というのは、こういうことだった。




「姉さん、僕は貴女あなたのことが好きです。姉弟としてという意味では無く、一人の女性として。だから僕は、姉さんを変えてしまった。僕が姉さんを、独り占めするためだけに」




「そんな……！」

　姉さんは目を見開き、硬直した。どれほどの衝撃を受けたか、僕には想像することもできない。強こわ張ばった表情からは感情を読み取ることもできず、ただただ異様な空気が僕たちを包む。

　聞こえるものは、自分の心臓の音のみ。僕は姉さんにどんな返答を期待しているのか。真まっ直すぐ拒絶されるのなら、それでもいい。『気持ち悪い』と罵られても、僕は自分への罰として受け入れられる。あまりに捨て鉢だが、僕は少しばかり清すが々すがしい気分だった。

　これで僕は姉さんに嫌われる。そして千切れた僕たちの関係が、新たな未来を紡つむぎ出だす。

（姉さん……）

　だが、そんな思いすらも自分勝手な妄想であると、僕は次の瞬間思い知らされた。姉さんの返答は、僕のどんな想定にも当てはまらぬものだった。




「……やめてよ、りんごくん。こんなのって、あんまりだよ。りんごくん、わたしの想おもいがわかってるからそんなこと言ってるんでしょ？　わたしが何を考えてるか全部知ってるから、りんごくんはそんな噓うそ吐つくんでしょ？」




　姉さんの表情は、一つの感情に収束していた。怒り──それは僕が今まで触れたことの無いほど、絶望的な怒り。

　果たしてそれがどこから湧き出すものなのか、今度は僕が困惑する番だった。

「噓うそ……？　噓うそだなんて、僕はそんな……！」

「噓うそだよ。絶対そうだ。だってそうじゃなきゃ、こんなのありえないもん。噓うそじゃなきゃ、りんごくんがこんなわたしに……ごめんりんごくん、今はもうりんごくんとお話ししたくない」

「ッ、待ってください！」

　立ち上がった姉さんの体は、どういうことだろう、一瞬淡く輝いた。そして僕は姉さんの体を捕まえることができなかった。

「りんごくん、わたしね、りんごくんのお姉ちゃんじゃ無ければよかった。りんごくんのお姉ちゃんじゃなければ、こんなふうにりんごくんの近くにいなければ、わたしはもっと簡単に諦められたのに」

　姉さんは瞬間的に身を翻ひるがえし、伸ばされた僕の手を躱かわした。視界に捉えることさえ困難だった。次の瞬間には扉の閉まるバタンという音がリビングに響いた。姉さんは僕の側そばから逃げ、階段を駆け上がって自室に籠ってしまった。

「姉さん……」
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　僕は虚こ空くうを握り締めた拳を開き、見つめた。ミルが焦あせったように何度か叫んだが、僕の耳には入らなかった。

「……やっぱり貴女あなただって、魔法少女、本当は諦めたくは無いんじゃないですか」

　ならばこの顚てん末まつには、いかなる意味があるのか。姉さんの発した言葉の意味とともに、僕にはそれがわからなかった。

「でもまあ、仕方ありませんか。こんな僕を信じるなんて、姉さん、そんなの無理に決まっていますよね。だとしたら、僕はわかりました。自分が何をすべきか。まだ足りない。こんなんじゃまだまだ甘い。きっとそういうことなんでしょう」

　僕は再度拳を握り、血が滲にじむほど爪を食い込ませた。同時に僕の頭には、ミルが教えてくれた会長の言葉が響いた。

　──一回くらい派手に喧けん嘩かしなきゃダメなんだよ、あの二人はね。

「未練は無いだなんて、僕には言えません。でもこのまま終わりにするよりはずっとマシだ。姉さん、僕は貴女あなたの敵なんです。僕こそが、貴女あなたにとって真の敵なんです。だから貴女あなたは僕を倒して、希望を取り戻さなければなりません。姉弟でいられるのも、今日までです」

　そして僕はミルにお願いをした。ミルが僕の思いを理解できたかどうかは定さだかでは無かったが、お願い自体は誤解の余地も無いほどシンプルなものだった。




「明日の放課後、姉さんにこう伝えてくれ。新たな敵が現れて、僕は負けたと。そして僕のところに、姉さんを連れてきてくれ」













　　　Phase 10.0







「──兄あんちゃん、準備はできたぜ。局極域隔絶ジオストロールはこれで大丈夫だ。アンタと嬢ちゃん以外、この文明空間ジ・レの人間は誰一人ここに入ってこれねぇ。で、よかったんだよな？」

「ああ。すまないなリドレイチ、恩に着る」

　僕は言った。すると肩のネズミは怪け訝げんそうに眉を顰しかめ、口をへの字に歪ゆがませた。

「ケッ……礼の言葉だなんて、昨日の今日で大層な心変わりじゃねぇか。不気味だぜ。そのうち槍やりでも降ってくるんじゃねぇだろうな？」

「どうだろうな。だがまあ槍やり程度ならまだマシだろう。今のこの状況、化物どもが牙を剝むいて降り注いできてもおかしくは無いんだろう？」

「それはそうだが、言い訳にはならねぇよ。なあ兄あんちゃん、アンタはこれから何をするつもりなんだ？　アンタのことを疑うわけじゃ無いが、今はアンタの一挙手一投足にこの世界の未来がかかってるんだぜ？」

「簡単なことだよ。姉弟喧げん嘩か、それも相当ドギツイやつを一発。まあ見てろって」

「不安だなぁ……アンタの考えてること、オレには全然わからねぇぜ。なあ兄あんちゃん、もしオレにできることが他にもあるのならなんでも言ってくれよ。こんなことにアンタを巻き込んじまった以上、オレにも命くらい捨てる覚悟はあるぜ」

「なら、この天気をなんとかしてくれ。もうすぐ世界が終わるかもしれないっていうのに、これじゃあムードが無さすぎる」

　そう言って、僕は空を見上げた。いつにも増して、暖かな一日だった。

　沈みかけた太陽が真横から投げかける、真っ赤な光線。漂ううろこ雲は陰影をより濃く映し、緩やかな風が頰を撫なでる。危機感などどこにも無く、ただただ穏やかで心ここ地ち好よい。こんな夕暮れに姉さんとお出かけできたら至上の幸福だろう。僕はそんなふうに感じた。

「だから、もっと暗く、寒く、できないか？　アイツらが現れたときみたいに、絶望的に。そのほうが最後の一日に相応ふさわしい。この世界が残るとしても消えるとしても、僕と姉さんの『これまで』はこれで最後なんだから」

「ん。お安い御用だ」

　リドレイチは空に人差し指をかざし、文字を描くかのように小さく動かした。すると黒煙が立ち込めたかのように光が消え、あたりは闇と静寂に包まれた。

「……すまないな、リドレイチ」

「だからそう言うなっての。それよりもオレたちの未来、頼んだぜ」

　これで舞台は整った。場所は最初の敵を殺したあの立体駐車場。その屋上階。僕は改めて周囲を見回し、それから足元のペール缶を取った。

　覚悟はできている。馬鹿な真ま似ねかもしれないが、元より僕は大馬鹿者だ。

「……さあ、始めようか」

　中身は真っ黒な水性ペンキ。祖父のガレージに埃ほこりを被かぶって転がっていたもの。ナイフで蓋をこじ開け、ひっくり返して頭から被かぶる。ヤツらと遜色無い酷ひどい臭においがした。一筋の暖かな光が屋上に差し込んだのは、空になったペール缶を投げ捨てた丁度その瞬間だった。




　──りんごくん！




　僕はナイフを携えたまま、ゆっくりと反転して階段の方角を見み遣やった。感じるのは少しばかりの懐なつかしさ。可か憐れんで繊細。華麗で荘そう厳ごん。廃ビル以来の魔法少女姿で、姉さんは屋上階への出入り口の前に立っていた。

「はぁ、はぁ……ミルクちゃん、あれがそうなの？　あれが今回の、〝敵〟？」

　姉さんは言った。そして肩で息をしながら、ただ一点に不安げな視線を注いでいた。それが一体どこなのか、今更語るべくも無い。まばらな自動車と二匹のネズミを除けば、存在するのは僕と姉さんのみ。

　僕は反射的に声をかけそうになって、慌てて口を噤つぐんだ。幸か不幸か、僕の口角からはまさに化物じみた呻うめき声ごえが漏れ出た。




　グゥゥ……




「……リドレイチ、手て筈はず通りに頼むぞ」

「あいよ、任された」

　そう言ってリドレイチは僕の肩から静かに姿を消す。僕はペンキを滴したたらせながら一歩、また一歩と姉さんに歩み寄り、ナイフの切っ先を向けた。すると呼応するように、あるいは全身を強こわ張ばらせるかのように、姉さんは魔法の剣を固く握り締めた。

　僕は化物、姉さんの〝敵〟──であればやることは明白。僕はもう、かつての僕では無い。姉さんを助けるものは、もう何者も存在しない。姉さんの自由を邪魔するものは、もうどこにも存在しない。

　ならば貴女あなたはきっと、僕に勝てるはず。

（証明してください。姉さん。そして気付いてください。貴女あなたの可能性を。僕の罪を。貴女あなたの『弟』は、今日でお終しまいです）

　そして僕は振り上げる。ペンキにまみれたドロドロのナイフを。姉さんは「きゃっ」と小さく悲鳴を上げ、ブルブル震える刀身でその一撃を受けた。

　魔法の力は──否。不十分。弱々しく明滅を繰り返し、ナイフに僅かな刃こぼれを生じさせる程度。ならばと僕は武器を引き寄せ、二撃、三撃。後退する姉さんを追い詰めて火花を散らす。

「ウォォォォオオオオオオオオ！」

「っ……、な、なによこいつ……！」

　姉さんの顔には、恐怖とともに困惑の色が浮かんでいる。恐らくそれは僕の作戦の不完全さから生じるものだろう。どんなに工夫を凝らしたところで、僕には化物の放つ独特の雰囲気を再現することなど不可能だ。だがその他の点でいえば、僕の準備は万端だった。日中全ての時間を費やし、僕は姉さんを欺くための仕掛けを整えていた。

　一つ目は、全身に巻き付けた包帯とバーラップロール。乱雑に引き裂いたそれらはたっぷりと黒色塗料を含み、僕のシルエットを人間の姿から遠ざけている。リドレイチに作り出してもらった暗闇の下、その効果は期待以上だった。

　十合切り結んだところで、遂ついに僕のナイフは根本から破断。刃は回転しながら宙を飛び、包帯巻きの僕の頰を浅く切りつける。それでもなお、姉さんに気付かれた様子は無い。僅かな隙。そこを突いて姉さんは後方へ大きくステップし、僕との距離を取った。

「はぁ、はぁ……」

　肩で大きく息をする姉さんは、反撃の気配を見せない。戦闘意欲は極僅か。ミルは不安げに姉さんを見上げ、恐る恐る問いかけた。

「り、梨り々りちゃん、大丈夫かい？」

「うん、なんとか……でもあいつ、何か変。何かがいつもと全然違う。りんごくんがあいつに負けたって、ホントにホントなの？」

「残念ながら本当だぜ、嬢ちゃん」

　と、答えたのはリドレイチだった。そしてこれが、二つ目の仕掛け。姉さんの肩に現れたリドレイチは神妙な顔を作り、こんなことを言った。

「ヤツは〝ＬＵＳＴ〟──敵の戦法を研究するための実験装置だ。ヤツは敵の戦い方をコピーして、その全力を再現する。不運なことに今回のターゲットは兄あんちゃんだったらしい。全力の自分が相手じゃ、流石さすがの兄あんちゃんも勝てなかった」

「そんな……っ、そ、それじゃありんごくんはどうなったの!?」

「安心しろ。死んじまう前にオレたちが助けた。だがこれで戦うことができるのはアンタだけだぜ、嬢ちゃん。アンタが戦わなきゃ、いよいよこの文明空間ジ・レもオシマイだ」

「うぅ……そんなこと言われても、わたしやっぱり怖いよ……」

　なんて姉さんの言葉を聞いて、僕にはもどかしさが募った。一筋縄ではいかないな。もちろんそんなことは想定済みだが、現実として目の前にすると罪の意識が一層強まった。

　姉さんは後ろ足を更に一歩引き、逃げの姿勢。なんとかしなければ。まずはとにかく、姉さんの心をこの戦いに引き込む必要がある。作戦一。退路を断て。僕は腰にくくりつけていたガラス瓶を手に取り、唯一の出口である階段へ向かって投げつけた。

「っ……！」

　内容物は、ガソリンに発泡スチロールを溶かしたもの。口元に縛り付けた電子回路が火花を放ち、即席ナパームを燃え上がらせる。熱線と閃せん光こう。姉さんは驚いた様子で後方を見やり、足を止めた。その瞬間を、僕は見逃さなかった。

（さあ姉さん、逃げ場は無いぞ！）

「わわっ……！」

　姉さんは咄とつ嗟さに剣を振るい、僕が繰り出した鉄パイプを弾はじき返かえす。その所作に余裕は無い。だが畳み掛けるように打ち続ければ、僅かな変化も垣かい間ま見みえる。一つは剣の輝き。相変わらず弱々しくありながらも、明滅をやめて一定の安定を見せ始める。

　それはまるで、消えかけていた炎に新鮮な風が吹き込まれたかのように。

「梨り々りちゃん！　このままじゃダメだ、反撃しないと！」

「そうだぜ嬢ちゃん！　アイツがコピーしたのは無能力者の兄あんちゃんだ！　嬢ちゃんなら絶対に勝てる！」

「そ、そんなこと言われたって……っ！」

　姉さんは声を絞り出すかのように言った。しかしそんな言葉とは裏腹に、時折ハッとするような太刀筋が僕を襲った。

「ッ──！」

　僕は鉄パイプから片手を放し、放たれた一いつ閃せんを躱かわす。間一髪。冷や汗がドッと溢あふれた。もし一瞬でも反応が遅れていたら、僕の左手首は無残に切り落とされていた。

　恐らく変化の根底にあるものは、姉さんの生存本能。追い詰められた状況が生み出す、無意識の奔流。恐怖が生み出す底力。

（クソッ、集中しろ。わかってるだろ、ここからが正念場だ……！）

　得物を握り直し、僕は自分に言い聞かせた。これは期待通りの反応だ。ならばここからは作戦二。真っ赤な戦闘意欲が燃え上がるまで、僕はこの状況を持続させる必要がある。恐怖に打ち勝ち、団扇うちわで風を送り続けるかのように。

「ああもう！　いい加減にしてよ！」

　姉さんは怒ったように声を上げ、丸太で殴りつけるかのように剣を振り下ろす。その輝きは今、敵のいない平和な空間で姉さんが見せていたものと遜色無い。僕は真っ二つに切り落とされた鉄パイプから手を放し、追撃が襲い来る前に一ひと巻まきのチェーンを繰り出した。

「ァァァァアアアアアアアア！」

　放たれた鋼鉄チェーンは姉さんの足首を捕らえ、動きを封じる。そこから一本釣りのごとく引き上げれば、バランスを崩した姉さんは尻もちを突いて倒れ込む。生じる隙。だが新たな武器を取ろうともたつく僕を前に、姉さんは鎖を断ち切って飛び上がる。

「はぁぁ──！」

　決意に満ちた声──即座に振り抜かれた一撃は、紙一重で僕の肩を掠かすめた。僕は一旦武器を諦め、肩の裂傷にも構わず姉さんの懐ふところへ飛び込んだ。ほぼゼロ距離。激しい吐息が交錯する。ペンキまみれの腕で姉さんの腰を抱え、足払いを交えつつ強引に投げ飛ばす僕。コンクリートを転がる姉さんの体。魔法の剣は触れたものを消し飛ばし、立駐の床面に爪痕のような傷を残す。姉さんは僕の顔を睨にらみつけた。

　僕は自分の行為が自分でも信じられなかった。僕は姉さんを傷つけようとしている。あんなに愛していたはずの姉さんを。だが止められない。止めることはできない。転がり始めた僕と姉さんの運命。崖のような急坂を真っ逆さまに落ちていく。

（姉さん、姉さん……！）

　そして僕は武器を抜く。背中に携えていた〝電撃爆槍イルミネーター〟──その電源回路を縮小した簡易版。姉さんは即座に立ち上がる。その目に宿るのは今、嫌けん悪おの炎。敵意の視線。

　作戦三。昇華せよ。僕が頭上から振り下ろせば、姉さんは剣を返して横へ一いつ閃せん。光の尾が槍やり先さきを寸断し、二枚のナイフが宙を舞う。これで電撃は不可──僕は咄とつ嗟さに爆薬を爆はぜさせ、苛烈な爆音で姉さんの動きに隙を作った。天地もわからぬ一瞬。だが槍やりの柄つかで決死の追撃を繰り出してみても、瞬時に展開された不可視の防壁が姉さんを守った。

「っ──！　させないわよ！」

　そして防壁は一点に圧縮され、炸さく裂れつ。上下左右へ十字の閃せん光こうが貫き、〝電撃爆槍イルミネーター〟の残骸もろとも僕の体を弾はじき飛とばす。

「ぐぉ──ッ!!」

　僕の体は遠くのフェンスへと叩たたきつけられ、崩れ落ちた。武器は光の粒と消え、背後にはべったりとペンキの跡が残る。何が起きた？　僕は血の味を感じつつ、前方の姉さんを睨にらんだ。そして目にした。こちらに向かって駆け出す姉さんの、その背後に聳そびえる二枚の空間断層アルマージを。

「くらぇぇぇええええええ！」

「ッ──！」

　僕はケミカルライトを叩たたき折おって十本近くまとめて放った。破れかぶれの目くらまし。姉さんはたった一振りで全てを寸断し、発光物質の飛ひ沫まつが霧のように立ち込める。これで僕の姿は見えない。逆に僕からは姉さんの太刀筋が丸見え。光線銃のような一撃が霧の中から襲い来る。

（まだだ、まだ足りない……ッ！）

　体を捻ひねって一回転。フェンスを切り裂く姉さんを横目に、何重にもチェーンを巻いた拳を突き出す。経験値は僕が上。まだ戦える。姉さんの動きは大振りだ。

「ォォォォオオオオオオオオ──！」

　超接近戦──再度間合いの内側に入り込み、緻密な連打。剣けん戟げきを根本からいなしつつ、姉さんの体に拳を叩たたきつける。手応えはもちろん、あるはずが無い。まるでコンクリートの壁を殴りつけるが如ごとし。小さなシールドが僕の攻撃を受け止め、端から全て無力化してしまう。

「やめてよ、もう……！　いい加減にしてってば！」

　姉さんの声が耳に響いたが、僕はもう一心不乱だった。まだだ、まだ足りない。姉さんは圧倒され、一歩、また一歩と後退する。だが前とは雰囲気が異なる。それはまるで、僕の動きを見極めようとするかのように。

　このとき僕が感じたものはなんだろう。まるで姉さんと溶け合うかのような感覚。エゴイスティックだと言われれば、僕にはやはり反論できない。呼吸も追い付かぬ攻防。光の翼はいつの間にか、かつての会長と同じ数にまで増えていた。

「り、梨り々りちゃん！」

　翼をはためかせ、姉さんは大きく一歩足を引いた。僕の腕よりも遠く、リーチの外側へ。空を切る僕の拳。振り上げられた魔法の剣。それは僕が待ちわびていた瞬間。姉さんに秘められた力は今、太陽の如ごとく燦さん然ぜんと輝き、僕の頭上に放出されようとしている。

　さあ、ここだ。集中しろ。全身全霊をかけて。僕は念じた。そして祈った。作戦の成功を。敵が何者か、何者を倒すことができるのか、姉さんは知らなければならない──

（姉さん……！）

　作戦四。全身の筋力を総動員して、強引に首を引く。少しでも遅ければ真っ二つに額を割られていただろう。煌きらめく光は眼前をよぎり、黒くろ濡ぬれの包帯をプツリと両断する。頰を滑り落ちる冷たい感触。そこから覗のぞく人の顔。僕の顔。

　姉さんは真剣な面持ちのまま、動きを止めた。空間断層アルマージの雑音さえ押おし退のけるかのように、互いの呼吸が暗闇に響いた。

「……どうしてよ、りんごくん」

　姉さんは呟つぶやいた。そして続く言葉は、未まだ嫌けん悪おの激情に満ちていた。




「どうしてりんごくんは、こんなことまでするの？」




「……気付いていたんですね」

　僕は額に残った包帯を剝ぎ取り、塗料を垂らしながら片手で固く握り締めた。神こう々ごうしささえ感じられる姉さんとは対照的。照らし出される僕の姿は汚れと疲労にまみれていた。

「一体、いつからです？」

「最初から。って言いたいけど、噓うそは吐ついちゃだめだよね。ホントはりんごくんがわたしにパンチしてきたとき。これまでの〝敵〟とは全然違ってた。なんていうか、わたしを倒そうとはしてなかった」

「倒そうとはしていなかった、ですか……姉さん、それは違いますよ。僕は確かに貴女あなたを叩たたきのめすつもりでした。本気で貴女あなたに殴りかかっていました。でも貴女あなたの力がそれを弾はじき返かえしたんです。見えない防壁で。僕には何もできなかった。本当です」

「ううん、違う。りんごくんこそ違うよ。りんごくんはわたしのことを傷付けないように気遣ってた。全然本気じゃ無かった。だからわたし、気付いたんだ。そんな変なことをするのは世界に一人しかいないって。りんごくんしかありえないって」

　姉さんはそう言いながら、僕の鼻先に魔法の剣を突き付けた。静かな圧力。言葉尻は優しくとも、剣先には空気を震わせるほどの強い怒りが漲みなぎっている。いつもの姉さんからは想像もできないし、会長の雰囲気とも毛色が異なる。そんな様相を目の当たりにして、僕は心の中で小さく「よし」と呟つぶやいた。

　姉さんの怒りは明確に、目の前の僕に向けられていた。その嫌けん悪お感かんこそが、僕の作戦が狙っていたものだった。

「で、正解だった。わたしが戦ってたのは、やっぱりりんごくんだった。だからりんごくん、もう一度聞くよ？　どうしてりんごくんはこんなことしたの？　どうしてこんなわたしにあんなことまでしたの？」

「それは僕が、姉さんの敵だからです。叶かなわぬ願いで貴女あなたを貶おとしめた、最初で最後の敵だからです」

「敵？　りんごくんが？　意味がわからないよ。昨日からりんごくんの言ってること、全然わからない。りんごくんはわたしにどうしてほしいの？」

「気付いてほしいんです。僕の浅ましさに。そして思い切り、僕を嫌ってほしいんです。僕たちの世界を救うには今、それしか道はありませんから」

「やっぱり意味わからない。道って何？　わたしたちの世界って何？　ねえ、誤魔化さないではっきり言ってよ。じゃないとわたし諦め切れない。こんなの卑ひ怯きようだよ。わたしが何を想おもっているか、りんごくんはわかってるんでしょ？」

「そのつもりです。だって僕は、姉さんの弟ですから」

　僕がそう言うと、姉さんは一層険しい表情を覗のぞかせる。恐らくは僕に対する不信感から生じるものだろう。多少の違和感を覚えつつも、僕は単純にそう解釈した。だからこそ応対する姉さんの言葉は、僕にとってはまるでその裏付けかのように聞こえた。

　それが僕の、最大の誤解であるとも気付かずに。




「……わたしはりんごくんのこと、弟だなんて思ったことは一度も無いよ」




　僕は静かに薪まき割わり斧おのへ手をかけた。姉さんの雰囲気は拒絶の感情に満ち、世界を丸ごと破壊してしまいそうな威圧感を生み出し始めていた。

「りんごくんは噓うそばっかり。昨日も今日も、わたしがどんなに悩んできたか知りもしないで。こんなのわたし、耐えられない。こんな思いをするくらいなら、いっそりんごくんなんかに出会わなければよかった」

「僕もです。姉さん、僕も貴女あなたに出会わなければよかった。そうすれば僕も姉さんも、もっとずっと平和に暮らせたはずですから」

　言いながら、僕は胸を締め付けられるような強い痛みを感じた。出会わなければよかったなんて、そんなこと、僕が本気で思うはずが無かった。僕は確かに噓うそ吐つきだった。

「……そう。ならここで、全部終わりにしよ。わたしとりんごくんの、これまでもこれからも、全部終わりに」

「そうしましょう。でも姉さん、その前に僕を倒してください。じゃないと姉さんは姉さんの、僕は僕の人生を進んで行けませんから」

「容赦はしないよ？　りんごくん、それでもいいの？」

「ええ。それこそ僕が望んでいたものですから」

　そして僕は斧おのを抜く。慣れ親しんだ、粗末な武器──刹那、僕の視界を強烈な白光が覆った。

　それは『魔法』という呼び名さえ不相応に感じられるほどの、暴力的な力の奔流。六枚の空間断層アルマージはその形状を大きく崩し、薄氷に広がる亀裂のように姉さんの周囲を侵食していく。障害があろうが無かろうが、床だろうが虚こ空くうだろうが、お構いなし。そしてヒビ割れから更なる光が溢あふれ、空間そのものを完全に歪ゆがめてしまう。

　姉さんの力。ネズミの与えた力。化物たちが狙う力。その本質は、空間制御。万物の連続性を自在に歪ゆがめ、操る能力。最後の希望。姉さんはその深しん淵えんに繫つながる扉を、今まさにこじ開けようとしていた。

「ッ……！　これが貴女あなたの、本当の力……！」

「はぁぁぁぁああああああああ！」

　姉さんは咆ほう哮こうする。その声は前から、次に左右から、上下から、最後に全周囲から幾重にも重なり合って響き渡る。遠くにあったものは近くに、近くにあったものは遠くに、右にあったものは左に、下にあったものは上に。認知の限界は一瞬にして突破され、僕は立っていることさえままならなくなった。

「兄あんちゃん、避よけろ！」

　リドレイチの声が聞こえた。だが、どこから？　咄とつ嗟さに斧おのを構える僕。避よけろと言われても、一体どこへ？　僕は背後を見た。そこには片手を突き出す姉さんがいた。そして何倍にも膨れ上がった横向きの重力が僕を襲い、受け身の姿勢を取る暇も無く立駐の壁面へ叩たたきつけられた。

「かは……っ！」

「まだだよ、りんごくん。まだまだこんなんじゃ、済まされないんだからね……！」

　言うが早いか、姉さんは右から左へ手の平を扇あおぐ。瞬間、世界が〝反転〟した。

　色も、音響も、方角も、全てが逆。赤かったものが緑に、地鳴りのような低音が耳をつんざくような高音に。まるで神経毒。五感全てをあべこべに刺激され、僕の判断能力は完全に消失。突進してくる姉さんの姿を視界に捉えても、まるで反応できない。

「りんごくんなんて大嫌い！　いっつもうるさくて、生意気で、わたしの心を弄んで！　こんなふうに悩むくらいなら、苦しむくらいなら、りんごくんなんてわたしはいらない！」

　そして姉さんは蹴り飛ばす。僕の体。弾はじき飛とばされた距離は何十メートルか、何十センチか、認識不能。理解不能。転がり、落下し、打ち上げられ、全方位から痛みを感じ、生きているか死んでいるかもわからなくなる。僕は闇雲に武器を振るった。だがなんの意味も無かった。姉さんは僕に連打を浴びせ、終しまいには立駐全体を真っ二つに引き裂いて僕の体を剝むき出だしの地面へ投げ落とした。

　まるで世界の全てがガラスでできていて、それが丸ごと粉々に砕かれたかのような、幻想的な光景。全ての物体が大小様々な三角形に分解され、切断面から光を放ち、紙吹雪のように宙を舞っている。僕は地面に横たわりながらそれを見つめた。まるで僕たちの心の写し鏡のようだと、僕は理屈も無しにそう感じた。

　遂ついに壊れてしまったのだ。僕たちの関係は。そして姉さんは、〝救世者〟として覚醒した。

「ねえりんごくん、りんごくんはどうなの？　ほんとの気持ち、わたしに教えてよ。りんごくんがこれまでわたしに思ってきたとこ、感じてきたもの、その全部を」

「ハァ、ハァ……ホントの気持ち、ですか？」

「そうだよ、りんごくん。今更噓うそなんて、なんの意味も無いでしょ？」

　言いながら、姉さんはゆっくりと僕の下へ降りてくる。魔法の力を全身に漲みなぎらせ、見えない階段を一段一段踏み締めるかのように。その表情には相変わらずの怒りの色。ただ、純度百パーセントというわけでは無かった。隙間があった。

　では、最後の一パーセントとは？　それはほんの僅かな、期待と不安。なんと答えるべきか、僕にはもう判断がつかなかった。僕は完全に敗北した。そして作戦は成功した。だから今更、僕の口を突いて出てくる言葉といえば本心以外に何も無かった。

「……僕も姉さんのこと、ただの姉弟だと思ったことは一度もありませんよ」

　言わば、繰り返し。昨晩と同じことの繰り返しであった。

「僕は貴女あなたが、欲しかった」

「っ！　またそんなこと言って！」

　姉さんは僕の首元に剣先を突き付ける。覆いかぶさるような姿勢だが、どちらが上か下かもわからない。姉さんの力は大地さえも分解し、僕たちは二人きりで万まん華げ鏡きようのような世界の中を漂っていた。

「どうしてこんなことになってまで噓うそなんか吐つくのよ！　りんごくんが考えてること、わたしには全然わからない！　ねえ、どうしてちゃんと言ってくれないの！　わたしのことが嫌いだって、邪魔だって、その一言が聞ければわたしは吹っ切れるのに！」

「吹っ切れる……って、一体何からです？」

「りんごくんに対するこの気持ちからだよ！　だって『欲しかった』のは、わたしの方だもん！」

　その声は、無数に飛び交う世界の破片に反射されて何度も僕の耳に響く。が、だからといってすんなりと意味が理解できたわけではなかった。

　欲しかったのは、姉さんの方……一体何を？　そして朧おぼろげながら、僕はようやく気付いた。




　僕と姉さんの間には、思い違いがある。僕たち二人の根幹に関わる、何か重大な思い違いが。




「ちょ、ちょっと待ってください姉さん……！」

　正体不明の冷や汗を垂らしながら、僕は必死に記憶をロールバックする。主に思い返すのは姉さんの言葉。それに対する僕の反応。更にそれに対する姉さんの言動。僕が『気付いているはず』の姉さんの気持ちとは何か。姉さんは一体何を諦めようとしていたのか。

　何もかも、ちぐはぐだ。恐らく僕が想像していた姉さんの想おもいと、姉さんが想像していた僕の想おもいは、どちらも実際とは異なっている。だからこそ姉さんには僕が『噓うそ吐つき』に感じられ、僕には姉さんの言葉の意味が理解できなくなっているのではないか。だとすれば……

「何よりんごくん、今更時間稼ぎ？」

「じゃなくてちょっとだけ考える時間が欲しいというかなんというか……あれ？　ってことは時間稼ぎで合ってるのか？」

「……りんごくん？」

「ご、ごめんなさい姉さん！　僕にももう何がなんだか……と、とにかく一つずつ確認しましょう！」

　そう言って、さて、何を確認すべきか。まずは少し遡って、姉さんのあの言葉。

「姉さんはその、僕が嫌い、ってことでいいんですよね？」

　コクリ、と姉さん。ああよかった。なんだかドリルで心臓に穴を空けられるかのような感覚だが、まあいい。覚悟の上。というかそもそもそれは僕が狙っていたことだ。だが続けて姉さんはこんな言葉を口にする。

「今のりんごくんは、ね。だって、いくら世界の危機だからって吐ついちゃいけない噓うそくらいあると思うんだもん。ほんとはなんとも思って無いくせに、わたしのことをその、す、すきとか……」

「え？　いや、そこは全然噓うそとかじゃ無いんですが……」

「へ？」

　そして流れる、微妙な空気。なんだこれ。いやホント、なんだこの状況は……！

「噓うそじゃ無い……ってことは、えっ、ちょっと待って、ちょっと待ってりんごくん！　りんごくんって、まさかほんとにわたしのことが好きなの!?」

　今度は僕が頷うなずく番。すると一面ピンクに包まれる、この空間。原因は林りん檎ごみたいに真っ赤に染まった姉さんの顔。それが魔法の輝きと混じり合い、僕らの周囲を薄桃色に照らしている。

「ど、どうしてっ!?」

「どうしてって……それは逆に僕が聞きたいですよ。姉さん、どうして僕がなんとも思ってないだなんて思ってたんです？」

「だ、だってわたし、びびりだし、不器用だし、おっちょこちょいだし、りんごくんみたいに凄すごい人じゃないから……お家うちのことも何もできないし、ご飯もお掃除もりんごくんのお世話になりっぱなしだし、りんごくんは優しいから何も言わないけど、きっと内心呆あきれてるんだろうなーって……」

「そんなこと、あるはず無いじゃないですか。っていうか昨日ちゃんと言ったでしょう？　それは僕が悪いんだって。僕が姉さんの代わりに何もかもしてきちゃったから、姉さんはそういうことにまだ慣れてないだけなんだって」

「そ、そうなの？」

「そうです。多分。いや、絶対。だって姉さん、見てください。ホントの姉さんは、こんなに凄すごい人じゃないですか」

　そう言って僕は周囲を指す。姉さんの力によって粉々に砕かれた世界。そのあまりに幻想的な様相は、今の僕たちにはあまり似合わない。姉さんは更に顔を赤くし、次の瞬間、何もかもが元に戻った。

　大地も、空も、立駐も、モールも。そして燃えるような夕焼けの下、僕は姉さんに組み伏せられるような格好になった。

「でもりんごくん、どうして？」

「それも言ったでしょ？　僕は姉さんを独り占めしたかった。姉さんにできることを一つずつ奪って、そこに僕が入り込んでいけば、姉さんは僕から離れられなくなるんじゃないかと思ったんです。僕は弟ですから、そうでもしないと他の誰かに姉さんを取られてしまうかと思って」

「うぅ……難しくてよくわからないよ、りんごくん。わたしにもわかるようにもうちょっと簡単に言ってよ」

「簡単に、ですか……つまり姉さんが大好きだから、世話を焼きたかった。そういうことです」

「だ、大好きだから……」

　そう言うと、カラン、姉さんは自分の剣を取り落とす。それから両手で顔を覆って、しおしおと僕の胸の上へ。元の平和な姿を取り戻した風景のせいだろうか、僕の心にはゾクゾクするような気恥ずかしさが湧き上がった。

「ま、真顔でそういうこと言わないでよぉ……お姉ちゃん変になっちゃいそうじゃん……」

「すみません。僕もなんだか、もの凄すごく変な気分です」

「ばか。りんごくんのばか。もうわたし、何も考えられない」

「す、すみません……でも姉さん、一つ教えてください。こんな僕に告白されて、なんで姉さんは嬉うれしそうにしているんですか？」

「……わからないの？」

「わからない、といいますか、なんとなくわかるような気もするんですが過ぎた自惚うぬぼれだとしか思えなくて……だって僕たち、姉弟ですし……」

「だから、言ったじゃん。わたしはりんごくんのこと、弟だと思ったことは一度も無いって。りんごくんはいつでも、わたしの一番好きな人だったから……」




　だから、嬉うれしいに決まってるじゃん。大好きだった人と両りよう想おもいだったってわかって、喜ばない人がいると思う？




「ど、どうしてですか!?」

　と、瞬時に問とい質ただす僕。愚かしいと思われるかもしれないが、考えてもみてほしい。姉さんは地上に舞い降りた天使とも形容すべき存在。そんな人から愛の言葉を囁ささやかれて手放しに信じる男がいるだろうか。しかも僕は家族に欲情するような変態だ。

　あるいはもしかすると、こういうふうにも言えるかもしれない。そういう自己評価の低さこそが、僕と姉さんの双方にとって、望まぬすれ違いを生んだ種だったのだと。

「どうしてなんて、わたしが聞きたいよ。格好良くて、優しくて、なんでもできて、いつでもわたしを助けてくれて、そんな人が側そばにいて、好きにならないはずが無いじゃん」

　そして姉さんは、声を上げて泣き出し始めた。これまでの思い詰めたような涙と違って、なんとも開放的だった。僕はそんな姉さんの体を抱き締めて、自分の目にも同じ雫しずくが溜たまっていくのを感じた。

　壊れるべくして壊れたのだ。僕たちの歪いびつな関係は。ならばその先にあるのは、想像していたような悲しい結末などでは無い。もっとずっと、僕と姉さんに相応ふさわしい何かだ。

「ごめんなさい、姉さん、僕は貴女あなたの気持ちもわからずに、勝手なことばかり……！」

「それはわたしも同じだよ、りんごくん。わたしもりんごくんの気持ちがわからなくて、振り回してばっかりだった。邪魔だなんて言ってごめん。嫌いだなんて言ってごめん。出会わなければよかったなんて言ってごめんなさい。わたしもりんごくんのこと、大好きだよ」

「僕もです。姉さん。僕も貴女あなたのことが、大好きです。こんな世界なんてどうなったっていいくらい、心の底から大好きなんです……！」

　僕は子供のように泣き叫んだ。姉さんと同じだった。そんな僕に、姉さんは語ってくれた。最後の疑問。なぜ、姉さんは魔法少女の任務を引き受けたのか。結局はそれも、これまでの姉さんの言葉と同じだった。

「わたしもね、りんごくんみたいに格好良くなりたかったんだ。わたしにしかできない何かを手にして、りんごくんを見返したかったんだ。じゃないといつか、りんごくんに愛あい想そを尽かされちゃうんじゃないかって、心配だったんだ」

　それから姉さんは、「ねえ」と一言、僕に手を差し伸べる。それを取って、僕たち二人は起き上がった。夕日は既に西の空に沈み、虹色のコントラストの下で一番星が輝いていた。

「わたしはこの世界、どうなってもいいとは思わないよ。せっかくりんごくんと通じ合えたんだから、むしろわたしたちのこの世界はこれから！　って感じ。だから、ね？　いいでしょ？　わたしがこの世界、守ってあげる」

「……お願いします、姉さん。自分たちが誰と戦おうとしているのか、それがどれほど愚かな行為なのか、ヤツらに思い知らせてください」

「やった。じゃあミルクちゃん、リドちゃん、いるんでしょ？　お願い、あいつらをここに連れてきて」

「……梨り々りちゃん、ホントに大丈夫なのかい？」

　と、虚こ空くうから現れたミルは口にする。側そばには全身ボサボサのリドレイチも一緒だ。恐らくは僕たちの喧けん嘩かに巻き込まれないように必死に逃げ回っていたのだろう。喜び以上に疲れの色が目に見えた。

「ヤツらは恐らく、梨り々りちゃんが想像している以上に強大だ。偵察を終えた今、ヤツらは〝戦略種ドクトレンジ〟を中心とした侵攻部隊をここへ送り込もうとしている。辺境の文明空間ジ・レならたった一体で消し去れるような化物だ。並の力じゃ相手にならない」

「大丈夫、大丈夫。だってわたしは〝救世者〟。最後の希望。それに『愛の力は無限大』、ってね」

「嬢ちゃん……よーしわかった！　オレは嬢ちゃんにこの世界とオレたちの命を託すぜ！　ヤツらに一泡吹かせてやってくれ！」

「うん！」

　姉さんは答えた。そして言葉に違たがわぬ、絶対的な力を展開した。

　光が織りなす、巨大な渦。その中心には、愛する人。一体何が起こっているのか、どこまで広がっているのか、ただの人間たる僕には見当も付かない。ただひたすらの安心感だけが、僕の心に立ち込めていた。

「りんごくん、見ていてね。わたしはりんごくんのおかげで、戦える」

　そして宙が割れ、敵の全容が明らかになっても、その感情に何も変化は無かった。周囲は光と暖かさに満ちていた。上半身がすっかり雲に隠れてしまうような漆黒の巨体を前にしても、姉さんは僕に視線を向け、悪戯いたずらっぽく笑っていた。最も早はや結末は、火を見るより明らかだった。
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　僕たちは、単なる姉弟では無い。これまでも、これからも。だから僕は、姉さんと過ごすこれからの毎日が、心が震えるほど楽しみだった。













　　　Phase 11.0







「……それで、どうだったの？」

　と、尋ねてきたのは会長。校庭に面した花壇の縁へ腰掛け、特段興味も無さそうなツンとした表情を見せている。いや、これは取り繕っているとでも言うべきか。内心興きよう味み津しん々しんであることは流石さすがの僕もわかっていた。

「ねえ、答えてよ。梨り々りさんの戦いがどんな感じだったか、今更勿もつ体たいぶるようなことじゃないでしょ？」

「それはそうなんですが、表現しづらいんですよ。何もかもが一瞬の出来事で、僕には何が起きたのか少しも認識できませんでした。カッと光って、それでお終しまい。恐らく姉さんはヤツらを倒してすらいないんでしょう。殺すとか殺されるとか、そういう原始的な概念すら超越した何かが起こった。とにかくハッキリしているのは、姉さんはヤツらに勝った。それだけです」

「ふぅーん……つまらないわね」

「僕もそう思います。せっかくなんだし、もうちょっとドラマチックでも良かったなーと」

　そう言って、僕は会長の目前に立つ。そして改めて、言い知れぬ安あん堵ど感かんに身を委ゆだねた。

　姉さんの戦いから、早一週間。今日は会長の、復帰初日。午後から学校に顔を出した会長は、いつもとなんら変わるところが無かった。いつも通り生徒会メンバーに的確な指示を飛ばして自分はサボり、僕にパワハラまがいのセクハラを浴びせて時間を潰す。それから活動の終わりに僕を連れ出し、こうして校庭の端っこで事の顚てん末まつを尋問しているのであった。

　会長の様子に戦いの痕跡は見られなかった。僕にはそのことが、この一週間の出来事の中で二番目に嬉うれしかった。

「でもまあいいじゃないですか。僕たちはこうして皆無事だったんですから。ひとまず脅威は去って、ネズミどもも一旦自分たちの文明空間ジ・レに帰りました。何もかも元通りというわけではありませんが、とりあえず今は平和です。これもひとえに会長のおかげですね」

「私のおかげ？」

「そうです。とぼけないでくださいよ。だってこれ、何もかも会長の思惑通りでしょう？」

　僕がそう言うと、会長はプイと顔を背ける。それでも気恥ずかしそうな表情なんてまるで見せないところがなんともこの人らしい。僕なんかじゃ一生敵かなわないだろうな、と、僕は諦めにも似た幸福な感情を味わった。

「ありがとうございます、会長。僕はようやく、自分の過あやまちに気付けました」

「そ。なら良かった。私は自分の好きな人たちが苦しんでいるところなんて見たくないからね」

　会長はそう言う。で、僕は返した。

「好きな人たち、ですか。それは僕と姉さんのことですか？」

「どうかな。ま、そこは想像に任せるよ」

　そして会長は立ち上がる。晴れやかな笑みを浮かべて。背丈は僕より少し小さいくらいだろうか。それから「でも……」と前置きし、こんなふうに続けた。

「惜しかったかな。やっぱり梨り々りさんにはあげなきゃ良かった」

「……それってどういう意味ですか？」

「想像に任せるよ。それよりも臨りん吾ごくん、君にお迎えが来てるよ？」

　と、会長はそう言って僕の背後を指差した。目を向ければ、姉さんの姿。校門の真ん中に立ち、学校中の視線を集めながらブンブンと両手を振っていた。

「また明日、臨りん吾ごくん。梨り々りさんのこと、あんまり束縛しちゃダメだよ？」

「わかってます。じゃなきゃ魔法少女なんて、僕が認めるはずもありませんから」

　僕はそう言って、駆け出した。真まっ直すぐ全速力で、愛する姉さんの下へ。

「りーんごくーん！」

　姉さんは嬉うれしそうだ。僕もきっと似たような顔をしているのだろう。校門を出たところで、姉さんはピョンと跳ねるように僕の体へ飛び付く。それから「えへへ……」と僕の胸板に額を擦すり付つけ、上目遣い。反則技の連続コンボ。僕は咄とつ嗟さに自分の鼻の根元を押さえた。

「あれ？　どうしたの？」

「なんでもありません、ちょっと刺激が強すぎて……それよりも姉さん、どうして僕の中学に？」

「今日は授業が早く終わったから、一緒に帰ろうかなーって思って。迷惑だった？」

「迷惑だなんて、まさかそんな」

　僕は正直に答える。姉さんと一秒でも長く一緒にいられるのなら、僕はなんだって嬉うれしい。たとえそれが校門前で、学校中をざわつかせることになってもだ。

「それに……ちゃんと見張ってないと、りんごくんを他の子に取られちゃうかもしれないからね」

　そう言うと、姉さんは僕から顔を離して校庭の向こうを見み遣やる。何を言わんとしているのか、僕にはすぐに察しが付いた。

「……りんごくん、浮うわ気きはだめだよ？」

「心配しないでください。僕はもう一〇年も姉さんのことを想おもい続つづけてきたんです。今更貴女あなたを手放すような真ま似ね、僕は絶対にしません」

「ほんとに？」

「本当です。僕は心から貴女あなたのことを愛していますから」

「っ……や、やばい、顔から火が出そう」

　言いながら、姉さんはプイと顔を背けた。確かに耳まで真っ赤だった。

「……でもほんとによかった。あの子も無事だったんだね」

「ええ、本当に。これで何もかも全部解決。ハッピーエンド、ってやつですかね」

「だね。ああでも、最後にこれだけは言っておかないと。今日学校で社会科の先生に教えてもらったんだけどね、わたしとりんごくんって──」




　結婚、できるんだって。




　僕の耳元でそう呟つぶやいてから、顔を離してはにかむ姉さん。今度はもう耐えられなかった。そして校門の真ん中を鮮血で染め、僕は次の日から『流血のシスコン聖戦士』の異名を取った。










　　　あとがき




　僕は作中に手作りの武器やらアイテムやらといった工作物を出すのが好きなのですが、それには大なり小なり高専で過ごした七年間が影響しています。

　当時は学校の中でも外でもいろいろなものづくりに熱中していまして、自作のロボットで校内を探索しようとしてみたり、ゲームプログラムを書いて販売してみたりと、今思い出しても非常に充実した毎日を過ごしていました。たとえ浮ついた話が何も無くとも、当時の僕のリアルは大変充実していました。静岡東部の干物の町で、二度と無い貴重な青春を切きり粉こと半はん田だとプログラムコードに存分に浸していました。

　で、そう、そこなんです。どこかと問われれば、当時の僕の居場所。青春の全てを捧ささげた地。約束の地方都市。静岡県沼津市。そこがこの数年かつてないほどの注目を浴びていることは、願わくば皆様の多くもご存知のことでしょう。




　まさかあの海岸を、駅を、水門を、商店街を、小島の高級ホテルを、アニメの背景に見る日が来ようとは。




　中々、こんな幸せなことはありません。思い出通りの風景がテレビの画面に映し出され、そこに美少女アイドルたちの心震えるストーリーが展開されるわけですから。妙な話ではありますが、僕の青春の唯一の弱点を補ってくれているようにも感じてしまいます。

　これは運命でしょうか。いいえ、違いますね。違うのですが、沼津の片隅に舞う九人の少女、特にそのダイヤモンドの輝きを目の当たりにしてしまったら、自我の存亡など意識の外に追い出して一心不乱に光の剣つるぎを振り続ける他ありません。愛とは最も早はや、本作でも僅かながらに描いた通り、狂気の一種に過ぎないのですから。

　ちなみにですが、本作における姉に対するあれやこれやは僕自身の趣味嗜し好こう性癖その他とは全く無関係です。家族、それこそ姉を含めたリアルな知人に見られる可能性もそれなりに大なので、念のため。




　以下、謝辞を申し上げます。

　担当のＫさん、Ａさん、毎度ながら大変お世話になりました。イラストをお引き受けくださいました流。さん、ありがとうございました。僕は特に生徒会長のキャラデザが大好きです。

　ReadyToCreateメンバー諸氏、関係者の皆様にも感謝申し上げます。

　そして何より、本作をお手にとっていただけました貴方あなたに、最上の感謝を。


佐々山プラス
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佐さ々さ山やまプラス

ホームセンターには、人生に大切なものが全て詰まっているんです。工具売り場に、資材売り場に、人を人たらしめる創意と工夫の全てが詰まっているんです。あとペットコーナーには猫がいます。可愛い。
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イラスト／流ながれ。

最近はＣ．ロナウドの高齢化が悩み。流。と申します。キャラクターの魅力を引き出せる様尽くしましたので作品はもちろん、挿絵もお楽しみいただけると幸いです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐々山プラス先生」係

「流。先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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姉あねは魔ま法ほうも使つかえないから、僕ぼくが生なま身みで世せ界かいを救すくう。








佐さ々さ山やまプラス
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※2018年3月10日発行の電撃文庫『姉は魔法も使えないから、僕が生身で世界を救う。』初版に基づき制作
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